


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















[image: BusterDo！II]










　　　　◇




　夜の海岸公園を、仮面バスターが駆かけ抜ける。

　青いオーラの尾を引きながら、稲妻のごとく闇やみ夜よを切り裂く。

　人ひと気けはない。等間隔に並ぶ街路灯と木製ベンチ。波音が囁ささやくように寄せては返す。

「マイナの反応は？」仮面バスターは誰だれにともなく聞いた。

『距離、百五十。そこの角を曲がった先なり』愛らしい声は、オペナビのもの。『あ、それと別にプラナの反応がひとつ。誰か応戦してるのかも』

　石いし畳だたみを蹴けり、鏡に反射する光のように、直角に道を折れる。ブーストスキルを使い、目一杯に飛ばしていた。マイナの感知を伴うトラブルはスピード勝負、最悪の事態が引き起こされる前に迅速な解決を──それが仮面バスターの為なすべきこと。

　前方、バイザー越しの視界に二人の人影が映った。メガネをかけた男子生徒と派手な髪色の女子生徒。どちらも御み凪なぎ学園能力科の制服姿。つまりバスター。男子生徒は鞭むち型がたの、女子生徒は槍やり型の兵器──アーツを手に、交戦中。

　仮面バスターはバイザーの左下に表示されているマップをチェックした。カーナビのように位置情報を知らせるその中に、黄色と青色のマーカーが灯ともっている。その立ち位置と前方の二人を照らし合わせ、どちらが敵かを見定める。

　黄色──マイナの反応を示しているのは、男子のほうだ。その鞭むちが蛇のようにうねり、女子生徒を襲おそう。女子生徒は柄えでガードしたが、軽々と弾はじき飛ばされ、小さな悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。さらに迫りくる鞭を慌あわてて横転して避よける。

　空振った鞭は石いし畳だたみを砕くと同時に細かなしぶきを上げ、散った──水だ。

　アーツの本体は、その手に握られたタクトのようなもので、先端から噴ふきだす水を自在に操っている。その水流はマイナの黒い粒子光に汚染され、泥のように濁にごっていた。

「そこまでだ！」

　仮面バスターは、こちらに注意を向けさせようと、あえて声を飛ばす。

　しかし男子生徒は見向きもせず、女子生徒を狙ねらい続けた。指揮者のようにタクトを振るうと先ほど飛び散った水滴が宙に浮き、弾丸となって女子生徒に襲いかかる。

　女子生徒は槍やり型がたのアーツを扇風機のように回転させ、弾く。だが、そこに直径一メートルを超える巨大な水泡の追つい撃げきが見み舞まわれ、吹き飛ばされた。手すりに背中を強打し、呻うめく。ライフガードがある以上、直接的なダメージは免まぬかれたが、強い衝しよう撃げきにうずくまる。

　さらに、容赦なく降り注ぐ水弾の雨。

「──ッ！」

　横から、仮面バスターが飛び込んだ。間かん一いつ髪ぱつ、女子生徒を抱いて転がる。水泡を受けた手すりの柵さくは、自動車が突っ込んだ跡のように大きくひしゃげた。

「大丈夫か？」腕の中の少女を見る。

「え、ええ」

　見上げたその瞳ひとみは、碧あお色いろ。髪は銀色だった。地じ毛げのようだ。そして、その美しい髪に負けないぐらい、きれいな面おも立だちをしていた。

「えっ……仮面バスター？　わぁ、すごい、ホンモノ？」

　少女は碧い瞳を大きく見開き、嬉うれしそうな顔をした。今のこの状況をわかっているのかいないのか、ぺたぺたとシルエットスーツに触ってくる。

「…………」

　あまりの緊張感のなさに、仮面バスターは呆あつ気けにとられた。

『こらこら、可愛いからって見み惚ほれている場合じゃないなりよ』

　オペナビに注意され、「違うって」と小声で反論する。とにかく無事で何より。あとはバグが発症する前に相手を止める。仮面バスターとして為なすべきことを為す。

「ここは俺に任せろ。きみは──」

「うん、後ろで応援しているから。がんばってね、サイファー」

　銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女は、ヒーローショーを見る子供のようにはしゃいで、後退した。十分に距離を取ったところで立ち止まり、「ファイトぉ」と本当に応援客と化す。

　これもメディアに取り上げられて有名になった影えい響きようだろうか。美び麗れいな容よう貌ぼうに似合わない無邪気さに調子を狂わされる仮面バスターだったが、マイナの粒子波に肌が粟あわ立だち、素早く振り返った。男子生徒がタクトの先にウォーターウイップを再生成している。より太く、より長く。先ほどのがアオダイショウなら、今度のはアナコンダ級。

「オーバースペックか。なら、こっちも……《武タケ御雷馳ミカヅチ》！」

　仮面バスターは右腕をかまえ、叫ぶ。青い粒子光が泡立ち、巨大なマシンアーム──オービタル・ガントレットが具ぐ現げん化かした。手てつ甲こう部ぶの先に光の粒が集つどい、青々と輝かがやくエナジーハンドが生成される。右手で握り拳こぶしを作ると、エナジーハンドもシンクロして拳を作った。

「今すぐアーツを解け。それ以上はバスターの名を汚すことになるぞ」

　説得を試みてみたものの、返ってきたのは獣けもののような唸うなり声だった。男子生徒は足元がふらついている。メガネの奥の目はマイナに毒され、白目の部分が黒く濁にごっていた。

『ダメだ、もう自制心を失っているなり』

「ならば、力ちから尽ずくで止めるまで」

『エレメントの相性なら断然こっちが有利。電気ショックをお見み舞まいしてやるなり。ビリビリいったれ、マスクド・バスター！』

　オペナビのテンションが上がる。仮面バスターは若じやつ干かんうるさそうに顔をしかめた。

　と、正面、男子生徒がタクトを振るう。ウォーターウイップが蛇だ行こうしながら迫る。仮面バスターはガントレットの装甲で受け弾はじき、すかさずエナジーハンドで水流の鞭むちをつかんだ。同時にエレメントを発動。アーツが青く発光し、バチバチと音を上げて雷らい電でんを呼ぶ。

　電でん撃げきはウォーターウイップを伝い、男子生徒は感電した。痙けい攣れんし、よろめき、メガネが落ちて足元で跳はねる。しかしまだ意識は保っていた。黒一色の眼球を見開き、呻うめき声を上げてタクトを頭上にかざす。先端からどす黒い水流が噴ふきだし、巨大なハンマーを作った。

　振り下ろされたそれを、仮面バスターは前に出つつ、左へ半身をそらし、かわした。そのまま横に一回転しながら踏ふみ込み、

『食らえ！　ライトニング・リバース・ナッコォッ！』

　ただの裏うら拳けんを放った。

　雷電を帯びたエナジーハンドが男子生徒を殴り飛ばす。直に電撃を受けた男子生徒は手すりに激突し、尻しり餅もちをついた。今度こそ泡を吹いて気を失う。

　仮面バスターは、しかし予断を許さなかった。バイザーの下で表情が曇くもる。

「……マイナの気配が引かない。バグ化する？」

　プラスからマイナスへ反転したエナジーに毒されたアーツの暴走──兵器が怪物と化してバスターの制御下を離れ、独ひとり歩きする──そうなる前に歯止めをかけたかったのだが。

『ん？　ちょっとタンマ。これって、反応が別々……ってことは気をつけろ、光こう太た！　もうバグ化しちゃってるぞ！』

「え？　いつの間に？」

『わかんない。でも、うちのメイレーダーで見る限り、間違いないなりよ』

　バイザー内のマップに表示されていた黄色のマーカーが赤色に変わっていた。完全にバグ化したことを示す反応だった。位置はすぐそこ。仮面バスターは身構え、気絶した男子生徒とその周辺を注視する。しかし、

「……何も見当たらないぞ」

「……サイファー？　もう平気？　大丈夫？」

　と、離れて見守っていた女子生徒が近寄ってくる。仮面バスターはとっさに「来るな！」と手のひらで制した。少女はびっくりして片足を上げたまま固まった。

　沈黙。波の音が漂う中、仮面バスターは警けい戒かいを続ける。

　だが、何も起こらない。

　やがて、マップに灯ともっていた赤色のマーカーが、不意に消失した。マイナの気配が遠ざかっていく。『あれれ？　れれれのれ？』とオペナビの戸惑った声が伝う。

「逃げた……のか？　それらしいものは見当たらなかったけど」

『こっちでもバグの姿は確認できなかったなりよ』

　仮面バスターが不思議に思って立たち尽つくすそこに、別の入電。

『反応は確かだったの？　メイリーナ』

　オペナビの可愛らしい声と打って変わり、気品のある落ち着いた声音が届いた。

『うん、個体反応が完全に別々だったもん。バグ化したとしか考えられないなり』

『そう……わかったわ。とりあえず引き上げよ。一応、風紀にも連絡しておくわ』

　了解、と仮面バスターは応答し、肩にかかったダークマントをひるがえして振り返り、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女に声をかける。

「もう大丈夫だ。動いていいぞ」

「…………」

　少女は片足を上げたまま、見み惚ほれるようにぼーっとしていた。

「どうした？　どこか怪け我がでもしたか？」

　心配して近寄ると、

「あ、うん、平気！」

　と言って電気が走ったようにピンと背筋を伸ばして直立し、緊張気味に肩を狭くした。視線を上から下、下から上へ動かして仮面バスターの全身を見ると「ホントにホンモノだ」と呟つぶやいて瞳ひとみをきらめかせ、またぼんやりする。

「本当に大丈夫か？」頭とか打ってないか？

「だ、だいじょぶ、だいじょぶ……その、助けてくれて、ありがと。サイファー」照れ臭そうにはにかんだ。「えと、あの、そうそう、はじめまして。わたし、天あま沢さわリーゼっていうの。テレビで見たときからあなたのファンで、だからその……会えてとっても嬉うれしい！」

「そ、それは、どうも」

　ファンを公言する者に出会ったのは初めてだ。仮面バスターは若じやつ干かん照れて顔を逸そらす。ついでに話も逸らす。というより、確認しておくべきことがあった。

「ところで、天沢リーゼ、彼に襲おそわれたとき、何かおかしなところはなかったか？」

「何かって、さぁ……友達と一緒にディナーして、家に帰ろうとしたら、いきなり現れて告白してきて」

「告白？」

「うん。前々から何度も何度もしつこくて。いつものように断ったら、急にキレて襲ってきたのよ。しかも途中から急に強くなって、思ったより苦戦しちゃったのね」

　その楽観的な口ぶりは、一人でもなんとかできた、というニュアンスを含んでいるようにも聞こえた。仮面バスターに対する感謝とは別に、客観的事実として。とにかくバグの発症には気づいていないようだ。

「あ、あのね、サイファー」少女は緊張が解けたのか、天てん真しん爛らん漫まんに言った。「あれやってほしいな、あれ。俺おれの名はってやつ。マントばぁーってして。はい、三、二、一、キュー」

「お、俺の名はサイファー。取るに足らない者だ」

　ダークマントをひるがえし、名乗りを上げる仮面バスター。キューの合図に体が反応してしまった。天沢リーゼはキャーと黄色い声を上げて携帯端末をかまえる。

「写真撮とっていい？」

「いや、悪いが、遠えん慮りよしてもらえないか」

「うん、わかった」案外、素直に引き下がった。「ねぇ、サイファー、時間ある？　よかったら少しお話しない？　せっかくこうして会えたんだし」

「いや、そういうのも、困る」

　人見知りしないタイプなのか、積極的にアプローチを仕掛けてくる天沢リーゼに対し、仮面バスターは逆に戸惑ってしまう。早いところ退散したほうがよさそうだ。

「俺はもう行く。風紀が来るだろうから、きみは事情を話して送ってもらうといい」

「えぇ～、サイファーに送ってほしいな。あなたのこと、もっとよく知りたいのよ」

「もうすぐ中間テストだろう。俺などにかまわず勉強したほうがいい」

「サイファーはどこから来るの？　どこに住んでいるの？　普段は何をしているの？　うちの生徒なの？　年は？　趣しゆ味みは？　好きな食べ物は？　好きな女性のタイプは？　ちょっとだけ顔を、見せてくれない？　絶対に内緒にするから、ね、お願い」

　天沢リーゼは興味津々に聞いてきた。質問攻めを受けた仮面バスターは、対応に困って体ごとそっぽを向いたが、右を向いても左を向いても後ろを向いても、天使のように可か憐れんな笑顔がパパパッと正面に回り込んでくる。小首をかしげて見上げる仕草は小こ悪あく魔ま的てきだ。
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『光こう太たくん』

　と、そこに上品な声が届いた。

『いつまで遊んでいるつもりかな？　早く帰っていらっしゃい』

　物言いは和なごやかで、微笑ほほえんでいる様子が思い浮かぶほどだが、声のトーンが若じやつ干かん低い。仮面バスターは寒気に襲おそわれたように身み震ぶるいした。

「あっ、あれはなんだ!?　流れ星か、ＵＦＯか!?」

　明後日あさつての方向を指差す。「え？」と天あま沢さわリーゼがつられて振り向く。

　その隙すきに、仮面バスターはプラナをチャージした。青い粒子光が全身から立ち昇る。そしてブーストスキルを発動。青い稲妻となって、その場から逃げる。

　瞬またたく間に距離が開いた。

「また今度ねー、サイファー。ばいばーい」

　天沢リーゼは残念がるでもなく笑顔で手を振り、去りゆく背中をうっとり見ていた。

　声を背にして駆けながら、今度はない、と仮面バスターは思いたい。

　この学園島において、仮面バスターはヒーロー視されている一方で、風紀委員会に目をつけられ、賞金首として他のバスターにも狙ねらわれている。中には彼女のように応援してくれる者もいるが、それもそれで厄やつ介かい。正体を知られるわけにはいかないのだ。仮面の下の素顔は世間のイメージとは似ても似つかない最下位の男ボトムナンバー。気取った口調はキャラ作り。いつもバレやしないか冷や冷やしている。

　マスクド・バスターは即興劇ゲリラライブのようなもの。舞ぶ台たいに立っている分にはいいが、面めんと向き合って接すると、襤ぼ褸ろが出てしまう恐れがある。それこそ先ほどの天あま沢さわリーゼのように絡んでこられると困る。ああいうのは、ある意味いちばん危険なタイプかもしれない。

　ゆえに祈った──またの機会がないことを。

　だが、しかし、その祈りも空むなしく、仮面バスターは──未み空そら光こう太たは、遠からず身をもって思い知ることになる。このときすでに、天使のような小こ悪あく魔まの羽ばたきが生んだ波風が、天体運動のようにゆっくりとうねりだしていたことを。やがてそれはこの学園島に──バスタード界に旋風を巻き起こし、大きな台風を招くことを。







　　　　　第一話　　ミス・ラブアフェア







　寝坊した。携帯端末でセットしたアラームにも気づかず、寝過ごした。

　朝食を抜いて、未み空そら光こう太たは寝ね癖ぐせもそのままに、急いで寮りようを出る。太陽光が目に刺さって瞼まぶたの裏が締めつけられるように痛んだ。

　起床してからものの五分で外へ出たものの、このままでは遅刻してしまう。学園まで直線距離で五十メートルと離れていないが、校舎があるのは丘の上、寮はその裏手に位置しており、高低差十数メートルの位置。正門まではぐるりと坂道で迂う回かいしなくてはならない。

「しかたない。疲れるけど、近道するか」

　未空光太は表通りには向かわず、裏手の道をそのまま回り込む。草木の生おい茂しげった丘の斜面が急になっていく。四十五度を優に超える角度。

　斜面の手前に張り巡らされている金網のフェンスを乗り越えた。そして急斜面を上る。ちょっとしたロック・クライミング。上り詰めた先に再び現れたフェンスを乗り越えれば、そこは校舎の裏庭、雑ぞう木き林ばやし。

　寮りようを出てから三分での到着だった。このショートカット法は寮仲間のあいだに代々伝わっているものだが、いかんせん体を酷使するため、利用する者はそうそういない。光こう太たもこれが二度目だった。一度目は当時ルームメイトだった相あい川かわ公こう平へいと試しに使ってみたのだが、やはり同じ理由でそれきり活用する気にはなれなかった。

「やっぱ、朝一でこれはきついなぁ」光太は息を切らす。「遅刻を回かい避ひするためにこんなしんどい思いをするぐらいなら、ちゃんと起きたほうがマシだ」

　勝手に教訓を得て歩きだす。制服についた草葉や土を払い落として進みながら、大きく口を開けてあくびをした。寝不足気味なのは今日に限ったことではない。明日から中間試験が始まるので、最近は遅くまで勉強している。もっとも能力科の場合、学力は二の次、試験当日以外はバスタードも平常運転しているのだが、しかしバスタードランキング最下位の身である光太としては、せめて学業ぐらい上位に食い込みたかった。

　最下位の男ボトムナンバー──その不名誉な異名が、未み空そら光太の現実だ。

　ただ近ちか頃ごろは、バスターとしての成功にそこまでこだわってはいない──いや、こだわるのをやめた、と言うべきか。ランキングは気になるし、最下位は脱出したいけれど、優勝したいとか名を挙げたいとか、そういった成功欲や名誉欲はなくなっていた。もともと最下位ゆえにあきらめの心境にあったが、今はそれとはまた事情が違う。

　仮面をつけるようになったからだ。

『俺おれの名はサイファー。取るに足らない者だ』

　耳にタコができるほどメディアで流されたフレーズ。

　今、学園島のみならず世界中のバスタードファンを賑にぎわせている仮面バスター。それが未空光太のもうひとつの顔──仮面だった。そこにはバスタードに対する背徳と裏切りが秘められている。学園の出資母体である御み凪なぎグループが隠している大それた事実、世界を欺あざむいている真実、それを知っていながら暗黙しているも同然の現実。他にバスタードを守る道を見いだせなかったという口実。

　それでも進むと決めた──白でも黒でもない灰色の道を。

　とは言え、そんなことはおかまいなしに、学生には試験という避さけられない宿命が課せられているわけで。ここ一週間はバスタードを離れて勉強に追われていた。仮面バスターとしての活動も、昨日の緊急出動を除けば、ほぼ開店休業状態。幸いにして、黒くろ騎き士し事件のあとは大きな事件もなく、トラブルシューターとして暗あん躍やくする程度だった。簡単に言えば、アーツを悪用するバスターたち──非行に走る能力生を成せい敗ばいして回っていた。黒騎士事件後の出動は、昨日の一件も入れてたったの四回。そして昨日の一件を除けば、いずれも風紀委員会に任せればいいケースばかりだったが、そこはあの人が黙っちゃいない。

「今やバスタードもエンターテインメントの戦国時代。娯楽として期待される以上、仮面バスターもファンを楽しませるものでなくてはいけないわ。そしてファンを楽しませるには、まず自分たちが楽しまないと、ね」

　と、我らがプロデューサーは颯さつ爽そうと白衣をひるがえし、高らかに告げたのだった。

　シリアスな裏事情を抱えるわりに、チーム〝マスクド・バスター〟のムードは明るい。遊び心満まん載さいで、ついていけなくなることもしばしば。このあいだなんて登場シーンに爆ばく破は演出を取り入れようとか言いだす始末。しかも一人で五色使ってド派手に。さすがに街中でそれをやるのはまずいので却下になったが、どうもあの人は特とく撮さつ系けいに走る傾向がある。

「なんだかんだで、先せん輩ぱいがいちばん楽しんでるよな。メイリーナはいつもやかましいし。こっちは捕まらないよう必死で、そんな余裕ないってのに」

　しかし二人のそんな明るさに精神的に助けられているのも事実。なんだかんだでいい塩梅あんばいなのかもしれないな──そう苦笑しながら、裏庭の雑ぞう木き林ばやしを抜けていく。

　と、不意に声が聞こえた、気がした。

　立ち止まって周囲を見渡してみたが、誰だれも見当たらない。風が吹き、木の葉がこすれてざわめく。

　空耳かと思って再び歩きだしたところ、またもや声が。

「きゃああああああああああああああっ！」

　今度は間違いなく、はっきりと聞こえた。

　悲鳴が、頭上から。

　見上げた途端、緑のカーテンを突き破って、人が落ちてきた。突然のことに驚おどろくが、最下位とは言え、これでもバスターのはしくれ。避よけるだけの運動神経と余裕はあった。

　が、あるものが、光こう太たをその場に釘付けにした。

　純白──。

　目を奪われ、動きを失ったそこに、顔がん面めん衝しよう突とつ。

　一いつ瞬しゆん、やわらかな感触が鼻先に当たったのち、衝しよう撃げきが襲おそった。

　真っ白な景色が、真っ暗になり、大の字に倒され、潰つぶされた。

「い、たたたた……へ？」

　鈍どん痛つうに顔をしかめ、瞼まぶたを上げる。

　暗がりの中に広がる純白の秘境。絶対領域を超えた、桃とう源げん郷きよう。

「い、たたたた……は！」

　涙を浮かべて起き上がったのは、能力科の制服を着た女子生徒。自分の股またのあいだ──スカートの中に埋もれている光太に気づくと、顔を真っ赤にして悲鳴を上げ、跳とび退のいた。

　その手に翡ひ翠すい色いろの粒子光が集い、棒状の物体が握られる。先端には球体。その周りをつぼみのような花か冠かん状じようの飾りが囲うと、球体から円えん錐すい形けいのプラナの刃やいばが伸びた。振りかざされたそれは槍やりの形状をしたアーツ。

「こ、この不ふ埒らち者もの！　ここで会ったが十年早いのね！　成せい敗ばいしてくれるのよ！」

　光の矛ほこが、光こう太たを襲おそう。

　光太はとっさに左腕をかまえ、アーツを召しよう喚かんした。《逃げの一手ランアウエイ》。緑のプラナが左腕を包み込み、機械装甲を具ぐ現げん化か。銀のガントレットが装着され、ライン模様が輝かがやく。同時に手のひらの先に光の波紋を呼び、不干渉シールドを前面に展開、矛の一いち撃げきを防いだ。

　少女は跳とび退のき、距離を取る。

　光太は慌あわてて起き上がり、身構えた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　なんですかいきなり！」

「黙るのね、チカン！　よくも乙女の純潔を……人をキズモノにして！」

「すさまじい誤解ですよ！　第一ぶつかってきたのはそっちでしょうが！」

　抗議の最中、改めて目にした相手の姿に、光太は目を見張った。

　木漏れ日を受けて輝く銀ぎん髪ぱつ。瞳ひとみは碧あおく、先ほどの衝しよう突とつのせいか、それとも本気でキズモノにされたと思っているのか、少し潤うるんでいる。身長は高く、目線は光太と同じぐらい（ヒールの高い靴を履はいていたので、実際はもう少し低いだろう）。スタイル抜群の曲線美にしてすらりと伸びた脚線美。

　黄金比を感じさせるほどの整った容よう貌ぼうには、見覚えが。

　昨日の夜、仮面バスターとして出会った彼女に他ならなかった。

　名前は確か、天あま沢さわリーゼ。

　そう言えば、とここにきて思い出す。サイファーとして会うよりも以前に、光太は彼女のことを知っていた。知り合いというほどではないが、隣となりのクラスの子であることは、忘れていたけれど知っていた。入学当初、ハーフ──いや、クォーターと言っていたか──のすごい美人がいると話題になって、相あい川かわと一緒に見に行った記憶がある。

　こうして明るいところで正面から向き合ってみると、本当にハイレベルだった。素材からして超一級品で、きれいに化粧もしている。耳たぶでは小さなイヤリングが揺れ、腕には細い銀のブレスレット。制服はわざと着崩しているのか、シャツは第二ボタンまで外され、それでも窮きゆう屈くつそうに大きな胸の谷間が覗のぞく。裾すそは外に出して、風になびくと引き締まったくびれとおへそがちらつく。一見するとだらしのない格好だが、オシャレとして成立しているように見えるのは、そのルックスとスタイルのなせる業わざか。

「と、とにかく、落ち着いて、話し合いましょう。まずはアーツを消して、ね、ほら」

　突きつけられたビームランスを前に、光太はホールドアップし、武装を解いて見せる。ガントレットは光の粒を散らして跡形もなく消えた。

　しかし、天沢リーゼは疑いの眼差しを強めた。

「そうやって油断させておいて、隙すきを見て襲う気なのね……なんてヒレカツな！」

「それを言うなら卑劣でしょ──って、そうじゃなくて。違いますから。ホント何もしませんから。そもそも何もしてませんから」

「でも……見たのね。わたしのパンツ。しかもスカートの中に顔を突っ込んで！」

「事故です！　不可抗力です！　別に見たくて見たわけじゃありません！」

「その言い方は不愉快なのよ。やっぱり一思いにお祭りに……」

　天あま沢さわはビームランスを振りかざした。光の矛ほこが筆のようになびく。

「す、すみませんでした！」光こう太たは慌あわてて謝り直した。「あんな場所に突っ立っていた僕が悪かったです！　申し訳ありません！」

　ていうか、お祭りじゃなくて血祭りだろう──今さら思う。言葉のニュアンスが微妙に怪しいな。そう言えば、学園島に来る前までは海外で暮らしていたらしい、小さい頃ころは日本で暮らしたこともあるそうで、と相あい川かわから聞いた覚えが。

　とにかく、アーツを解いてもらわないことには、安心できない。

「こ、このお詫わびは、必ずいたしますので、どうかこの場は穏おん便びんに、お許しを」

「お詫び？　ふーん、何をしてくれるのかしらね？」

「それは……また改めてということで。今は急がないと遅刻しちゃいますよ？」

「あ、そうだったのね。あなた、名前は？」

「未み空そら光太です」

「コータ？」天沢はくすっと笑った。「昔飼っていた犬と同じ名前なのよ」

　あまり嬉うれしくもない偶然だったが、おかげで少し警戒心が解けたようだ。

「わたし、天沢リーゼ。じゃあ、コータ、前を歩くのよ。変なマネをしたらブスッていっちゃうから」

　天沢はアーツを消し、手の甲で銀ぎん髪ぱつを流す。髪の毛がきらめくように揺れる。

　光太はおとなしく前を歩いて裏庭を進んだ。天沢は距離を置いてついてくる。

「あの、天沢さん。ひとつ、お聞きしてもいいですか？」

「何かしら？」

「どういうわけで、上から落ちてきたんです？」

「え」

　天沢の目が泳いだ。

「ナ、ナンノコトカシラ？」

「いや、思いっきり落ちてきたじゃないですか、真上から。そのわけが気になって」

「それは、その……ちょっとした、乙女の微熱なのよ」

　それを言うなら秘密だろう。要するに答えたくないのか。別に無理に聞きだそうとは思わないが、いったい何をどうしたら空から降ってくるようなことになるのか。木登りでもしていたのだろうか。そんなわんぱくキャラには見えないが。

　見えないと言えば、そもそもバスターに見えなかった。バスタードの舞ぶ台たいに立つにはオシャレがすぎる。化粧やピアスはまだしも、付つけ爪づめしているし、ハイヒールローファーは戦せん闘とうには向かない。スカート丈も短すぎる。足が長いから余計にふとももが眩まぶしい。

　全体的にファッション性重視。昨日はバグを発症した生徒と交戦していたけれど、バスタードに出場するときも、この格好なのだろうか。




　校舎裏を出て表に回る。大半の生徒は登校済みのようだ。

　と、昇降口の前に一人、男子生徒が立っていた。こちらに気づくと思いつめた表情で駆け寄ってくる。何事かと足を止めた光こう太たの横を抜け、天あま沢さわの前で姿勢よく直立した。

「あ、天沢さん！　このあいだは、ごめん！」

　天沢は不思議そうに瞬まばたいた。クエスチョンマークが浮かんでいる。

「その、俺おれに悪いところがあったなら直すから、考え直してもらえないかな？　きみのことあきらめられないんだ。改めて俺と付き合ってください！」

　真下を向くほど深々と腰を折り、まっすぐ手を差し伸べた。

　突然の告白を目まの当たりにした光太は、邪じや魔ま者ものは退散しようと思い、背を向ける。しかし天沢の発した言葉を耳にして思わず振り返った。

「あなた、誰だれ？」

　身も蓋ふたもない発言である。

　わざとでも当てこすりでもなく、素すでわかっていないようだ。

「だ、誰って……せ、先週、付き合って、先週、フラれた……」

「うーん、わかんない。残念だけど、ごめんなさい」

　天沢は明るく切り捨て、何の関心も示さず、置き去りにする。

　男子生徒は呆あつ気けにとられたが、すぐさま慌あわてて追いかけ、天沢の前に回り込んだ。再び深くお辞じ儀ぎして手を差し出す。

「お願いします！　やり直すチャンスをください！」

　天沢はにべもなく、

「やだ」

「そこをなんとか！」

「やーだー」

「どうか、このとおりです！」

　男子生徒は平身低頭、とうとう土下座した。必死すぎる。

　天沢は面倒そうに唇を尖とがらせた。髪の毛をくるくるいじりながら視線をさまよわせ、その碧あおい瞳ひとみに光太を映し見ると、口元に微笑を浮かべる。

「あきらめるのね、どこかの誰かさん」

　そう言って光太の隣となりに並び、腕を絡めた。

「わたしは今、彼とお付き合いしているのよ。ねっ、ダーリン」

「……は？」

「だから、あきらめて。永久にバイバイなのね」

　最終通告。天あま沢さわは光こう太たの腕を引いて校舎に入る。光太はされるがまま、とりあえずこの場は何も言わずに合わせておいた。

　男子生徒は「うああああああ！」と悲しみの雄お叫たけびを上げ、走り去る。若じやつ干かん、目に涙を浮かべて。正門を抜けて学校から出て行ってしまう。

　天沢は腕を解き、肩をすくめた。

「ふぅ、困ったさん」

「よかったんですか？　元カレさん、あれで」

「元カレ、なのかしら。全然覚えてないのよ」

「先週付き合って先週フラれた、と言っていましたが」

「先週は四人ぐらいとデートしたから、誰だれが誰だかわからないのね。みんな別れたし」

　光太は耳を疑った。一週間で四人切り？　それっていったいどんなペースだ。一人二日と持たなかったということか。あるいは四よん股また同時交際？

　この子、あまりかかわらないほうがよさそうだ。

「そ、それじゃあ、僕はこれで」

「ちょっと待つのね」天沢はまた腕を絡めて引き寄せた。「お詫わびの話だけど、いいこと思いついたのよ。コータ、わたしのダーリンになって」

「はいぃっ!?」

「もちろん、フェイクでいいのよ」

「そ、そうですか」それならいい──わけない！「なんでそうなるんですか」

「わたしのダーリンってことにして、さっきみたいに助けてちょうだい。ああいうのしょっちゅうだから面倒なのよね」

「スケープゴートになれと？　お断りします。その手の話は鬼門なんです。それに、恋愛とかそういう問題って、赤の他人が首を突っ込んじゃいけないと思いますし」

「そんなこと言わないで。ねぇ、お願ぁい」

　天沢は猫なで声を出した。上うわ目め遣づかいに目をぱちくり。潤うるんだ碧あおい瞳ひとみからは小さな星が放たれるかのよう。光太はくらっと眩暈めまいを覚え、我知らず首を縦に振りかけていた。慌あわてて横に軌道修正する。

「そ、そんな、おねだりされても無理です」

「コータだけが頼りなのよぅ」

　天沢は体をあずけるようにしなだれかかってきた。光太は反射的に手を腰に回し、抱き支える格好になる。いい匂いが鼻び孔こうをくすぐる。触れ合う場所すべてがやわらかい。

　落ち着け、自分、惑わされるな。こんなの計算で、誰にでもやっているに違いないのだ。昨日のサイファーに対するモーションもそうだったじゃないか。

　しかし、天あま沢さわリーゼの仕草からはわざとらしさは微み塵じんも感じられず、むしろ自然体で無邪気だった。

　素すでこなしているというのか。だとしたら、なおさら恐ろしい子である。

「無理なものは無理です」光こう太たは断固拒否した。

　天沢は「そっかぁ」と残念そうにうつむき、背を向けた。

「じゃあ、コータがわたしのパンツ見たって、みんなに言いふらしちゃおうかな」

「えぇっ!?」

「スカートの中に顔を突っ込んできた変態さんだってブログに書いちゃおうかな」

「そ、そんなデタラメな！」

「事実は事実なのよ。自分の胸に聞いてみるのね」

「…………」

　確かに、そういう格好には、なっていた。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに立たされた気分。耳元でトドメのささやき。

「お詫わび、してくれるんでしょう？」

「……仰せのままに」

　光太が折れたそこに、陥落を知らせるゴングのように、チャイムが鳴った。




　　　　○




　バスタード。

　学園島を舞ぶ台たいに、武装召喚Arms React 能力Skill──アーツと呼ばれる能力を持つ生徒たちが、しのぎを削り合うバトルエンターテインメントショー。真剣勝負のバカ騒さわぎ。

　しかしそもそもの始まりは〝バグ〟と呼ばれる怪物兵器──アーツの原石が眠るこの学園島そのものを狙ねらう犯罪組織〝イリーガル〟が起こすアーツテロ──の討とう伐ばつにこそあった。過去に世界中がその脅きよう威いにさらされたこともあり、現在も対バグ・対イリーガルがバスターの存在意義であることには変わりなく、その認識は世界共通だ。

　が、そのシナリオは実のところ偽られたものである。イリーガルなる組織は実在せず、バグがアーツの突然変異エクストラの一種でバスターから生まれ出るものである事実を隠いん蔽ぺいするため、御み凪なぎグループが作ったスケープゴートにすぎない。そうした裏事情を抜きにしても、バトルや事件が見み世せ物もの化され、何かにつけて娯楽性が求められている現在、危険分子さえもエンターテインメントの一要素とみなされているのが実態だ。試合よりも事件のほうが視聴率を取れる。それだけ世間に安全安心の意識が根づき、娯楽として楽しめる余裕があるということなのだろう。

　そんなバスタード界を大いに揺るがしたのが、正体不明の仮面バスターだった。

　素顔を隠し、ランキングも関係なく、バスタードを守るため、アーツとバスターに端たんを発はつするトラブルを暴き、解決し、そして颯さつ爽そうと去る。しかし正義の味方というわけでもなく、サイファー自身、非公認でアーツを用いて違反活動していることから犯罪者扱いされており、指名手配までされている。

　愉快犯、自じ己こ顕けん示じ欲よくの塊、目立ちたがりの痛イタいやつ──そんな否定的意見もあるが、大半のバスタードファン、そして一般の視聴者は、サイファーに対して好意的だった。学園島全体を巻き込んだバグ騒そう動どう──黒くろ騎き士し事件を通じて、彼のバスターとしての信念が多くの人々の心を打ったからだと思いたいが、実際のところ、ただ単に面白いからというのが大半だろう。いずれにしろ、いまや仮面バスターは世界中の注目の的だ。それに扮ふんしているのが最下位の男ボトムナンバーだなんて誰だれも思ってもいないだろう。

　ましてや、女の子一人に振り回されているだなんて。




「……何がダーリンだよ。ただのパシリじゃないか」

　授業の合間の休み時間がくるたび、連絡先を強制交換させられた携帯端末には、天あま沢さわリーゼからのメールが届いてやまなかった。

〈ジュース買ってきて。フルーツ系の炭酸ね〉

〈お菓子食べたい。チョコ系のやつ。あとグミ系も〉

〈数学の教科書忘れた。貸して。ついでに問題解いといて〉

〈学食の場所取りお願い。奥の窓際がいいな。よろしくね〉

　使用人もいいところだ。ちょっとでも抗議したり不服そうな態度を見せると、スカートの裾すそをチラッとめくって見せ、暗に弱みを指摘してくるので、抵抗できない。

　そういうわけで、昼休み。光こう太たは一目散に学食へ出向き、従順に窓際奥のテーブル席を確保したのだった。あとから悠々とやってきた天沢とそのお友達に場所を引き渡し、用済みとなった自分はその場を立ち去る。

　友達が天沢に尋ねるのが聞こえた。

「ねぇ、あれって最下位の男ボトムナンバーでしょ？　隣となりのクラスの」

「休み時間にも来てたけど、どういう関係？」

「まさか、新しい彼氏？」

　天沢は「うーん」と少し考え、「仮の彼なのね。仮カレ」と答えた。

　友達が「なにそれぇ」「ウケるぅ」と笑い合う。その声を背にしながら光太はため息交じりに学食を離れ、購こう買ばいで昼食を買った。天沢の指示でジュースとお菓子を買わされて電子マネー代わりのバスターズポイントが減ったので、メロンパン一個で我慢。

　中庭に場所を移し、ベンチで一人、携帯端末をいじりながらパンをかじる。

　通信アプリで相あい川かわにコンタクトを取った。文章で簡単にやりとりができるコミュニケーションツールだ。御み凪なぎ学園を去って地元の公立校に通っているという彼とは、たびたび連絡を取り合っている。今も良き話し相手であり愚ぐ痴ちり相手。

〈おまえもとうとう手を出しちまったか、禁断のクォーターに〉

　端末の画面に、いきなりそんな文面が現れた。〈何の話だ？〉と返す。

〈掲示板の噂うわさ。今朝からその話で持ちきりだ。天あま沢さわリーゼの新恋人がおまえだって〉

　なるほど、そういうことか。何を書かれているのか、気にはなるけど、どうせろくなことではないだろう。最下位の男ボトムナンバーに向けられる言葉なんてだいたい想像がつく。

〈誤解だよ。まともに話したのだって今日が初めてなのに、そんな噂が立つなんて〉

〈天沢リーゼの人気はダントツだからな。バスタードとは関係ないところで。掲示板の美少女ランキングじゃあ、ダントツの学年トップだ。これまで付き合った男は数知れず、そのほとんどは一週間も持たずにフラれているという。俺おれが把は握あくしていただけでも軽く三十人は超えているな。〝男泣かせの小こ悪あく魔ま〟っていって、裏では有名だ〉

〈そこまで言われているのに、どうして群がるんだ？　いくら可愛いからって、そんな男遊びの派手な子に〉

〈ビッチってわけじゃないんだよ、あの子は。とんでもなく飽きっぽくて気分屋で、告白したらとりあえずオーケーしてくれるんだけど、そこから先に発展しないのさ。キスはおろか、まともに交際できたやつは一人もいないってよ。それでも、ちょっとのあいだでも美少女と付き合えるならオイシイって、みんなダメもとでアタックしてるってわけ〉

〈それはそれで失礼な話だな。来る者拒まずなあの子もどうかと思うけど〉

　ファッション感覚なのだろうか。

　服を試着するようにいろんな男を試している、みたいな。

〈とにかく、そういうわけだから、未み空そらもフラれても気を落とすなよ〉

〈だから違うって。だいたい最下位の男ボトムナンバーと付き合ってくれる女子がいると思うか？〉

〈それを言っちゃあ、おしまいさ〉

　お決まりの文句が返ってきて、光太はふっと自じ嘲ちようの笑みを漏らし、メロンパンの最後の一切れを口に放り込む。話のついでに天沢リーゼのバスターとしての評判を聞いてみた。

〈確か、ランキングは百五十位ぐらいだったかな。実力的には中の中ってところ。そこそこできるけど、メディアに注目されるほど目立った活かつ躍やくもしていない。まあ、今年の一年は姫ひめ殿どの一色だし、仮面バスターも出てきたからな。聞いた話だと、公式試合をこなすだけで、イベントにはいっさい参加せず、バスタードそっちのけで遊んでるそうだ〉

　同じバスターとして若じやつ干かん腹の立つ話だった。テキトーにやっているのに自分よりも強くてランキングも上のやつ。いちいち気にしていたらきりがないとわかってはいても。

「……やれやれだよ」

　昼休みも残りわずかとなったので、相あい川かわとの通信を切り上げた。校舎に戻り、メロンパンの空き袋をゴミ箱に捨て、ウォータークーラーへ向かう。

　先客がいた。背伸びをしている小さな背中。身長百五十センチ未満。相あい川かわが姫ひめ殿どのと称するクラスメイト。〝紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ〟の異名を持つ、宮みや古こ朱あか音ね。

　爪つま先さき立だちで水を飲んだ宮古は、顎あごを伝った水滴を手の甲で拭ぬぐいながら、振り向いた。光こう太たに気づくと、眉み間けんにしわを寄せて睨にらみを利かせ、横にずれて場所を譲ゆずる。不機嫌そうなのはいつものこと。それが平常なのだ、宮古の場合。

　光太は「どーも」と会釈して水を飲んだ。よく冷えていておいしい。ポイント貧乏にとってはまさに恵みの水。バスタードの勝敗や成績に応じて与えられるバスターズポイントは、この学園島での生活レベルを左右する。ランキングによる格差社会。

　メロンパンで足りない分、胃を満たしていると、宮古が後ろで説教しだした。

「あんた、色恋に現うつつを抜かしている場合？　そんな暇ひまがあるなら練習しなさいよね。だからいつまでたっても最下位なのよ」

「何か誤解されているようですが」

　光太はいったん水から口を話して異論を唱えたが、宮古は取り合わずに続ける。

「ていうか趣しゆ味み悪わる。あんな女のどこがいいんだか。ちょっと美人で、背が高くて、胸が大きくて脚が長いだけじゃないの。同い年なのに人をお子様扱いして……あのケツデカ！」

　勝手に愚ぐ痴ちって勝手に苛いら立だち、ローキックを放つ宮古。脛すねに食らった光太が犬のような悲鳴を上げて跳ねるのもおかまいなしに、鼻息を荒くして去っていく。

「あ、あのチビ姫ぇ……」

　光太はうずくまった。お説教が始まったかと思えば、いきなり沸点を超えてこれだ。あの口ぶり、天あま沢さわと個人的な因いん縁ねんでもあるのだろうか。それとも、ただの僻ひがみか──背が高い、胸が大きい、脚が長い──ビジュアル的には完全に負けている。

「僕に八つ当たりするなよな。そもそも勘違いだってのに」

　宮古も、相川が言っていた噂うわさとやらを耳にしたのだろうか。教室に戻ったらちゃんと説明しないと……でも、どう説明すれば？　ありのままを正直に話すわけにはいかない。スカートの中に顔を突っ込む格好になってパンツを見たせいでパシリにされたんです、なんて言えるはずがない。事故なんです、わざとじゃなかったんです、といくら言ったところで信じてもらえるかどうかわからないし、むしろ軽けい蔑べつされるのがオチ。下手をすれば斬きり捨てられる。

　余計な弁明は身を滅ぼす。ましてや周りに知られたら社会的に死ぬ。ここは放置するのが得策か。噂は噂、誤解は自然と解けるだろう。そう期待しよう。

「まったく、あの小こ悪あく魔まとかかわったばかりに……」




　午後の実技の授業は、試験前ということで自習時間になった。しかし生徒の大半はテストそっちのけでバスタードの自主練に向かう。宮古もその一人で、

「練習に付き合いなさい。気合入れ直してやるわ」

　と誘ってきたが、光こう太たは丁重にお断りした。サンドバッグにされるのが目に見えている。

　図書館でテスト勉強しようと思い、昇降口で靴を履はき替えていると、天あま沢さわから電話がかかってきた。嫌な予感がしたが、出ないわけにもいかない。

『コータ、今どこ？』

「下駄箱の前ですが、何か？」

『そこで待て。よしって言うまで動いちゃダメよ』

　返事をする間もなく電話は切られた。『待て』に『よし』って、もはや犬扱いだ。

　五分後、現れた天沢は、手を振りながらキラキラな笑顔で駆け寄ってきた。まるで恋人と待ち合わせをしていたかのように。

　光太は不覚にもドキッとしてしまった。

「よし！」天沢は楽しそうに告げた。「じゃあ、一緒に帰ろ」

「……どうして、わざわざ？」

「フリーでいると、いっつも言い寄られて、めんどくさいんだもん。コータが隣となりにいれば男おとこ除よけのカカシになるのよ。というわけで、寮りようまでお願いね」

　パシリの次はカカシか。まあ、もともとの目的はそこにあったわけだが。

　昇降口を出て正門に向かう。天沢の足取りは軽い。背中に羽根でも生えているかのように自由奔放。黙っていれば、天使のよう。ただ歩くだけで、すれ違う男どもを片っ端から振り向かせていた。人気トップの銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのクォーター美人が最下位の男ボトムナンバーを連れ歩いている光景はさぞかし違和感があることだろう。

「コータ、もっと近くに寄るのね。じゃないと意味ないのよ」

　言われたとおり半歩分近づいた。まだ五十センチほど開いているのを見た天沢は、自ら距離を詰めてくる。肩が触れる。銀髪が香る。上うわ目め遣づかいににっこり。その小こ悪あく魔まな笑顔には、自分に対して特別な感情を持っているのではないか、と異性に勘違いさせるには十分すぎる魅み力りよくがあった。そうではないとわかっていても胸にきゅんとくるものがある。

　力の限り目を逸そらし、学園を離れた。緩ゆるやかな坂道を下っていくあいだも、天沢は道行く男子の視線を吸い寄せる。不思議な引力を持っているかのように。そして集まった視線は隣を歩く光太に対する羨せん望ぼうとなり、嫉しつ妬ととなり、憎悪と化す。

　ただ一緒にいるだけで学校中の男子を敵に回しそうな勢いだ。

「あの、天沢さん。僕をカカシにするのは、逆に新しい恋の妨げになってしまうのではないでしょうか。人の恋路を邪じや魔まするのは心苦しいですし、天沢さんのためにも、僕は身を引いて無関係な第三者に戻るべきだと思うのですが」

「別に気にしなくていいのよ。もう、そういうのはやめにするから。疲れちゃうしね、好きでもないのに相手をするのって」

「え？　好きだから付き合うんじゃないですか？」

「わたしから告白して付き合ったことは一度もないのよ。いつも向こうから。はじめはちゃんと断ってたんだけど、次から次に何度も何度もしつこくて……いっぺん付き合って別れるほうが話が早かったのよ。それに、付き合ってみたら好きになるかもしれないでしょ？」

　光こう太たは「はぁ」と曖あい昧まいな相あい槌づちを打ち、首をひねった。

「わたしはね、恋がしたいの。運命の出会いとか、白馬の王子様みたいに、わかりやすいと助かるんだけど、なかなかそういう気持ちになれないのよね……なれなかったのよね。だからいろんな男の子と付き合ってみたけど、ちっともダメで、どうすれば恋ができるのか全然わからなくて、もう五時に夢中だったのよ」

「それを言うなら五ご里り霧む中ちゆうです」

　要するになんだ、天あま沢さわにとって、今までのお付き合いはすべて恋愛探しの一環で、恋に恋しているだけで実際に誰だれかと恋に落ちたことは一度もない、と。

「あ、でも過去形なんですね」光太は気づいた。「だったって……今は違うんですか？」

「うーん、どうかな」

　天沢はそう言って小さく笑うのだった。

　大通りを進んで住宅街に入る。人通りが減って光太は気が楽になる。

　天沢の住んでいる寮りようは、住宅街の海に近いほうにあった。ワンルームマンション。中級クラスの物件。バスターとしては平均水準だが、光太にはそれさえ雲の上に感じられる。海岸まで距離はあるが、周りに他に高い建物はなく、上の階からは海原が見渡せることだろう。

　到着すると、天沢はきょろきょろとあたりを窺うかがった。別に誰もいない。ふぅ、と何か杞き憂ゆうに終わったように小さく息を吐き、「じゃあね、コータ。バイバイ」とあっさり別れ、振り返ることなく小走りでエントランスに入り、見えなくなった。

　ただ一緒に下校しただけ。別に何か期待したわけではないが、妙な肩すかしを食らった感は否めない。こんなカカシ生活がいつまで続くのだろうと考えると、少々げんなりした。

　と、そこにメール。メイリーナから。

〈秘密基地にカムカム〉

　それだけだった。いったい何の用だろう。そもそもメールというのが珍しい。あの電脳娘の場合、頼んでもいないのに直接端末に映り込んでくることが多いのだが。

　とにかく行ってみることにした。どのみち、このあと行くつもりだった。昨日のバグの件も気になっていたし、もしかしたら、そのことで何かわかったのかもしれない。




　　　　○




　学園に戻り、敷しき地ちの外れに建つ古い時計台のエレベーターに乗って、地下へ。

　到着してドアが開くや否や、冷え切った空気が流れ込んできて、光こう太たは身を縮ちぢめた。

「さぶ！　な、なんだ、この寒さはいったい……」

　まだクーラーをつけるような時期じゃない。空調が壊こわれたのだろうか。

　無機質な廊下を進み、休きゆう憩けい室しつに向かった。寒さのせいか、かつて研究所だった地下施設をそのまま再利用しているだけあって、若じやつ干かんの薄気味悪さが漂う。

　休憩室に到着し、ドアを開けると、いっそう冷えた空気が漏れ出てきた。もはや真冬並みの寒さ。吐く息が白くなる。

　なんとなく原因に予想がつきながら、靴を脱いで部屋に上がり、「失礼します」と断って襖ふすま障しよう子じを開く。十畳ほどある畳部屋の中に先せん輩ぱいの姿。座布団の上に姿勢よく正座していた。

　御み凪なぎ学園の生徒会長にして、その出資母体である御凪グループのご令れい嬢じようにして、バスタードの前年度覇は者しや──〝絶対零度の女王〟──御凪静しず句く。あらゆる意味でこの学園島の頂点に君臨する彼女こそが、仮面バスターの発案者であり、プロデューサー兼総司令だった。

　まるでお茶会の席のような上品な佇たたずまい。同じ美人でも天あま沢さわリーゼと違って清せい楚そで大人びた魅み力りよくがある。もっとも、大人っぽく見えて子供っぽいところもあり、少々天然交じりな一面もあって、外見と内面のギャップに何度も驚かされている。

　異様に寒い点を除けば、普段と変わらない日常のワンシーンだ。しかしドライアイスが置いてあるのかと思うほど白い霧きりが漂っているのは、どう見ても平常ではない。

　やっぱり、と光太は思う。冷気の発生源が静句であるのは明白だった。絶対零度の女王のアーツ〝宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ〟のエレメントは、氷。機嫌を損ねると冷気を発するのだ。

「いらっしゃい、光太くん」静句は笑顔で出迎えた。「立ってないで座ったら？」

「は、はい」

　いつもと変わらずにこやかなのに、妙なプレッシャーを感じた。光太は恐る恐るテーブルを挟んで向かい側に正座する。「お茶、飲む？」と聞かれ、「いただきます」と緊張気味にうなずいた。

　静句はポットから急きゆう須すにお湯を注ぐ。そして湯ゆ呑のみにお茶を入れる。部屋との温度差で湯気が立つ。ちょうど温かいものが欲しかったところで、ありがたく思ったのだが、手渡されたときには湯呑は氷のように冷たく、一口すすったお茶はキンキンに冷えていた。思わずぶるるっと体が震ふるえ上がる。

　いったい何故こんなことに？　矛ほこ先さきが自分に向けられているらしいことはなんとなくわかるのだが、心当たりがない。メイリーナはどこにいるのか。いつも無む駄だにテンション高くて鬱うつ陶とうしいぐらいまとわりついてくるのに、こういうときに限って姿が見当たらない。

　静句は指で亜あ麻ま色いろの髪を耳の横になでつけ、おもむろに口火を切った。

「光太くん、ちょっといい？」

「は、はい。なんでしょう？」

「今が大事なときだというのは、わかっているかしら？」

「大事なとき……中間テストですか？」

「違います」

　と、静しず句くは若じやつ干かんダークな笑顔で切り捨てた。

「仮面バスターのことに決まっているでしょう。黒くろ騎き士し事件では大だい活かつ躍やくしたものの、それも落ち着いた今となっては、メディアでの露ろ出しゆつが激減しているわ。エンターテインメントの賞味期限は短いの。油断していたら、あっという間に過去の遺物よ。だからこそ積極的に、コンスタントに話題を振りまきたいところだけど、中間試験が心配だからって光こう太たくんが言うから、テストが終わるまでなるべく控えることにしたのに……」

　そこで言葉を切り、光太の顔をちらりと見て、小さく吐息を漏らす。

「なのに、女の子と遊び惚ほうけているとは、どういうことなの？」

「……え？」

「どういうことなのかな？」

　にこやかに質問が繰り返されると共に、白い霧きりが床を這はうように吹き渡った。

　凍えながら状況を悟る。おそらくは宮みや古このときと同じ。原因はあの小こ悪あく魔まに違いない。まさかここにまで波紋を呼ぶとは。

「ち、違いますよ、先せん輩ぱい。誤解です」

「別に無理して隠さなくてもいいのよ。学校中の噂うわさになっているぐらいだもの。相手の名前は確か、天あま沢さわリーゼさんだったかしら？　あの子、昨日の夜、助けた子よね。もともと知り合いだったのかしら。全然知らなかった……帰りもぴったり寄り添って、仲がよろしいのね」

「…………」見られていたのか。

「恋愛は自由だけど、仮面バスターとしての自覚は、ちゃんと持ってもらいたいな。一緒にバスタードを守るって言ってくれたのは──あれは、嘘うそじゃないよね？」

　寂しげにうつむく静句。目も合わせてくれない。光太は心臓に風かざ穴あなを開けられたかのように肝を冷やした。想像以上にまずい状況に陥っている。それも根本的なところで。

「あ、あの子は違うんです！　付き合っているとかじゃなくて！」

「え？　ちゃんと付き合ってもいない子と……？」

「いやいや、そういうことでもなくて！　違うんですよ！　どんな噂が流れているのか知りませんけど、それは今日一日で勝手無責任に広まったもので、ぜんぶ何もかも根こそぎに違うんです！　僕の話を聞いてください！　一から十まで包み隠さず説明しますから！」

　もはや何を誤ご魔ま化かしている場合でもなく、洗いざらいすべて話した。空から降ってきた天沢リーゼと激突した結果、スカートの中に顔を突っ込んでしまって、そのお詫わびに男おとこ除よけのカカシ役をさせられているのだ、と。

　話を聞いた静句は、ゆったりとお茶をすすった。冷気は少しやわらいだ。

「……なるほど、そういうことだったの。ごめんなさい、勘違いしていたみたいで」

「わかっていただけてよかったです」

「でも光こう太たくんも不注意よ。逃げるなり避よけるなりできなかったの？」

「そ、それは……」

　下着に目がいったせいで逃げ遅れた、とは言えない。

「下着に目がいったせいで逃げ遅れた、なんてことはないよね？」

「も、もちろんですよ。あのときは遅刻しそうで急いでいたので、それで気づかなくて」

「そう……とにかく、仮面バスターの活動には影えい響きようなさそうで、ホッとしたわ」

　心配されていたのは未み空そら光太ではなくサイファーのほうらしい。まあ当然か。

「だけど、弱みに付け込んで人を巻き込むなんて、感心しないわね、その子」かつて人を仮面バスターに巻き込んだ張本人は言った。「何か対策を取りましょうか？」

「い、いえ、それには及びません。こんなことで動かないほうがいいですよ。僕と先せん輩ぱい、学校では無関係で通していますし」

　未空光太と御み凪なぎ静しず句く──最下位の男ボトムナンバーと絶ぜつ対たい零れい度どの女王は、傍はたから見たら絶対的に関係性のない二人だ。仮面バスターの秘密を守る上でそれは大きな意味をなす。天あま沢さわリーゼの周辺が噂うわさになりやすいのは今日一日で嫌というほど証明されたので、どんな形であれ、静句が絡んでくるのは望ましくない。

「それより、昨日のバグのことは、何かわかりましたか？」

「ああ、うん。システムに異常はなかったし、病院に運ばれた生徒は適合不全を起こしていたから、バグ化したのは間違いないわ。姿が確認できなかったのは不思議だけれど、今は向こうが動くのを待つしかないわね」

「そうですか。明日から試験ですし、何事もなければいいんですけど」

「そうね」静句は微笑ほほえむ。ようやくいつもの温かみが戻った。「光太くん、夕食、食べていくでしょう？　勘違いしちゃったお詫わびに、食べたいもの、リクエストしていいよ」

「それじゃあ、何か体の温まるものをお願いします」

　この部屋に入ってから、すっかり冷えてしまっていた。




　それから夜まで二人で自習した。途中から静句は自分の勉強を切り上げて、光太の勉強を見てくれた。伊だ達てメガネをかけ、家庭教師風に。なんでも形から入りたがる人なのだ。

「先輩、できました」

「どれどれ、見せてごらん」

　隣となりに並んだ静句は、髪が垂れないよう押さえてノートを覗のぞき込む。

「あ、ここ間違ってる。これはね、こっちの公式に当てはめて……」

　顔が近い。肩が触れる。メガネの横顔も、いい。

　黙って見ていると、視線を感じたのか、静しず句くが「うん？」と振り向いた。
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「……光こう太たくん、ちゃんと聞いてる？」

「は、はい。聞いてます」

「じゃあ、どうしてノートじゃなくて、私を見ているの？」

「えっ、そ、それは」

「メガネ、変かしら」

「いえいえ、そんなことないですよ。似合ってます、すごく」

「そう？　実は最近ちょっと視力が落ちてきちゃってね。お母さんも目が悪かったから、遺伝もあるのかな。これは伊だ達てだし、今はまだ度がなくても平気だけど、そのうちメガネが欠かせなくなっちゃうかも……って話を逸そらさないのっ」

「そ、逸らしてませんよ。先せん輩ぱいが自分から逸れていったんじゃないですか」

　静句はそうだったかしらと思案し、少しバツの悪そうな顔をした。

「……と、とにかく勉強に集中しなさい。はい、この問題だけやり直し」

　解答にペケをつけてノートを滑らせ、取り繕つくろうようにメガネのふちを押し上げる。

　光太は苦笑を堪こらえ、真面目に問題に取り組んだ。

　教えてもらったとおりにやると、すぐに解けた。

「はい、よくできました」静句が赤ペンで花丸をつける。「これで数学は大丈夫ね。ちょうど切りもいいし、ごはんにしましょうか」

　そう言って携帯端末でメイドのアンジュに連絡を取った。

　光こう太たは大きく伸びをして手洗いに立つ。静しず句くのマンツーマン指導は、距離が近すぎて雑念が湧いてしまい、学力以上に忍耐力を鍛きたえられた気分だ。

　休きゆう憩けい室しつに戻ってくると、夕食の準備が整っていた。テーブルには熱々のクリームシチューとカルパッチョのサラダ。その上に、メイリーナが浮いていた。

「ららら、ラブ・オートマチック♪　目が合った瞬しゆん間かん、ふたり魔法にかかったの。そう、運命の方程式、解いてみて♪　ららら、ラブ・エレクトリック♪　手が触れた瞬間、からだに電気走ったの。ノー、恋の電気分解、お断り♪」

　空中で、聞いたこともない歌を歌って踊る桃色髪のツインテール。中等部の制服姿。袖そではぶかぶか。宙でステップを刻むたび、スカートが軽やかに弾む。全身が微かすかに透けていて実体感がない。まるでゴーストのようだが、それにしては活いきが良すぎる。

「るらら、るらら、る～らら～♪」

　実に楽しそうだ。

　光太は「おい、メイリーナ」と半透明な姿を見上げた。

「おまえ、今日ずっとどこにいたんだよ」

「ん？　モニタールームでお仕事していたなりよ」

「どうせ雲隠れしてたんだろ」不機嫌な先せん輩ぱいを恐れて。

「まあまあ、終わったことをとやかく言うでない。それに」メイリーナはふわりと隣となりに降りてきて、小声で言った。「そのあと、二人きりの邪じや魔ましないであげたでしょ？」

　にしししし、と悪戯いたずらっぽく笑うゴースト娘。

　プラマイゼロってことにしておくか。光太は文句を引っ込め、静句の反対の席に着く。料理を作ってくれたメイドのアンジュの姿はどこにもない。相変わらずのツチノコレベル。光太はいまだに会ったことがなかった。当初は探して回ったりもしたが、その尻尾しつぽすらつかめず、最近ではもうあきらめている。そのうち会うこともあるだろう。

　静句と二人で「いただきます」を唱え、料理を食した。絶品だ。メイリーナは食事を取れないし取る必要もない充電タイプだが、いつも同席してしゃべり倒している。天あま沢さわリーゼとの根も葉もない噂うわさを静句に教えたそもそもの張本人はメイリーナだったようだ。悪戯心もほどほどにしてほしいものである。

「あの子の名前、掲示板によく出ているなりよ。今まで大勢に告白されて、そのほとんどと付き合って、挙あげ句くに全員フッてるんだってさ。裏での通り名は、男泣かせの小悪魔」

　確か、相あい川かわも言っていたな。光太はカルパッチョを口に運んでうなずく。

「ろくでもない異名だけど、一年生の人気ランキング一位。二位は姫っち。この二人がツートップだね。総合ランキングは静句がぶっちぎりだけどさ」

「もうバスタードは引退したのに」静しず句くは謙けん遜そんする。

「ちなみに、アナザー部門では、サイファーが堂々の一位なりよ。光こう太たの名前はかすってもいないけどね、ぷぷぷっ」

「おまえは余計な情報ばかり仕入れてくるな」光太は軽く睨にらんだ。「そんな下世話な掲示板ばかり覗のぞいてないで、もっと役に立ちそうなところをマークしろよ」

「もちろん、他にもちゃんとチェックしてるよん。秘密基地のメインコンピュータとリンクして現在進行形で並列作業中なり。ちなみに今週のアクセスランキング上位のスレは、【校内人気ランキング】、【キング＆クイーンマッチの優勝予想】【続出、ＵＦＯ目もく撃げき談だん】、【学食メニュー総選挙】などなど」

　どれもこれも、ろくでもない。天あま沢さわリーゼとの根も葉もない噂うわさが面白おかしく書き込まれるような掲示板だ。無理もないか。

　光太はやれやれと思いながら、クリームシチューに舌した鼓つづみを打った。




「それでは、第一回〝仮面バスター・プロデュース企画会議〟を始めます！」

　唐突だった。

　食休みをしていたところ、急に静句が立ち上がって宣言した。いつの間にかはおっていた白衣をひるがえして。

「お題は、決め台詞ぜりふと決めポーズよ」

「にゃるほど！」

　ノリ良く合いの手を入れたメイリーナは、デジタル早着替えで、一いつ瞬しゆんにしてネコミミと尻尾しつぽを生やした。

「ヒーローには欠かせない要素だにゃ。キャラ立てにもにゃるし」

「いや、別に必要ないかと」光太は何とか阻止したい思いだ。「今のままで十分、キャラは立っていると言いますか、あれ以上痛イタい思いはしたくないと言いますか」

「まず、登場したときの名乗りと、決めポーズ。これは何度もメディアで報じられた影えい響きようもあって、定着しつつあるわね」

　俺おれの名はサイファー。取るに足らない者だ。

　港倉庫でデビューした際、マントをひるがえして名乗ったシーンだ。テレビで仮面バスターが取り上げられる際、必ずと言っていいほどあの映像が使われている。

「ただ、できれば、その前にもうワンフレーズ欲しいところね。あとは戦う前に一言と、倒したあとに決め台詞、それと去り際にもかっこいいことを言い残したいわね」

「にゃはは、欲張るねぇ、静句。うちとしては、テーマ曲とか作ったらいいと思うにゃ。そんで活かつ躍やくシーンをネットにアップするにゃ」

「それ、いいかもね。いっそプロモーションビデオでも作っちゃいましょうか」

「にゃんと！　それはナイスなアイデアだにゃん！」

　どんどん盛り上がっていく静しず句くとメイリーナ。

　誰だれかこの二人を止めてくれ──光こう太たが祈るように頭を抱えた、そのときだ。

　秘密基地内に、突如、テクノチューンのきいたポップな音楽が流れだした。メイリーナが曲に合わせて歌って踊りだす。

「おい、なんだこれは」光太は唖あ然ぜんとして問う。

「あ、言ってにゃかったっけ？」と踊りながらメイリーナ。「警報の代わりにうちの自作曲を使うことにしたんだにゃん。趣しゆ味み、シンガーソングライター、にゃんちって！」

　よく聞くと、流れているのは夕食前にメイリーナが口ずさんでいた歌だった。

　ららら、ラブ・オートマチック♪

　ららら、ラブ・エレクトリック♪

　アップテンポなリズムに乗って、サビのフレーズが鼓こ膜まくを刺激する。

　しかし警報代わりということは、それが知らせるのは、明るいダンスナンバーとは相あい反はんした緊急事態ということ──マイナの反応が感知されたのだ。

　つまりはバグの出現。もしくはそれに準じた力の行使。

　この秘密基地のメインコンピュータを核とし、メイリーナの《電脳妖精バーチヤリオン》としてのスペックを合わせることで実現したレーダーシステム。その名もメイレーダー。秘密基地の上にそびえる時計台を電波塔として代だい替たいさせ、特殊な電磁波を発信して、バグやマイナの反応はもちろん、プラナも感知できるという。

　メイリーナというエクストラアーツの存在があってこそ成立するものだ。表立ってはそうしたシステムは確立されていないため、誰よりも早く異常に気づき、動くことができる。

「光太くん、メイリーナ、仮面バスター出しゆつ撃げきよ！」

　静句が明後日あさつての方向を指差し、高らかに告げた。

　メイリーナは「らじゃーだにゃん！」と敬礼してサイバーダイブ。

　光太も「はい！」と機敏に応じ、休きゆう憩けい室しつを出て変身ルーム──更衣室へ。そのあいだも秘密基地には警報代わりのポップでキュートなメイリーナの自作曲が流れていた。

　シルエットスーツに身を通しながら、苦言を呈ていさずにはいられない。

「この状況でこの選曲、ミスマッチもはなはだしいな」




　　　　○




『呼ばれて飛び出てにゃにゃにゃにゃーん！　あなたのお側に《電脳妖精バーチヤリオン》、オペナビ担当メイリーナ、ただいま参上だにゃん！』

　バイザー右に開いたワイプに顔を出したメイリーナは、猫娘の格好のままだった。

「そのキャラで通す気か？」

『たまには趣しゆ向こうを変えてみるにゃん。期間限定サービスだにゃっ』

「……勝手にしろ」

　変身（着替え）をすませた光こう太たは、秘密基地の廊下で静しず句くと合流した。

　バイザーの左にはマップ。メイレーダーに反応があるのは、人工河川の河か川せん敷しき。直線距離は五キロ程度だが、住宅街を抜けていくとなれば、車を走らせても十分以上かかる。

　しかし、その問題はすでに解決済みだ。昨日の夜、同じようにマイナの反応をキャッチして海岸公園へ出動する際、静句から「こんなこともあろうかと！」と告げられた。「アンジュに頼んで、地下通路とつながっている出入り口をいくつか復旧してもらったの。これからは誰だれにも邪じや魔まされず、現場に急行できるわ」とのことだった。

　学園島の地下に張り巡らされた秘密の通路。それを使うことで、仮面バスターはまさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつとなった。

　サイファーとなった光太は、プラナを練る。全身がほのかに青く発光し、ビリビリと電流がほとばしる。アーツを召しよう喚かんせずしてエレメントの力を発揮──黒くろ騎き士し事件後、特訓を重ねたことで、最近ようやくできるようになった。

　静句が笑顔で見送る。

「いってらっしゃい、光太くん──いえ、サイファー。気をつけてね」

「はい、行ってきます」

『仮面バスター、出しゆつ撃げきにゃ！』

〝稲妻駆動プラズマドライブ〟発動。青い残像を引き、雷光のごとく地下通路を駆ける。

　雷電のエレメントを体内に蓄電、開放し、肉体を細胞レベルで超活性化──一時的に超運動と超感覚を呼ぶブーストスキル。体力的にもプラナ的にも消しよう耗もうが激しいのが難点だが、バグの出現は時間との勝負。一分一秒が命運を分けることもある。

　出発から二十秒とかからず人工河川に到着、地上に出た。橋の下、壁の一部がスライド式の隠し扉になっていた。ほとんど音もなく作動し、元通りになる。

　静かだ。昨日の海岸公園もそうだったが、試験前だからか、出歩く生徒の姿はない。

　川の音と、水の匂いに交じり、若じやつ干かんマイナの不快な感覚が漂っていた──近い。そう遠くないところにいるようだ。騒さわぎになっている様子はない。

「メイリーナ、マイナの反応は？　昨日のやつと同じか？　それとも──」

『ちょっと待つにゃ。今、チェックするなり──じゃなくて、チェックするにゃん』

「言いにくいならやめろよ、それ。〝なり〟も〝にゃん〟もたいして変わらないだろ」

『マイナの反応、キャッチだにゃん！』

　どうやら貫くつもりらしい。メイレーダーがマイナの反応を捉とらえ、バイザー左のマップに黄色のマーカーが灯ともった。

『左、距離七十。この反応、昨日のやつと同じだにゃ。今度こそ逃がさないにゃ』

　猫語がいちいち耳に違和感を残すが、気にしてもいられない。

　光こう太たは河か川せん敷しきを走る。

　すぐに人影が見えてきた。男子生徒が一名。特に何をしているわけでもなく、ただ突っ立っている。それが逆に不ふ審しんだ。

　さらに近づいて、その顔を見て、意表をつかれた。

　知っている顔だった。記憶をたどって、すぐに思い至る。

　今朝、天あま沢さわリーゼに告白し、フラれて泣いて走り去った、あの男子生徒だ。

『あり？』メイリーナが戸惑いの声を上げる。『マイナの反応……この生徒から？』

「どういうことだ？　昨日と同じ反応のはずだろ？」

『どういうことって言われても、うちにもどういうことなのか……』

　この状況は、変だ──おかしい。

　バグは、バスターのアーツがマイナに毒され、暴走したもの。アーツが千せん差さ万ばん別べつならバグも千差万別。昨日と同じ反応が別の生徒からするというのは、普通に考えると、ありえないことなのだ。

　いったい何がどうなっているのか、考えている時間はなかった。

　男子生徒がアーツを召しよう喚かんしたのだ。黒くろ鉄がね色いろの重火器。二メートル以上ある砲身。アーツが別物であることは、見ればわかる。しかし反応は同じ──砲筒の先端に集っていく、黒く穢けがれたプラナ、その感覚が昨日対たい峙じしたものと同じであることを、光太も肌で感じ取る。

　そして、それ以上に違和感を覚えたのは、相手の表情だった。

　無表情。無感情。意志と呼べるものは見て取れない。だが、それでも、男子生徒はこちらに対して攻こう撃げきを仕掛けてくる。言葉もなく、迷いもなく、思考すらないままに引き金を引く。

　砲身から放たれたのは粒子砲──ビームバズーカ。

　光太は慌あわてて横に跳とび退のいた。

　エナジーの塊は川面に突き刺さり、大きな破裂音と共に爆はぜ、巨大な水柱が立った。一面に細かな水しぶきが降り注ぐ。

「問答無用かよ」

　光太はオービタル・ガントレットを呼んだ。

　とにかく、まず目の前の相手を倒すことだ。

　相手を黙らせないことには、事態を精査することもできない。

『光太、スペシャルで一気に決めるにゃ！　正面からぶち抜いてやれ！』

　言われるまでもなく、すでにガントレットは必殺モードに変形していた。トランスフォームと同時にプラナをチャージ。エナジーハンドが回転する。

　一方、相手の砲筒にも、穢れたプラナが集束していく。

　小細工無用。男子生徒は引き金を絞り、光こう太たは右腕を振り抜く。

『いっけぇーっ、必殺〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟！』

　放たれた青い弾丸は、ビームバズーカを貫いた。

　光が爆はぜ、粒子光が霧きりのように漂う。

　風に散らされたあとには、うつ伏せに倒れ伏す男子生徒の姿があった。

「ふぅ、とりあえず、落ち着いたか？　マイナの気配は消えないけど……おまえのレーダーではどうだ？」

『…………』

「おい、メイリーナ」

『あ、うん……それが、また反応が分かれてるんだけど』

「バグ化したっていうのか？　でも何も見当たらないぞ」

　マーカーは赤色に変化している。光太は警戒して周囲を見渡すが、微かすかに気配はしているのにバグらしきものは目につかない。これでは昨日と同じだ。

「おいおい、どうなってるんだよ。まったくの別人から同一の反応があったかと思えば、バグの気配はするのに影も形もないって」

『うちにもさっぱり……あっ、反応ロスト！』

　マップからマーカーが消える。同時にマイナの気配も遠ざかった。

　まただ。これも昨日と同じ。

「まるで幽ゆう霊れいだな」

『バグの幽霊？　そんなの聞いたことないなり』

「おまえが言うなよ」似たようなものだろうに。

『可能性は無きにしも非あらずね』と静しず句くから通信が入った。『エクストラ・ゴーストがあるのだから、ゴースト的なバグが存在しても不思議ではないわ』

　メイリーナはワイプの中で『うーん』と首をかしげる。ネコミミが揺れていたが、キャラ設定はすっかり忘れているようだ。

　と、そこにピピピッと電子音。マップに青いマーカーが複数、点灯。こちらに向かって移動してくる。

「風紀委員会か？」

　先ほどのビームバズーカの爆発を聞きつけた誰だれかが通報したのかもしれない。まだわからないことだらけだが、これ以上この場にとどまっていてもしかたがない。退散する。気絶した男子生徒は、風紀に任せておけば大丈夫だろう。

　来たときと同じ隠し扉の中に入る際、ふと河か川せん敷しきを振り返ると、数人の白服姿が土手を降りて男子生徒に駆け寄っていく姿が遠目に見えた。その中に、銀ぎん縁ぶちメガネをかけた長身の美男子の姿を見た光太は、あたふたと首を引っ込め、地下に降りる。

　地下通路を歩いて戻りながら、そう言えば、と気づいたことがひとつ。

　昨日と今日の男子二人、どちらも天あま沢さわリーゼに告白し、フラれている。妙な偶然──共通点があったものだ。しかし今日は天沢リーゼとの噂うわさで静しず句くが不機嫌になったこともあり、その名を出すのは憚はばかられ、気にはなったものの口にするには至らなかった。







　　　　　第二話　　小悪魔と吸血鬼







　三日間にわたる中間試験が始まった。バグの行方ゆくえはわからず、そもそも存在すら確認できていないため、表おもて沙ざ汰たにはなっていない。しかし風紀委員会はおそらく、男子生徒が適合不全に陥った事実や、仮面バスターが現れた話を天あま沢さわリーゼから聞いて、バグの懸け念ねんを抱いてはいるだろう。確証がないから公表できずにいるだけで。

　その代わり、世間では別の騒そう動どうが持ち上がった。

『通とおり魔ま事件です。被害者の首には、何かに噛かまれたような傷が残っていました。治ち療りように当たった医師の話では、怪け我がはたいしたことなく、他に外傷もなく、貧血のような症状を起こしていたそうです。まるで吸血鬼のような犯行。犯人の目的は何なのでしょうか』

　吸血鬼事件──何のひねりもなく名づけられたその通り魔事件は、最初に二件立て続けに起こり、試験一日目の夜にはトップニュースとなった。被害者はいずれも能力科の生徒。首に二本の牙きばが刺さったような傷を負い、貧血に似た症状を起こして倒れていたという。ただ、どちらの被害者も襲おそわれたという認識はなく、急に気が遠くなって意識を失ったそうで、犯人の姿を見てもいないという。

　試験二日目の朝には、三件目が報じられた。公表はされなかったが、二人目の犠ぎ牲せい者しやが出た際、現場付近を撮さつ影えいした防犯カメラの映像に怪しい生徒の姿が映っており、風紀委員会が朝になって事情聴取に向かったが、しかしその生徒こそが三人目の被害者として発見されたのだという。そして、首にはやはり、カミツキのあと。

　正体不明の吸血鬼の影に、学園島は戦せん々せん恐きよう々きようかというとそうでもなく、不気味な空気に当てられながらも、黒くろ騎き士し事件以来の大きな事件の匂いに、無責任な高揚感が広まっていた。事件さえ娯楽に昇華する──あるいは堕落させるのが、この島の暗黙の了解。

『それともうひとつ、うちが仕入れた情報によると、被害者が気を失ったのは貧血じゃなくてプラナの枯こ渇かつのせいみたいなり。実際、検査では血液量に異常はなかったらしいから、吸われたのは血じゃなくてプラナのほうだったなりよ』

　試験二日目を終えたあと、秘密基地で吸血鬼事件について話し合った。

「このタイミングからして、例の未確認バグが絡んでいると見て間違いない、か？」

　光こう太たが聞くと、メイリーナはモニター内から『たぶんね』と同意した。

『調べ直してみたら、海岸公園の発症者と河か川せん敷しきで戦った生徒の二人からも、カミツキのあとが見つかっていたみたいなり。メディアは気づいていないけど、風紀は関連性を調べているみたいだね。でも目もく撃げき証言が皆無だから、バグの存在を確証するには至ってない』

「バグの仕し業わざとしては、ちょっと妙でもあるしね」

　静しず句くが白衣をはおった姿で腕を組む。

「プラナを吸うだけでアーツまで食らいはしない。目撃証言もひとつもない。姿形が見えないのでは対応のしようもないわ。今のところ、パトロールぐらいしか打つ手がないわね」

『だけど、立て続けに被害が出ちゃって、風紀委員会は目ぇギラギラ、見回りを強化しているなり。下手に動いたらこっちが危険なりよ』

「そうね……もう少し様子を見ましょうか」

　そうして、動くに動けない状況の中、夕食時に流れたバスタードＴＶのニュースでは、四人目（実際は六人目）の被害者が出たと報じられた。ニューススタジオでは、今回の吸血鬼事件がイリーガルによる新手のアーツテロではないか、という声も飛び交っていた。

　イリーガル──バグがバスターから生まれる突然変異エクストラの一種であることを隠すために作られた架空組織スケープゴート。実際には存在しないそれは、表向きにはバスタードの悪役ヒールとして定着し、正義と悪の戦いというハリボテの構図が、実体のないまま広まっている。しかし、そのハリボテがなくなれば、バスタードは立ち行かなくなるだろう。

　御み凪なぎグループは自己の利益のために世界を騙だまし、バスタードを続けている。光太たちもそれに加担している格好になってしまっているが、それでいいとは思っていない。

　チーム〝マスクド・バスター〟の目的は、バグをなくすことにある。静句は個人的にバグについて研究し、それを抑止する方法を探しているが、順調とは言えないようだ。アーツの研究はブラックボックスとの戦い。いまだその半分も解明されていないというのだから、バグの研究ともなればなおさらである。

「ちなみに先せん輩ぱい、バグそのものについては、どこまでわかっているんですか？　御み凪なぎグループのほうでも研究はしているんでしょう？」

「わからないことだらけ、というのが正直なところね」

　静しず句くは申し訳なさそうに首を振った。

「バグの研究はほとんど成果が得られていなくて、グループは年々予算を減らしているの。だからこそ、私たちは独自に研究を始めたわけだけど、それもまだまだ」

『まあでも、研究の甲か斐いあって仮面バスターが誕生したわけだから、ひとつ成果はあったなりよ。この勢いで仮面バスター二号、三号って増やしちゃう？』

「あ、それはいいかもしれないわね」静句は真顔でうなずいた。「ただ効率がね……エクストラのポーションひとつ作るだけで、一年以上かかっちゃうし」

「あの、二人とも、話が逸それている気が……」

　光こう太たは歯止めをかけようとわざと咳せきをした。

「とにかく、僕らがやるしかないってことですよね」

「そうね」静句は微笑ほほえむ。その笑顔は綿菓子のように甘くやわらかい。「でもその前に、光太くんは試験をがんばろうね。補習で仮面バスターが出動できない、なんてことにならないように。私が勉強を見てあげた以上、恥ずかしい点は取ってほしくないな」

「……はい。がんばります」

『平均点以下だったら罰ゲームなり！』メイリーナが余計なことを。

「そうね。罰ゲーム、何がいいかしら」静句は悪戯いたずらに笑って考える。

「いや、先輩。乗らないでくださいよ」光太は笑みを引きつらせた。




　そして試験最終日が終わった。午前中で学校はおしまい。

　ホームルームのあと、光太は学食に行き、窓際の席を確保した。例によって天あま沢さわリーゼからメールで指令があったのだ。昨日も一昨日おとといもパシリとカカシ役は継続中。天沢が昼食をすませるのを待ってマンション前まで一緒に下校する、という流れだ。

　学食が混み合ってきた頃ころ、天沢は重役出勤してきた。今日は一人だった。相変わらず、すれ違う男子をことごとく振り向かせている。

　光太はいつものように席を譲ゆずり、いったん退散しようとしたのだが、

「コータもここで食べてって。一人だと、ゆっくり食べられないから」

　と、相席を命じられた。

　確かに、天沢が一人になったら、狼おおかみの群れの中の羊のごとく、すぐさま誰だれかに言い寄られるだろう。すでにその機会を窺うかがう気配がそこかしこに漂っている。同時に、光こう太たに対しては殺気交じりの視線の矢が、四方八方から突き刺さってくる。

　なんでおまえごときが彼女と一緒にいるんだ、と言いたげに。

　天あま沢さわリーゼと最下位の男ボトムナンバーの交際の噂うわさはまだ消えていないらしかった。相あい川かわに聞いたところによると、未み空そら光太が天沢リーゼの弱みを握って振り回しているのではないか、といった憶おく測そくが広まり、悪者扱いされているらしい。実際は逆なのに。

　天沢はカニクリームコロッケのＢ定食、光太は安上がりなきつねうどんを食べる。

「今日は、友達は一緒じゃないんですか？」

「みんな先に帰ったのね。わたしはこのあと、バスタードに出なきゃだから。めんどくさいけど、ノルマをこなさないと余計にめんどうなことになるのよ」

「そうですか。がんばってください」社交辞令を述べ、うどんをすする。

「コータもついてくるのよ。おうちに帰るまでがナントカって言うでしょ？」

「……僕のこのビミョーな役目は、いつまで続くのでしょうか？」

「うーん、わたしが恋を見つけるまで、かな？」

　それはいつまでかかるのだろう──光太は小さくため息をつく。恋なんて、しようと思ってできるものなのだろうか。その辺に落ちているわけじゃあるまいし。

「……見つかりそうですか？　恋」

　天沢は箸はしを止め、宙を見つめて「んー」とぼんやり考える。しばらくして「ふふ」とにやけたかと思うと「乙女の微熱なのよー」といつかと同じく間違えて言って、食事に戻る。

　何やら思わせぶりな反応である。もしかして当てでもあるのだろうか。恋の当て、というのもおかしな言い回しだけど。




　学食を出たあと、天沢は手洗いに向かった。光太は「校門の前で待ってます」と言って先に校舎を離れた。

　声をかけられたのは、正門の前に着いてすぐのこと。

「お、おまえ、最下位の男ボトムナンバーだな？」

「はい？」

　振り向くと目の前に拳こぶしがあった。

　鼻に衝しよう撃げきが走り、光太は尻しり餅もちをつく。鼻口から血が垂れるのを感じたが、痛みより驚きのほうが強く、ぽかんと相手を見上げた。

　ぽっちゃり体型の少年が立っている。右の拳を指が白くなるほど強く握り締め、微かすかに震ふるわせていた。奮ふるい立っているようでもあり、びくびく怯おびえているようにも見える。

　殴られたのだ、と光太はようやく理解が追いつくが、今度は怒りよりも疑問のほうが強くて戸惑った。

「……え？　何？」

「ゆ、許さないぞ！」肉付きのいい少年は声を震ふるわせる。頬ほおの肉も一緒に揺れた。「おまえみたいな悪いやつは、ボボボボクが成せい敗ばいしてやる！」

　振り上げた右手にアーツが召しよう喚かんされる。尖とがった鋲びようのついた八角の金かな砕さい棒ぼう。鬼の金棒のようなそれを、目をつぶって力いっぱい振り下ろす。

　光こう太たは尻しり餅もちをついたまま手足をジタバタさせ、慌あわてて後ろに下がった。金砕棒は股またのあいだに振り下ろされ、歩道を砕く。

「な、なんですか、いきなり！」

「うわあああああああああっ！」

　会話が成立しない。少年はデタラメにアーツを振り回した。半分はその重さに振り回されていた。通りかかった生徒たちが何事かと驚き、遠巻きに見る。

　光太は逃げた。歩道を外れ、茂みを跳び越えて裏庭のほうへ。

　少年が追ってくるが、そんなに足は速くない。近道を使って逃げ切ろうと思うが、しかし後ろを気にした拍子に木の根に足を引っかけ、転倒してしまう。

　その間に追いつかれてしまった。五十メートルと移動していないが、少年は息も切れ切れで汗だく。足がもつれて転びそうになりながら、アーツの金砕棒を振り下ろす。

「──ッ！」

　光太は無様だろうがなんだろうが必死に横転して避よけた。

　金砕棒は地面を叩たたき、重みで土にめり込む。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　わけがわかりませんって！」

「ぜぇ、ぜぇ、ぜぇ……最下位の男ボトムナンバーのくせに、リーゼちゃんと……」

「リーゼ？」

　なるほど。瞬しゆん時じに事情を察した。これもまた噂うわさが招いた誤解の結果なのだろう。

　とにかく自分の身を守らなくては。スタミナ面では勝っていそうだし、ここを凌しのげば振り切れるだろう──そう思い、左腕のアーツを召喚しようとしたそのとき、不意に一陣の風が吹き渡った。頭上を影がよぎった次の瞬間、

「こーらぁぁぁーっ！」

　天あま沢さわリーゼが、降ってきた。

　ぽっちゃりした少年に、ヒップアタック──否、墜つい落らく。

　下した敷じきにされた少年は「ふぎゃっ」と顔面から地面に突つっ伏ぷす。

　天沢は「いたたたた」とお尻をさすった。

「コータ、大丈夫だった？」

「あ……はい」

　ていうか、どこから現れた。

　光こう太たは上を見た。生おい茂しげった枝葉の向こうに青空が覗のぞく。

「リ、リーゼちゃん」ぽっちゃりした少年が呻うめいた。「ど、どぼじて」

「それはこっちの台詞せりふなのよ」天あま沢さわは遠えん慮りよなく少年の背中を踏ふみ、立ち上がった。「どうしてコータをいじめるのよ？」

「ボ、ボクは、リーゼちゃんのために……こいつに脅おどされてるんでしょ？　だから」

「いったい何の話？　チチンプイプイなのね」

　おそらくチンプンカンプンと間違えたのだろう天沢は、

「ていうか、あなた誰だれ？」

　と、身も蓋ふたもない一言を放った。

「ボ、ボクは」

「あ、別に答えなくていいのよ。悪いことする人の名前なんて聞きたくもないのね。もうこんなことしないで。二度とわたしたちの前に現れないで。次また何かしたら、風紀委員会に通報するのよ。わかった？」

「わ、わかりまぢた」

　天沢は「オーケー」と流りゆう暢ちように言ってアーツを召しよう喚かんした。ビームランスを頭上でくるくると回転させると、翡ひ翠すい色いろに輝かがやく光の矛ほこを下に向け、容赦なく垂直に振り下ろす。光の矛はぽっちゃりした少年の体を透過するように容た易やすく貫通した。

　少年は「うっ」と小さく呻き、一いつ瞬しゆんピクッと痙けい攣れんすると、息絶えるようにバッタリ伏して動かなくなる。同時に金かな砕さい棒ぼうのアーツも砕け散った。プラナが尽きたのだ。

「ここでしばらく反省するのね。夕方までには目を覚ますのよ、たぶん」

　天沢はアーツを解く。ぴょんと跳ねて少年の上から降りると、光太のもとにやってきて顔を近づけた。まじまじと見る。

「鼻血が出てるのよ。大丈夫？」

「あ、はい、大丈夫です」光太はポケットティッシュを出して拭ぬぐった。「その彼は……また元カレですか？」

「さあ、そうかもしれないし、違うかもしれないし。どっちにしても困ったさんには違いないのね。もしかしたらストーカーの一人かも」

「ストーカー？」

「うん、何人かいるみたいなのよ。この前なんか、いきなり告白してきて、断ったらキレられちゃったし」

　それは仮面バスターとして遭そう遇ぐうした、あのときの男子生徒のことか。

「いつも誰かに見られている気がするのよね」

「それは……天沢さんは美人だから、男子はみんな見ちゃうんですよ」

「ふふ、ありがと。でも、そういうのじゃなくて」碧あおい瞳ひとみが真剣に見返す。「もっとじめじめした感じなのよ。帰りもつけられている気がするし」

「ああ、だから僕にカカシ役を？」

　それならそうと最初にきちんと詳しく話してほしかった。事情を知っていたら、もう少し気の持ちようも違っていただろう。

「何人かいるみたいって、具体的にはどれぐらい？」

「さあ」

「心当たりはないんですか？　今まで付き合った人の中に──」

　言いかけてやめた。聞くまでもないと思った。

　案の定、天あま沢さわは銀ぎん髪ぱつの毛先をくるくる指に巻きながら、

「心当たりも何も、たくさんありすぎて覚えてないのね」

　と、軽く言い放った。

　ですよね、と光こう太たは心の中でうなずく。

「まあ、そういうことなら、僕のほうでも注意してみますよ」

「ホント？　ありがと、助かるのね。番犬みたいで心強いのよ。そうそう、わたしが小さい頃ころに飼っていた犬がね、コータって名前だったの。この話、前にもしたっけ？」

「ええ、聞きました」

「すごく仲が良くてね、いっつもわたしのあとにくっついて回ってたの。今のコータもそんな感じなのね。なんだか、コータがコータになって現れたみたい。ふふふ」

　天沢は懐なつかしそうに微笑ほほえむ。過去形だったので、犬のコータはもういないのだろう。

　完全にワンコ扱いされた光太は、しかし怒る気にはならなかった。他意も悪気もないのだろうことは、その飾らない笑顔を見ればわかる。カカシから番犬にランクアップした、と前向きに捉とらえることにして、「それより」と話題を変えた。

「さっき、どこからどうやって現れたんですか？　いきなり上から降って来るから、びっくりしましたよ。最初に会ったときもそうでしたけど、いったいどういうわけです？」

　まさかメイリーナの〝電波跳躍デジタルジヤンプ〟みたいに、テレポートのようなスペックを持っているのだろうか。もしそうなら驚くべき能力にして性能だが、だとして、わざわざ上から降ってくる意味がわからない。

「そ、それは……」

　天沢は目を泳がせると、動揺のせいか、以前よりも間違えて言った。

「お、乙女のあんみつなのね」




　　　　○




　学園を離れたその足で、公式試合に出場する天沢に付き合い、コロシアムへ移動した。

　バスタードは、中間試験のあと、あるイベントを控えていた。

　キング＆クイーンマッチ。

　その名のとおり、男女別に現時点のナンバーワンを決めようという大会だ。春季大会の目玉のひとつである。しかし今年は本命馬であるナンバーズ（ランキング一桁）がバスタードの世界ツアーに出ていて不在なので、大会の意義が薄れてしまい、例年に比べてグレードダウンは否めない。各イベントを取り仕切る運営実行委員会もその点を憂ゆう慮りよし、優勝特典にナンバーズへの挑戦権を加えることで、なんとか注目を集めようとしている。

　受付は試験終了と同時に始まっていた。

　参加資格は、ランキング百五十位以上。最下位の光こう太たには縁えんのない話だ。天あま沢さわは百四十三位なので参加できる。しかし本人にその気はさらさらないようだった。

　試合前の控え室で大会の話をしたら、天沢は迷うことなく言った。

「クイーン戦？　もちろんパスなのね。ノルマだけこなしていれば、それで十分でしょ。いちいち面倒なことに首を突っ込みたくないのよ。勉強よりスポーツよりバスタードより、恋がしたいんだから、わたしは」

　イベント事にはいっさい参加しないで遊んでいる、と相あい川かわが評していたのを思い出す。自由参加である以上、天沢の勝手だが、こんなにもやる気のない回答を耳にしたら、同じバスターとして腹立たしさを覚えずにはいられなかった。

　光太は感情を押し殺して聞く。

「天沢さんって、なんでバスターになったんですか？」

「なんでって……別に」天沢は肩をすくめた。「適合試験をパスしたらテストを受ける必要もなかったし、学費も無料だったから、楽チンだったのよ。それに少し興味もあったし。でも実際やってみるとイマイチなのね。アーツが手に入ったのは嬉うれしいけど」

「…………」

　今度はため息を押し殺して黙った。

　天沢リーゼにはバスターとしての自覚が足りない──いや、まったく、ない。きっと考えたこともないのだろう。バスターになるというのが、どういうことなのか。

　しかし、それは無理もないことなのかもしれない。英雄の時代はとうに去り、娯楽性が重視される現代、求められているのはヒーローではなくアイドル。光太は心に焼き付いているヒーローとしてのバスター像を追い求めているが、天沢にとってバスタードは芸能スポーツの延長にすぎないのだろう。そして、今ではそれが多数派なのだ。考え方も価値観も人それぞれ、と言ってしまえばそれまでだが。

「じゃあ、行ってくるのよ～」

　出番が回ってきた天沢は、近所のコンビニに行くような軽い調子で控え室をあとにする。

　光太はスタンドに出て観戦することにした。ナンバーズのような注目度の高い試合ではないので、空席が多く閑かん散さんとしていたが、一部に熱烈な男子ファンが集っていた。

『それでは、出場者をご紹介しましょう』

　実況を務めるアナウンサーも、そこまでテンションは高くなく、淡々と進行する。日々消化されていく無数の試合のひとつにすぎないといった感じだ。

　光こう太たは聞き流しながら、携帯端末でバスターズファイルにアクセスし、天あま沢さわリーゼのデータに目を通した。静しず句くとメイリーナが私的に作成しているものだが、その分析と評価はなかなか的を射ていて参考になる。

　天沢リーゼ。ランキング百四十三位。アーツ名《吉祥天雅ブリユンヒルデ》。形状はビームランス。エレメントは風。プラナの特有色は翡ひ翠すい色いろ。スキルは飛び道具系がひとつ。

【　アタックＣ　ガードＤ　スピードＣ　スタミナＤ　スペックＤ　】

　これといった長所も短所もない。平均的──むしろ平凡以下のステータス。

　しかし、対戦履り歴れきを見て驚いた。

「えっ……全戦全勝？」

　試合数こそノルマギリギリ──全バスター中、最少だったが、入学から今日までひとつも負けなしの勝率一〇〇％だったのだ。弱い相手とばかり当たっているのかと思ったが、そうでもない。ランキング二桁クラスを二人も倒している。なんなのだ、あのやる気のなさにしてこの成績は。授業にはほとんど出ないくせにテストではいい点を取る、みたいな。

　現時点で勝率一〇〇％って、他にどれだけいるのだろう。

　気になって個人記録を調べてみたところ、一年では他に宮みや古こだけだった。ちなみにバグとの対戦やストリートバトルは公式記録には反映されていない。

「まさか、チビ姫に匹敵する実力の持ち主？」いや、と首を振る。「試合数が違いすぎるからな、そう単純に比較はできないか。でも、まぐれでこんな数字は残せないだろうし……」

　天沢リーゼ。いったいどんなバスターなのか。

　光太は疑念と興味を抱いてステージに視線を注いだ。




　　　　○




　試合後、歩行者天国のメインストリートを通って帰る途中、天沢の「パフェ食べたい」の一言でカフェに立ち寄ることになった。試合に勝利してポイントを得た天沢は上機嫌で「コータにも奢おごってあげるのよ～」と歌うように言うので、ポイント貧乏の身としては食物にありつけるのはありがたく、断る理由はなかった。

　勝率一〇〇％の実力に関しては、結局よくわからなかった。天沢の力量を量はかるには今日の対戦相手はレベルが低すぎた。二百六十位では参考にならない。天沢は無敗記録を伸ばして順位がひとつ上がり、百四十二位となった。だが、ランキングは当てにならない。仮に実力が本物なら、もっと上にいておかしくないはずだ。真面目に参加すればの話だが。

　自動ドアを抜けて店内へ。中途半端な時間のせいか、空すいている。

　天あま沢さわはルンルンと前を歩き、奥へ向かう。

「チョコバナナにしよっかな、イチゴサンデーにしよっかな。どっちも捨てがたいのね。ねぇコータ、ふたつ頼んで半分こしない？」

「えぇ、かまいませんよ」

「あら、おチビさん」

　と、唐突に足を止める天沢。誰だれか知り合いがいたようだ。

　壁際の席。光こう太たが肩越しに覗のぞくと小柄な制服姿が見えた。

　宮みや古こ朱あか音ねだった。ちょこんと椅子に腰かける姿は、小学生が背伸びをしてちょっと洒落しやれた店にやってきたかのような趣おもむきがある。その小動物じみた見た目に反し、刀を抜き身でさらしているような凶悪なオーラを漂わせていた。きっと「おチビさん」の一言のせいだ。

「こんにちは。今日も小さくて可愛らしいのね」

　天沢はさらに地雷を踏ふんだ。嫌味のつもりはさらさらなさそうで、おそらくは褒ほめ言葉として挨あい拶さつしたのだろうが、宮古に対してその手の言葉は禁句だ。

　案の定、宮古は売られたケンカを買うかのように睨にらみを利かせた。後ろにいる光太に気づくと猛もう獣じゆうさながらの殺気を匂わす。まとめて噛かみ殺してやろうかと言わんばかりに。

　そんな空気をまったく意に介さずに天沢は、

「ああ、あなたもいたの」

　と、宮古の向かいに座るもう一人に笑いかけた。光太の知らない人だった。

　タイトスカートのスーツを着こなした大人の女性。襟えりを立てたカッターシャツにノンフレームのメガネ。前髪を横分けし、後ろ髪をアップにしてシンプルに束ねている。飾り気はないけれど無む駄だのない美人。

「こんにちは、天沢さん」女性は小さく会釈した。

「わたしの次は、おチビさんをスカウト？」

「ええ。でも、天沢さんをあきらめたわけではありませんよ。そう言えば、お二人は寮りようも同じなんですよね。この際、ご一緒にどうですか？」

「前にも言ったでしょ。めんどくさいのは嫌いなのよ。おチビさんは入るの？」

　女性の手前、ここまで我慢していた様子の宮古だったが、とうとう堪こらえきれずに拳こぶしでテーブルを叩たたき、吠ほえた。

「チビって言うな！　って何度言えばわかんのよ、このケツデカ！」

「──ッ！」

　天沢は雷に打たれたようにビクッとなった。

　ゆらりと揺らめき、銀ぎん髪ぱつが垂れて面おもてを覆おおう。

「そ、それは呪われし禁断の文句……言って良いことと悪いことがあるのよ！」

「あんたが言えた台詞せりふか！　バスタードそっちのけで遊んでばかりいる色ボケ女が！」

「チビをチビって言って何が悪いのよ！　あなたにはランドセルがお似合いなのね！」

「ケツデカをケツデカって言って何が悪い！　そっちこそミドルネームにケツデカって入れればさぞお似合いでしょうよ！　この天あま沢さわ・ケツデカ・リーゼ！」

「チビチビチビチビチビーッ！」

「ケツデカケツデカケツデカケツデカケツデカーッ！」

　罵ののしり合い、睨にらみ合い、唸うなり合う。

　上から見下ろす視線と下から突き上げる視線がぶつかり、火花を散らした。

　光太はスーツの女性と共に黙って──言葉を失って、ただ見ていた。突然の衝しよう突とつに驚いたのもあるが、それ以上に下手に止めようとしたら飛び火してえらいことになりそうだ。
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　縄なわ張ばり争いを演じる猫のように威い嚇かくし合った二人は、やがて同時にそっぽを向いた。

「不愉快なのよ。場所を変えるのね。コータ、カム！」

　天沢は銀ぎん髪ぱつを振り乱して踵きびすを返し、足早に去っていく。

　宮みや古こはむっつりとストローをくわえて中身を一気に飲み干し、空になったグラスの中でズズズと音を立てながら睨んでくる。

「あんた、あの女の犬にでもなったの？　バカがバカ犬って、バカバカしい」

「いえ、そういうわけでは……」

「じゃあ、どういうわけよ。言ってみなさいよ」目つきが怖い。

「あっ、僕もいかないと」ここは逃げの一手だ。「それじゃあ」

「ちょ、こらっ、待て！　ちゃんと説明してけ！」

　宮みや古この怒声に首をすくませ、光こう太たはそそくさと天あま沢さわを追った。




　メインストリートの人混みを突っ切っていく天沢は、怒っているというよりも拗すねているようで、ぷっくりと頬ほおを膨ふくらませていた。あそこまで宮古と仲が悪いとは──今まで二人のあいだに何があったのか、気にはなるけど、聞かないほうがよさそうだ。

　それに、だいたいの想像はつく。

　あのスーツの女性は、二人は同じ寮りようだと言っていた。例のマンションに宮古も住んでいたとは知らなかったが、二人はたびたび顔を合わせているのだろう。そしてたびたび地雷を踏ふみ合っているのだろう。先ほどのように。それを抜きにしても、バスタードに心血を注いでいる宮古と恋愛遊ゆう戯ぎが最優先の天沢とでは、性格的にも人間的にも相性が悪そうだ。

　しかし、あれだけ堂々と正面切ってぶつかり合えるのだから、健全な不仲と言えよう。当人のいないところでネチネチと陰口を叩たたいたりするよりはずっとマシだ。最下位の男ボトムナンバーゆえ後ろ指を指されて笑われている身としては、そう思う。

　ケツデカか……。光太は隣となりを歩く天沢のお尻に目をやった。腰のラインから描えがかれるカーブは確かに大きい。でも天沢の場合、胸のボリューム、くびれの細さ、脚の長さなど、全体的に常人離れしているので、バランスとしては悪くなく文句のつけようもない。

「どこ見ているのよ。コータのエッチ」

　視線に気づいた天沢が、いじけるように言った。

「いえ、別に」光太は慌あわてて目をそらし、話もそらす。「さっきの女の人は誰だれですか？　スカウトとか言ってましたけど」

「スターティアラのマネージャーなのよ。何度か誘われているのね」

　スターティアラ──バスタープロダクションのひとつだ。バスタード以外の活動──芸能活動的なものを希望するバスターたちをサポート＆マネージングする事務所である。バスタードの娯楽化に伴い、近年バスターの活かつ躍やくの場は多方面に広がっている。学園はそのあたり個人の自由を認めているので、プロダクションのような存在が必要とされるようになった。

　上位ランカーともなれば、プロダクションに所属するのが当たり前。それもバスターとしてのステータスになる。無論、誰でも入れるわけではない。オーディションにしてもスカウトにしても、それなりのランキングがないと相手にしてもらえないという。

　学年ナンバーワンの宮古は、以前から複数のプロダクションから勧誘を受けているという噂うわさがあったので、驚きはしない。天沢にしても、ルックスを考えれば、スカウトされて当然だと思った。バスターという肩書きがなくても普通にモデルやアイドルとして通用しそうだ。

「コータ、もっとくっついて」

　急に、天あま沢さわがぴったりと隣となりに寄り添った。

「いや、あの……人前でこういうのは、ちょっと」

「つけられてるのよ」

　光こう太たは「え？」と思わず振り向きかけたが、「キョロキョロしちゃダメ」と注意され、寝違えたように固まってから、前に向き直った。周りは通行人であふれている。試験が終わったあとだからか、いつも以上に賑にぎわっていた。

「つけられてるって、確かですか？」

「うん。コロシアムを出たときから、なんとなく……確信したのは、カフェを出たあと。帽子とサングラスとマスクをした怪しいのが、ずっとついてきてるのね」

　帽子とサングラスとマスク？　それは確かに、いかにもな組み合わせだけど、そんなあからさまな変装をするストーカーがいるだろうか。

　天沢がきゅっと腕を絡めてきた。少し不安げな面おも持もち。不ふ審しん者しやにあとをつけられて、さすがに平気ではいられないか。現に、海岸公園では襲しゆう撃げきに遭あってもいる。同じようなことがまた起こらないとも言えない。そう考えるとシビアな問題だ。

「まっすぐ帰りますか？」

「あそこに寄るのよ」天沢はカラオケ店を指差す。「一いち時じ遭そう難なんなのね」

「それを言うなら避ひ難なんです」




　一時間ほどカラオケボックスで過ごした。

　パフェを食べて機嫌が直った天沢は、不安を振り払うように一人で歌い続けた。まるでプライベートコンサート。歌はうまく、ダンスナンバーは振りつけも完かん璧ぺき、そのままアイドルで通用しそうだった。光太はマラカスを振ったりタンバリンを叩たたいたりしながら見入ってしまっていた。人目を引きつけるという点では、天沢には天性の素質があるのかもしれない。

　しっとりとバラードを歌い上げた天沢は満足そうにソファに座った。

「ふぅ、のどカラカラ」

「少しは気分が晴れましたか？」

「うん。でも疲れちゃった。ねむーい」

　日向ぼっこをする猫のように寝そべる。瞼まぶたが重たそうで、うつらうつらしだす。本当に眠りそうだったので、まだ時間は残っていたが、切り上げて店を出た。

　空は茜あかね色いろを帯びていた。空気がしんと冷えている。メインストリートは相変わらず大勢の人が行き交っていた。ぐるりと見渡してみたが、帽子にサングラスにマスクをつけた怪しい人物は見当たらない。しかしどこかに潜ひそんでいる可能性は否めない。

　天あま沢さわも警戒しているのか、歩きだしてすぐピタッと隣となりにくっついた。

「まだどこかで見ているかもしれないのね」

　それ以前に通行人に見られまくっていた。

「一度、風紀に相談してみたらどうです？　何かあってからじゃ遅いですし」

　海岸公園での一件を思い出したのか、天沢は表情を曇くもらせた。「うーん」と唸うなって、子供がイヤイヤするように首を横に振る。

「白い人たちのお世話にはなりたくないのね。あの人たちを見ると、お腹なかのあたりがきゅ～ってなって、落ち着かないのよ。胃の持ちが悪いのね」

「それを言うなら居心地です」

　根っからの自由人な天沢にとって、歩く校則とも言える風紀委員会は鬼門なのだろう。

「とは言え」と光こう太たは続ける。「頼れるのは風紀委員会だけですよ。特別自治区であるこの島では、治安維持を担うのは彼らを措おいて他にいないんですから」

「サイファーがいるのよ」

「え？」ここでその名が出てくるか。「サイファーって、仮面バスターの？」

「そうよ。『俺おれの名はサイファー。取るに足らない者だ』のサイファーよ。実はね、このあいだちょっと助けてもらったの。もしものときは、彼が助けてくれるのね、きっと」

　そんなふうに期待されても困るのだが。

「いや、だけど、そう都合よく現れるとは限りませんよ？　向こうだって、いろいろ忙しいでしょうし、天沢さんだけを四六時中見守っているわけじゃないんですから」

「会いたいなぁ、サイファー。どうしたら会えるかなぁ。またピンチになったら助けに来てくれるかなぁ」

　天沢は人の話も聞かずに宙を見つめていた。

　このままだと、いずれ厄やつ介かいなことになりそうだ、と光太は苦笑する。

　と、二人の行く手に、ふらっと人が立ちはだかった。光太は天沢の手首をつかんで立ち止まった。腕を引っ張られる格好になった天沢が「なによぅ」と振り向く。

　光太は黙って、返事の代わりに前方をじっと見据えた。振り返った天沢も「あっ」とすぐに気づいた。

　前方、通りの真ん中に現れたのは、ぽっちゃり体型の男子生徒。学校を出るとき、いきなりグーパンチを放って襲おそってきた、天沢のファンに他ならなかった。

　不自然に首だけうなだれている。なんだか様子がおかしい。

「ちょっと、あなた、二度と現れないでって言ったはずなのよ？」

　天沢がきつい口調で言う。

「…………」

　少年は応こたえず、ゆっくりと近づいてきた。夢遊病のようなおぼつかない足取り。ぽっちゃりした体が左右に揺れる。真下を向いていて表情はわからない。

　ますます変だと思っていると、少年は突然、走りだした。同時にアーツを召しよう喚かん。鈍にび色いろの光沢を放つ金かな砕さい棒ぼう。片手でそれを振り上げ、襲おそってくる。

　いきなりだった。

「んなっ!?」

　光こう太たはとっさに天あま沢さわの手を引き、自分は一歩前へ。左腕の《逃げの一手ランアウエイ》を召喚し、不干渉シールドを前面に集中展開。

　金砕棒がシールドを叩たたく。鐘かねをつくような重低音が響ひびき、衝しよう撃げきでガントレットが軋きしむ。

　突然の出来事に通行人が驚き、時が止まったかのように足を止めた。次の瞬しゆん間かん、どよめいて散り散りに逃げていった。しかしある程度の距離を取ったところで野次馬と化す。光太と天沢と少年の三人を残し、歩行者天国にぽっかりとエアポケットができた。

「おい、なに考えてんだ！　こんな場所で、こんなマネ！」

　光太は怒りの文句をぶつけるが、シールド越しに相手の顔を目にして、言葉を失った。

　少年は表情が欠落し、眼球の白目の部分が黒く濁にごっている。それに気づいたのと同時に不快な感覚が、閃せん光こうのように鋭するどく全身を駆ける。ぽっちゃりした少年の体から黒い粒子光が泡立つのが見えた。

「マイナ!?　しかも、この感じ……」

　海岸公園と河か川せん敷しきで遭そう遇ぐうしたのと同じだった。

　驚きよう愕がくを消化する間もなく、次の一撃が来る。振りかぶられた金砕棒がマイナを帯びて倍以上にでかくなった。巨大化のスペックか。

　フルスイングで迫る。光太はシールドで防ぐも、体ごと持っていかれた。ホームランボールのごとく放物線を描えがき、宙を舞まう。野次馬の向こう側まで飛ばされる。

　墜つい落らく寸前、シールドを全方位に展開した。着地は失敗して転げたが、生身へのダメージは免まぬかれる。とは言え、プラナを削られて軽い眩暈めまいを覚え、すぐには起き上がれなかった。

「うぅ……なんちゅう馬鹿力」

「コータ！」天沢の声が飛ぶ。「このぉ……許さないのよ！」

　野次馬越しに、ビームランスを召喚する姿が見えた。光の矛ほこが十字を刻む。

　ぽっちゃりした少年は、その身に似合わない素早い動きで、跳とび退のいてかわす。そして巨大な金砕棒を軽々と片手で振り回した。天沢は横へ跳んで避よけ、さらに軽やかなステップで直角にサイドへ回り込み、ビームランスのリーチを活いかした突きを放った。だが、少年は驚異的なスイングスピードで金砕棒を振り上げ、矛を弾はじく。

　学校帰りに出くわしたときとは、まるで別人。パワー、スピード、スタミナ、そしてアーツの性能も、明らかなオーバースペックだ。

「な、なんなのよ、こいつ」天沢も戸惑っている。「急に強く……この前と、同じ？」

　ぽっちゃりした少年は息切れひとつなく、休みなく攻こう撃げきを続けた。巨大な金かな砕さい棒ぼうを振り回して暴れに暴れる。空振りに終わるたび、路面が叩たたき壊こわされ、重低音と地じ響ひびきが伝う。天あま沢さわは隙すきを見て反撃に出るも、少年は見た目にそぐわない身のこなしで対応する。

　野次馬は突然始まったストリートバトルに興こう奮ふんし、盛り上がっていた。傍はた目めにはバスター同士のいざこざにしか見えていないのだ。助けは望めない。こんなときこそ仮面バスターの出番だが、秘密基地に戻って変装している時間もない。風紀委員が来るまで、最下位の男ボトムナンバーのまま協力して凌しのぐしかないか。《逃げの一手ランアウエイ》でどこまで通用するかわからないけど……。

「光こう太たくん、光太くん」

　と、加勢に向かおうとしたそのとき、誰だれかの呼ぶ声がした。

　メインストリートから横に伸びた路地の角に、こそこそと手招きする姿がある。帽子にサングラスにマスク。天沢の言っていたストーカーの特徴とぴったり合致する風ふう貌ぼうだった。マスクを顎あごの下にずらし、「こっちこっち」と大きなサングラスを傾かたむけて呼ぶその人物は、

「……先せん輩ぱい？」

　見まがうはずもなく、御み凪なぎ静しず句くだった。

　困惑しつつも、手招きに応じて横道へ。野次馬は天沢と少年のストリートバトルに熱中しており、後方にフェードアウトした光太のことなど、みんなすっかり忘れている。

　横道は防犯カメラの死角になっていた。念のため、さらに奥の路地に連れて行かれる。

「先輩、どうしてここに？　ていうか、そんな格好で何してるんですか？」

　ストーカーに間違われてしまいますよ。

「光太くんがまたあの子に振り回されているみたいってメイリーナが言うから、変装して遠くから見守っていたの」

　ずばりストーカーだった。

「そんなことより、仮面バスターの出番よ」

「え、ええ。ですけど、変装道具が……」

「こんなこともあろうかと！」

　と、握り拳こぶしを作って言った静句は、背後に隠し持っていたトランクをどんと出した。その場にしゃがんで開けると、中には仮面バスターの変装道具一式が。
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「いちいち秘密基地で着替えるのも面倒でしょ？　今のままだと臨機応変ってわけにもいかないし。だから持ち運びができるように、もう一式作っちゃいました」

「作っちゃいましたか」

「本当は変身ベルトみたいなのが作りたいんだけどね。一いつ瞬しゆんでコスチェンジできるやつ」

「さすがにそれは無理なんじゃ」

「そんなことないよ。アーツのメカニズムを応用できれば、武ぶ装そう召しよう喚かんと同じようにして変身できると思うの。でも今の研究段階ではアーツもプラナもわからないことが多すぎて、応用技術もそこまでのレベルではないのよね……って、話を逸そらさないの、光こう太たくん」

「いや、僕は何も……」

「とにかく、早く着替え──じゃなくて、変身よ！」

「わかりました。では、さっそく」

　光太は制服を脱ぎ出す。

　ワイシャツのボタンを外す途中で、ふと手を止めた。

「どうしたの？　ほら、急いで」

「いや、その……見られていると着替えにくいというか、変身しにくいというか。別にかまわないんですけど」シャツを脱いで、ベルトに手をかける。

「あ、そうね、ごめんなさい」静しず句くは慌あわてて背を向けた。




　　　　○




　仮面バイザーを装着すると、さっそくゴースト娘がハイテンションに飛び出した。

『うらめしや～っ！　今日もかますぜ、桃色フィーバー！　景気づけに一曲いくかっ？』

「いらん。気が散るから余計なことはするな」

『ぶぅー』メイリーナはふくれた。『それはそうと、ストリートバトルがさっそく中継されているなりよ。よー、ちぇけらっ』

　ワイプから姿が消え、代わりにバスタードＴＶの放送が流れた。メインストリートで天あま沢さわとぽっちゃりした少年が交戦中。野次馬の中にメディア委員会が紛れ込んでいるのか、防犯カメラとは別のライブ映像だった。アーツが交こう錯さくするたび、互いのプラナが飛び散る。少年のほうは半分黒く染まっている。戦況は互角──いや、天沢が少し押され気味か。

『マイナの反応がどんどん強くなっているなり。これ、前と同じやつ！』

「ああ、とうとう大おお騒さわぎだ」

「三度目の正直よ、光こう太たくん。お願いね」静しず句くがインカムを装着する。

　光太は「了解です」と告げ、メインストリートに戻った。

　野次馬の背中が壁になっている。ワイプに映る中継映像では、少年のアーツは光太が現場を離れる前よりもさらに一回り大きくなっていて、振るうたびに風圧を巻き起こしていた。

　道は叩たたき壊こわされ、街灯はへし折られ、建物の外壁に穴が開く。飛び散った瓦が礫れきやガラス片が野次馬に降りかかり、悲鳴が上がった。

　薙なぎ払われた店の看板が、最前列にいた一般生徒を襲おそう。

「──ッ！」

　一いつ瞬しゆんのチャージでブーストを噴ふかし、光太は野次馬を跳び越えた。

　着地と同時にオービタル・ガントレットを召しよう喚かん、エナジーハンドで看板を受け止める。

　あたりが静寂に包まれた。

　仮面バスターの姿に、直後、歓かん声せいが湧きあがる。

『よしっ、ここで決め台詞ぜりふと決めポーズなり！』

「そんなことやっている場合かよ」

　天沢が壁際に追いつめられていた。

　光太は疾しつ駆くする。二人のあいだに飛び込み、振り下ろされた巨大金かな砕さい棒ぼうをエナジーハンドでつかむ。重い圧がかかり、靴底がずるずると滑った。堪こらえろ、と念じるとガントレットが青く発光して呼応し、装甲がスライドして筒口が現れ、プラナをジェット噴射。推力を加えて対抗する。それでも踏ん張るので精一杯だった。

「くっ、力勝負じゃ分が悪いか」

「わぉ、サイファー」

　仮面バスターの登場に、天沢は目を輝かがやかせて跳ねた。

「やっぱり来てくれたのね！　冠かん婚こん葬そう祭さいひなあられ！」

「それを言うなら、感謝感激雨あられだ」

　緊張感のなさに呆あきれつつ、アーツの押し合いを演じながら突っ込む。

「挨あい拶さつはいいから、今のうちに彼を討うて」

「オーケー。任せてなのね！」

　天あま沢さわはビームランスをかまえ直し、集中。光の矛ほこが輝かがやきを増す。右斜め、左斜め、筆を走らせるように薙なぐと、三日月を描いたふたつの軌き跡せきが、宙にバッテンを刻む。

「翔かけるのよ、〝風の傷痕シヤムシール〟！」

　二枚の風刃が左右へ飛んだ。仮面バスターを避よけるように弧こを描えがいて舞まい、少年を挟み撃うちにして捉とらえた。

　交差し、風が爆はぜ、突風の輪が吹く。

　少年はプラナが撥はね飛び、ぽっちゃりしたお腹なかから地面に倒れ伏した。金かな砕さい棒ぼうが粒子光を散らし、ガラスのように砕け散る。

「どうどう？　やったのよ、サイファー」

　天沢は得意気にピースサイン。

　加勢したとは言え、楽勝だった。先ほどまでの苦戦ぶりはなんだったのか、と腑ふに落ちない感じを覚えつつも、光こう太たはまず状況を確認する。「マイナの反応は？」と天沢には聞こえないよう小声でメイリーナに聞いた。

『ちょい待ち』ワイプの中で、瞳ひとみをチカチカさせるメイリーナ。『まただ。もうその生徒から離れてるなり。近くにいるはずだよ、警戒注意報！　探せ探せ！　今度こそ御用だ！』

「気をつけろ、天沢リーゼ。まだ終わっていない」

「え？」

　と、首をかしげた天沢の後方、野次馬の中から、一人の女子生徒がふらふらと出てくるのが見えた。先ほどの男子生徒同様、様子がおかしい。

　突然、ピピピッと電子音。バイザーに赤ランプ点灯。

『バグの反応なり！』

　メイリーナの声が飛び、光太がマイナの気配を感じたのと同時に、女子生徒が両手にアーツを召しよう喚かんし、突進してきた。鉤かぎ爪づめのような機械爪マシンクローを振りかざす。

　反射的に天沢の腕をつかみ、引き寄せる。黒い爪が銀ぎん髪ぱつをかすめた。

　そのまま左腕で天沢の体を抱き止め、右のオービタル・ガントレットで反はん撃げき。女子生徒は爪を交差して防御したが、エナジーハンドが帯びた雷電に痺しびれる。拳こぶしを振り抜くと、女子生徒は吹き飛び、地面を跳ね転がって、野次馬の手前まで滑った。感電した体がびくびくと小刻みに震え、やがて動かなくなる。アーツも解ける。

　気絶した女子生徒を見た野次馬の中から、声が上がった。

「おい、見ろよ、あの子の首……あれって、噛かまれたあとじゃね？」

「もしかして吸血鬼？　そのせいでいきなりおかしくなったのか？」

「この中に吸血鬼がいるってこと!?」

　ざわめき。どよめき。あっという間に伝染する不ふ穏おんな空気。

　一人がそそくさとその場から立ち去った。それを皮切りに他の野次馬も逃げ始めた。三秒後には恐きよう慌こうをきたし、悲鳴を上げながら蜘く蛛もの子を散らしたようになって、一気に人ひと気けが引いて静かになった。

　現場に残ったのは、仮面バスターと天あま沢さわリーゼ。ノックアウトされた生徒二人。そしてメディア委員会の二名が、マスコミ根性でとどまっている。

『あーあ、反応ロストしちゃった。なんなんだよもう』

　メイリーナが悔しそうにつぶやく。続いて静しず句くから指示。

『光こう太たくん、首の傷、確認してみて』

　指示に従い、女子生徒の容態を見に向かった。首に虫刺されのような赤い斑はんがふたつ。確かに牙きばで噛かまれたあとのように見えた。

　男子生徒のほうも確認してみると、首に同じような傷が。

『フッ、やはりな。こいつはいよいよ面白くなってきたぜ』

　メイリーナがハードボイルドを気取って言った。




　バイザーに電子音。

『接近するプラナ反応あり。これは……姫っちだ！』

　閑かん散さんとした大通りの向こうから、赤いプラナを帯びた小柄な姿が、砂嵐を巻き起こすような勢いで駆けてきた。手には真紅の機械刀。すでに臨戦態勢。

「サイファァァァァァッ！　今日こそ白黒はっきりさせてやるぅぅぅッ！」

　吠ほえて、ジャンプ一番。大だい根こん斬ぎり。

　厄やつ介かいなのが来やがった、と光太はガードのかまえ。

　しかし、横から伸びた翡ひ翠すいの矛ほこが、紅ぐ蓮れんの刃やいばを弾はじいた。

　宮みや古こが「なっ!?」と戸惑いの声を上げて着地、天沢を鋭するどく睨にらむ。

「ちょ、あんた、なんのつもり!?　邪魔すんじゃないわよ！」

「そっちこそ、あとから来て邪魔しないでちょうだい、おチビさん。順番は守るのね」

「順番って、こんなときに何を言って……」

「サイファー」

　天沢は宮古を無視し、ぴょんと小さく跳ねて振り向いた。笑顔で近づく。

「助けてくれてありがと。来てくれるって信じてたのよ。一度ならず二度までも」

「それは、いい意味で使う言葉ではないな」

「きっと運命のお星さまなのね」

「それを言うなら思おぼし召めしだ……え？　運命？」

「そうよ、ディスティニー。だからサイファー、わたしと付き合って」

「……は？」

「わたしを彼女にしてください」

「はぁぁぁぁ!?」『はぁぁぁぁ!?』

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、宮みや古ことメイリーナだ。光こう太たは開いた口が塞がらない。いきなり何を言いだすのか、この小こ悪あく魔まは。さっきまで事件に巻き込まれていたというのに。そして今もまだメディア委員会のカメラが回っているというのに。

「二日酔い者ですが、よろしくお願いします」

　天あま沢さわはもじもじ。今まで見せたことのない乙女の顔。

　それを言うなら不束ふつつか者ものだ、と突っ込みを入れるべきなのかどうか。

「…………、…………、…………」

　しんとなった。仮面バスターの返答待ち。通信も沈黙。静しず句くから反応はない。驚いて言葉を失っているのか、それとも呆あきれて状況を達観しているのか。

　告白されたのがサイファーである分、未み空そら光太としての動揺は少なかった。多少混乱はしたけれど、しかしこの状況下でこの展開になったからこそ、気になったことがある。先ほど覚えた腑ふに落ちない感じ──それを確かめずにはいられない。

「天沢リーゼ、ひとつ聞いていいか？」

「なになに？　体重以外ならなんでも答えちゃうのよ」

「先ほどきみが見せたスキルだが……」

「うん？〝風の傷痕シヤムシール〟のこと？　それがどうかした？」

「最初からあれを使っていれば、もっと早く倒せたんじゃないか？　俺おれがいなくても」

「まあ、そうかもね」あっけらかんと天沢は認める。「でもサイファーが来てくれるかもって思って、様子を見てみたの。作戦成功なのよ。うふふ」

　子供のように悪戯いたずらの成功を喜んでいた。

　またピンチになったら助けに来てくれるかなぁ──天沢がそう言っていたのを、光太は思い出した。そのために一計を案じたというのか。だとしたら、

「笑いごとじゃない！」

　思わず声が大きくなった。

　天沢は静電気を浴びたようにびっくりし、きょとんとする。その後ろでは宮古も目を丸くしていた。静句とメイリーナは黙している。

　落ち着け、と光太は自分を戒めた。ここにいるのは未空光太ではなくサイファーだ。

　しかし、失望感は隠せない。

「彼が普通じゃないのは、わかっていたはずだ。この場で戦いを演じれば、周りを巻き込んで危害を及ぼす恐れがあることも、少し考えればわかったはずだ。現に、飛び散ったガラスや瓦が礫れきで怪け我がをした人たちがいた。一歩間違えれば、大怪我につながるところだった。最悪、死人が出ていたかもしれない」

「それは……」

　言われて初めて気がついたのだろう。碧あおい瞳ひとみが左右に泳ぎ、何も言えずにうつむく。

「きみはバスターとして為なすべきことを為さなかった。彼を止められるだけの力がありながらそうしなかった。後から来た俺おれにとやかく言う権利はないかもしれない。そもそも白でも黒でもない俺にはその資格もないだろう。だが、それでも一バスターとして言わせてもらう」

　仮面バスターはストレートに告げた。

「バスタードを舐なめるな。バスターとして、アーツを手にした一人の人間として、俺はきみを認めない。力ある者が心なくして戦場に立つべきではない！」

「…………」

「俺は仮面バスターだ。この仮面を持って向き合う以上、きみのような者と相あい容いれることはないだろう。ゆえに、先ほどの申し出に対する答えは、きっぱり『ＮＯ』だ」

「…………」

　天あま沢さわは下を向いたまま、その場に根を生やしたように動かない。

　少し言い過ぎただろうか。しかし仮面バスターとしては譲ゆずれない一線がある。

　光こう太たは歩きだした。うつむく天沢の横を通り過ぎると、その先には機械刀を突き立てた夜や叉しや姫ひめが待ち構えている。

　今度はこっちの相手をしなきゃならないか、と短く嘆息したそこに、

「待って」

　と、天沢の声。うつむいたまま、神妙に続ける。

「サイファーの言うとおりなのよ。わたし、自分のことしか考えていなかったのね……ごめんなさい」

　さすがに落ち込んでいるかと思われたが、「でもね！」と元気に言って面おもてを上げると、そこには晴れやかな表情が浮かんでいた。

「あなたのことは、あきらめないのよ。さっきの言葉はつまり、わたしが一人前のちゃんとしたバスターになれたら、認めてくれるっていうことよね？」

「え？」予想外の反応に戸惑う。「ま、まあ……そうだな」

「じゃあ、がんばる」

　うん、とうなずいて見せた天沢は、思いついたように手を合わせる。

「そうだっ、今度のクイーン戦に出るのよ。真面目にがんばって優勝できたら、わたしのこと認めてもらえる？」

　なんというプラス思考。スーパーポジティブシンキング・アンド・フリーダム。きらめく眼差しに当てられた光太は、我知らず「あ、ああ」と応じてしまっていた。

　天沢は「やったぁ」とうさぎのようにぴょんぴょん跳ねる。

「じゃあ、わたしがクイーンになったら、お付き合い、オーケーね？」

「あ、ああ」再び流れでうなずいてしまった。ハッと我に返る。「って、ちょっと待て。なぜそうなる。俺おれはそういう意味で言ったのではなく、バスターとしての心構えをだな──」

「うん、わかってる。バスターとバスターの約束なのよ！」

　男と男の約束みたいに言って、天あま沢さわはビシッと親指を立てた。

　ダメだ、この子。話が微妙に、絶妙なところで噛かみ合わない。

　天沢はにこにこと歩み寄り、小指を立てて絡ませ、歌いだす。

「指切り玄米♪　嘘うそついたらハリセンでたーたく♪　ゆーび切った♪」

「…………」

　歌詞の間違いを正す気にもなれなかった。

　ワイプでメイリーナが苦笑いを浮かべる。

『すごいね、さすが男泣かせの小こ悪あく魔ま。斜め上をスキップしてるよ』

　そこに電子音。マップにプラナの反応が多数。マーカーが灯ともった。

『風紀が来るよ。ここはいろんな意味で退散したほうがよさげなり』

　確かに。この状況を放置して行くのは気が引けるが、白しろ金がねの貴公子を相手にするのは避さけるべき。逃げの一手が得策だ。

「天沢リーゼ、話はいったんあずける。了承したわけではないからな」

　光こう太たは踵きびすを返した。

　しかし、正面に紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめがいたことを忘れていた。

「ちょっと、サイファー？」宮みや古こは小さな体で仁に王おう立だち。「どーゆーことよ。あんたら、いつの間にそういう関係に……ちゃんと説明するまで、どこにも行かせないんだからね！」

「なぜ、そこに食いつく」捕まえに来たんじゃないのかよ。

「え……いや、別に」赤鬼は慌あわてて言葉を濁にごす。「あ、あたしが聞きたいのはつまり、ここで何があったのか、何がどうなってこうなってるのかってこと！」

「それは……帰ってニュースを見ろ。悪いが今日はここまでだ」

　光太はアーツを掲げ、エナジーハンドで地面を叩たたいた。雷電のエレメントが拡散。宮古と天沢が後ろに跳んで避よける。

　その間に、プラナを蓄電チヤージ＆開放ブースト。〝稲妻駆動プラズマドライブ〟で逃げ去った。




　　　　○




　風紀委員会の一行がメインストリートに差し掛かったとき、吸血鬼に怯おびえて逃げ出した野次馬がいっせいに押し寄せてきて、なかなか先に進むことができなかった。

　予定よりも遅れて現場に到着したときには、すでに仮面バスターの姿はなく、派手に荒らされた大通りの道中では、宮古朱あか音ねと天沢リーゼがキャンキャンと口論していた。

「バカじゃないの？　何がお付き合いよ。いきなり彼女にしてとか、ホント、バカ!?」

「バカって言ったほうがバカなのね。だいたい、おチビさんには関係ないのよ。わたしとサイファーの問題なんだから首を突っ込まないで。わたしがサイファーと付き合うことの何が気に入らないの？　あ、もしかして、おチビさんもサイファーのことが？」

「そ、そんなわけないでしょ！　つーか、付き合う前提で話してるんじゃないわよ！　そもそも断られてたじゃないの！」

「クイーン戦で優勝したら、彼女にしてもらえるのよ。約束したのね」

「あいつは了承してないでしょうが！　あんた、人の話ちゃんと聞きなさいよね！　だいたい遊んでばかりいるあんたが優勝できるかっての！　つーか、させないから！　優勝するのはこのあたしよ！」

「そうまでして邪魔したいのね。いいわ、だったら勝負なのよ、おチビさん。クイーンになったほうが、サイファーの彼女なのね」

「望むところよ！」宮みや古こはカッとなって売り言葉に買い言葉。「って、だからなんでそうなるのよ！　あたしは別にあいつのことなんか全然なんとも──」

　微妙に噛かみ合わない言い争いは、まだまだ終わりそうになく、道端ではメディア委員会の生徒が「これは特ダネだぞ」と面白がりながらカメラを向け続けていた。

　白服の中で、ひときわ背の高いメガネ美男子が、そうした様子を冷めた目で流し見る。

　風紀委員会委員長、白しろ金がねの貴公子、周防すおう晴はる真まだった。

「宮古朱あか音ねか。相変わらず騒そう々ぞうしいな。もう一人は誰だれだ？」

　隣となりにいた副委員長の女子生徒が耳打ちした。中継されていた事の次第も含めて。

「サイファーに告白？　それはまた変わり者がいたものだ。類は友を呼ぶというやつか」

　特に関心も示さず、他の風紀委員に事後処理と現場検証の指示を出す。情報課には防犯カメラの映像解析を指示。そして倒れている生徒二名のもとに向かう。すでに保健委員会には連絡がいっているので、間もなく救急班が来るだろう。

　吸血鬼の仕し業わざとされる首の傷をチェックした周防は、淡々と一言。

「同じ手口か」

　その無表情の裏で何を思うのかは、誰にもわからない。




　一方、メイリーナのナビに従い、路地裏の雑居ビル地下に設けられた隠し扉を通じ、地下通路へ逃げ込んだ光こう太たは、仮面バイザーを脱いだ途端、冷たい息吹に首筋を撫なでられ、ぶるぶると身み震ぶるいした。

　光太の着替えを持って先に地下に降りて待っていた静しず句くが、白い霧きりをまとい、背を向けて立っている。まるで雪女。

　天あま沢さわとのやりとりで、またもや機嫌を損ねてしまったようだ。

「こ、困っちゃいますよねー、天沢さんには」

　なんとか場を和なごませようと、光こう太たは明るく振ふる舞まう。

「顔もわからない相手に告白だなんて、何を考えているんだか。まあ、どうせ興味本位だと思いますけどね。恋に恋しているだけですから、彼女は。ホント困ったものです」

「嬉うれしい悲鳴というやつかしら？」

　静しず句くは穏おだやかながら冷たい一言。振り返らない。

「モテモテね、サイファー。正体不明の仮面ヒーローに彼女だなんて、これ以上ないスキャンダルだわ。私のプロデュースなんて必要ないぐらい、注目を集めちゃうわね」

「も、もちろん断固として断る所存です。ていうか、断ったはずなんですが」

「そうね、ビシッと叱しかったところまではかっこよかったけど、そのあとがね……あんなに簡単に押し切られちゃうなんて……ふぅ」

「あ、あれは、ちょっと、びっくりしちゃって」

「……とりあえず、着替えたら？」

「は、はい」

　光太は急いで着替えをすませ、変装道具一式をトランクにしまった。

「終わりました」

「じゃあ、戻っていいよ。彼女と合流しないと不自然でしょうし。そのトランクは光太くんが持っていて。お疲れ様でした。ばいばい」対応がぞんざいだった。

　静句は一度も振り返ることなく、地下通路を歩いて帰っていく。

　光太は呼び止めることもできずに立ち尽くした。

「あー、おっかない、おっかない」

　どこからともなくメイリーナが現れ、隣となりに浮かんで肩をすくめる。

「静句が嫌味を吐くなんて、相当お気に召さなかったみたいなりね、あの展開」

「マズったなって自分でも思うよ。結局、天あま沢さわさんに振り回されて終わったからな。仮面バスターとして、もっと毅き然ぜんとした態度を取るべきだった。先せん輩ぱいが怒るのも無理ない」

「うーん、それだけが理由じゃないと思うけど」

「えっ？　僕、他にも何かマズいことしたか？」

「どうだろうねー。その辺、静句も自覚があるんだか、ないんだか……まあ、とにかく光太はさわりんのところに急ぐなりよ」

「さわりん？」

「天沢リーゼ、さわりー、さわりん、みたいな？　いなくなってそのままだと怪しまれるかもでしょ。念のため、アフターケアはきちんとね。静句のほうは、言うほどひどくはないと思うから、うちがなだめておくなり。あとでちゃーんと秘密基地に顔を出すなりよ？」

「ああ、わかった。よろしく頼む」

「まったく、損な役回りだぜ」メイリーナはニヒルに笑う。「んじゃ、ばいびー」

　両腕を水平に伸ばし、飛行機姿勢で宙を舞まって、静しず句くを追っていく。

　見送った光こう太たはくしゃみをひとつ。「さむっ」と震ふるえて地上に出た。

　夕空は澄み切っていたが、いろんな意味で雲行きの怪しくなった一日である。しかし本格的な嵐がやってくるのは、まだこれからだった。







　　　　　第三話　　恋とバトルのバカ騒ぎ







　キング＆クイーンマッチはトーナメント方式で行われる。

　初日にベスト16まで絞り込まれ、二日目にベスト８、ベスト４を決定。最終日の三日目に準決勝と決勝という運びとなる。

　優勝特典は豪華だ。バスターズポイント十万点、スポンサー企業とのＣＭ契約、バスタード専門誌において特集記事掲載、学食の半年間無料パス、などなど。ベスト８以上に入るだけでもポイントがもらえる。大会で得たポイントはランキングに反映されないが、普通の公式試合よりも得られるポイントは大きい。

　ちなみにスポンサーは御み凪なぎグループ傘さん下かの製薬会社で、今回は学園の研究科と共同で新商品のスポーツエナジードリンクを開発したそうで、そのＣＭに優勝したキングとクイーンが出演する予定である。

　ナンバーズ不在で当初は盛り上がりに欠けるのではないかと心配されたが、前日には大いに話題を呼んでいた。

　いちばんの要因は、言うまでもなく、メインストリートでの一件だ。

　生中継で繰り広げられた仮面バスターと天あま沢さわリーゼのやりとり（特に告白シーン）は、その日のうちに各放送局で幾度となく報じられ、電波に乗って世界中に拡散した。優勝したらサイファーの彼女になれる──それが決定事項であるかのように広まってしまった。サイファーは了承していないのだが、そのあたりは都合よく編集されていた。

『じゃあ、わたしがクイーンになったら、お付き合い、オーケーね？』

　天沢の申し出に対し、サイファーは「あ、ああ」と流れでうなずいてしまう。そのあと否定の言葉を続けたはずが、カットされ、指切りシーンに飛ぶ。

「……やってくれたわね、メディア委員会」

　夕食のとき、その放送を見た静しず句くは冷たい微笑ほほえみを浮かべ、白い霧きりを放った。休きゆう憩けい室しつが冷凍庫並みに冷え込み、料理が一気に冷めてしまった。

「ま、まあ、ネタとしてはサイコーだからね」メイリーナがなだめるように言う。「ナンバーズが不在で注目度がイマイチだった今回、なんでもいいから話題性が欲しかったところにあの生告白だもん。どうぞ食いついてくださいって言っているようなものなりよ。バスタードが盛り上がるって意味では、これはこれで成功、みたいな？」

　しかし傍はた迷めい惑わくなことこの上ない展開である。

　そして同じく迷惑をこうむったのが、宮みや古こ朱あか音ねだった。サイファーが逃走したあと、天沢と激しく言い争った場面が、やはり意図的に編集されて流されていた。

『勝負なのよ、おチビさん。クイーンになったほうが、サイファーの彼女なのね』

『望むところよ！』

　あたかもサイファーの彼女の座をかけて争うような見せられ方。

　翌日、教室で会った宮古は、当然不機嫌で陽炎かげろうを起こしていた。

「なんであたしが恋こい敵がたきみたいになってんのよ！　あの女、燃やす！　絶対燃やす！　だいたいサイファーがはっきりしないのがいけないのよ！　あの仮面バカも灰にしてやる！」

　烈火のごとく怒り散らす夜や叉しや姫ひめに近づける者はいなかった。

　一方、渦中の天沢リーゼはと言うと、好悪両面の反はん響きようもどこ吹く風。クイーン戦に向けて意欲十分。メディア委員会のインタビューにも応じ、

『絶対優勝して彼女にしてもらうのよ。待っててね、サイファー』

　と、カメラを通じてメッセージを送り、ウインクと投げキッスを飛ばしていた。これほどの大おお騒さわぎを招いておきながら、恐るべきマイペースぶり。

　バスタード界全体が、たった一人の小こ悪あく魔まに振り回され始めていた。




　放課後、秘密基地にて作戦会議。

　議題は、昨日の一件──天沢の告白ではなく、バグと吸血鬼のほう。世間的には明日から始まるクイーン戦が注目を浴びているが、その裏でバグと吸血鬼の問題が解決していないことを忘れてはならない。チーム〝マスクド・バスター〟としては、恋のバカ騒さわぎにかまけている暇ひまなどないのだ。

「昨日の襲しゆう撃げきでだいたいのことはわかったわ」

　バグと吸血鬼の関係もその正体もつかむことができた、と白衣をはおった静しず句くはにこやかに告げたのだった。天あま沢さわ絡みの件については、ひとまず気持ちを切り替えたようだ。実際のところ告白騒そう動どうは一夜にして世界中に拡散してしまって収拾がつかないため、割り切るしかないのが現状だが。とにかく秘密基地の冷却は避さけられたので一安心だった。

　しかし昨日の今日でバグの正体が判明したというのは、また急展開である。

「メイリーナ、よろしく」

「あいあいさー」

　ゴースト娘がテレビモニターにサイバーダイブ。メインストリートを撮さつ影えいした防犯カメラの映像が複数、画面を分割して映った。中にはメディア委員会の中継映像もある。

「いつもながら、よく入手できるもんだ」

『ふっふーん。うちにかかればこれくらい、お茶の子さいさい朝飯前ってね。でもって、ここにちゅうもーく、ちぇけらっ』

　各映像がスローになった。吸血鬼を恐れて野次馬が逃げ惑っているシーン。サイファーに返かえり討うちにされて倒れ伏した女子生徒にズームする。その首元から何かが這はい出ていた。

「……？」光こう太たは目を凝こらす。「なんだ、これ……水？」

『そう、水──質感的には、スライムって言ったほうがいいかな』

　それは確かに意志を持って移動していた。地面をぬるりと這っていき、近くのマンホールの下に姿を消す。巻き戻して通常再生で確認すると、けっこうな速さで動き回っていた。半透明なせいもあり、注意して見ていないとわからない。

『もうワンシーン』

　今度はぽっちゃり体型の少年が映った。天沢のスキルでノックダウンされた直後の映像。スロー再生すると、同じく首元からスライムが出てくる。そして地面を這って移動し、野次馬の中へ。女子生徒が襲おそってきたのは、そのすぐあとのことだ。

「こいつが、すべての元凶？」

　ええ、と静句はモニターを見ながら言う。

「今回のバグは、今までにないタイプ──〝寄生型〟と言ったところね。彼も彼女も、このバグに寄生され、操られていたのよ。あとで意識を取り戻した二人に風紀委員会が事情聴取したところ、どちらも自分が何をしていたのか、まったく覚えていなかったそうよ」

『ちなみにアーツも無事だったなり。どっちもプラナの枯こ渇かつ状態に陥っていただけ。これまでの吸血鬼事件の被害者と同じ』

「寄生したバスターを操り、プラナを吸い取って、また別のバスターへ──そうしてバスターからバスターへと渡り歩いて、徐々に力を強めているんだと思う。首の傷は、おそらくバグが寄生するときと離れるときについたものでしょう。つまり、入口と出口」

　なるほど。これですべてがつながった。

　海岸公園でバグを発症した生徒のエレメントが水であったことを考えれば、スライムという形状にも納得だ。あのときはおそらく海に逃げ込んだのだろう。そして河か川せん敷しきでは川に逃げ込んだ。その後、寄生を繰り返し、吸血鬼事件として騒さわがれた……。

「ここまでのことは、風紀委員会のほうでも調べがついているでしょうね。おそらく今日中に正式な発表があるはず。吸血鬼の正体がバグであることが明らかになれば、このあいだのような混乱は避さけられるし、あとはいつものバスタードになるわ」

『んで、うちらの本題はこっからなり』

　画面内を妖精サイズのメイリーナが舞まう。モニターにこれまでの吸血鬼事件の被害者生徒のプロフィール写真が並んだ。昨日の女子生徒を除けば、すべて男子だ。

『念のため被害者について調べてみたら、男子のあいだに共通点が見つかったなり』

「共通点？」

『みんな、さわりんにフラれてるなりよ。その手の情報は掲示板に溢あふれてるからね』

「……は？」

　なんじゃそりゃ、と光こう太たは思ったが、しかし、そう言えば、前にもそんな引っかかりを覚えたことがあったような。

「考えてみて、光太くん」静しず句くがお茶をすすり、続けた。「昨日までの被害者は、いずれもプラナを吸われて気絶しただけ。バスターを操って表立った行動を取ることはなかった。でも昨日は明らかに襲しゆう撃げきを目的としていたわ。狙ねらいは？　標的は？　最初にバグが発症したとき、そして昨日の襲撃時、両方の現場に居合わせたのは、誰だれ？」

「……天沢さん」

『つまり、さわりんが狙われている可能性が高いってことなり』

「え、でも、なんで？」

「残留思念」静句がつぶやく。「バグは、発症者の強い想おもいを引きずることがある」

　ああ、と光太は思い出した。黒くろ騎き士しとの一対一の対決を。

　あのとき、仮面バスターとの真剣勝負バスタードを挑ませたのは、相あい川かわの残留思念だった。

「発症者の生徒は、天沢さんに未練があったようだから、その想いが残留思念となり、バグの行動原理に組み込まれたのでしょう。そして同じ想い、同じ境遇──天沢さんにフラれ、未練を抱える生徒を、プラナとマイナの感かん応のうを通じて嗅ぎ取り、あるいは引き寄せられ、彼らに寄生してエナジーを取り込んでいった」

『まるで被害者同盟を結成するかのようにね。昨日だけ女子が寄生されたのは、その場でさわりんを襲おそうためであって、誰だれでもよかった──イレギュラー的なものだと思うなり』

「……シャレになってないな」

　バスターの数だけアーツがあり、アーツの数だけバグ化の可能性がある。そして発症理由は人それぞれ。些さ細さいなきっかけやちょっとしたボタンのかけ違いがバグを招く恐れがある。そのことは黒くろ騎き士し事件を通じて痛いほど思い知った。

　色いろ恋こい沙ざ汰たが発端であっても全然おかしくはない。むしろ感情的にはわかりやすいケースと言えよう。ただ、その中心にいるのがメイリーナに言わせるところの斜め上をスキップしている天あま沢さわリーゼというのが、厄やつ介かい所だ。もちろん天沢に大きな意味で非はないが、恋に恋するゆえに泣かせた男は数知れず、その自由奔放な恋愛体質が一要因になったのは間違いない。

　まったくあの小こ悪あく魔まは、表ならず裏までも掻かき回してくれよって。

「とにかく、今後は彼女をマークしましょう。バグの正体がわかったとは言っても、寄生者を見分けるのは難しいわ。ただ潜せん伏ぷくしているだけなら、マイナの反応を感知できないし、本人に自覚もない。首に傷がひとつだけある人物が怪しいことになるけれど、バスター一人一人確認して回るわけにもいかないし」

『だから、さわりんをマークして、バグが近づいてきたところを迎むかえ撃うつのが、いちばん確実なり。明日からキング＆クイーンマッチも始まるし、大会を守る意味でもね』

「光こう太たくんは彼女に張りついてちょうだい。昨日までそうしていたんだから、難しいことじゃないわよね？　でも……」

　静しず句くはにっこりと優美に、しかし圧力を伴った微笑ほほえみを浮かべた。

「あくまでバグ対策であることを忘れちゃダメよ。わかったかな？」

　部屋の空気が冷えた。やはり天沢が絡むと機嫌が悪い。静句にしてみれば、仮面バスターをプロデュースする上で、天沢リーゼは最大の障害──邪じや魔まな存在なのだろう。

　光太は笑顔のプレッシャーに当てられ、背筋を伸ばした。

「はい、肝に銘じます」




　　　　○




　キング＆クイーンマッチ、一日目。

　ランキング百五十位以上が参加条件であるため、低位ランカーの吹ふき溜だまりである光太の住む学がく生せい寮りようは、普通の休日の朝となんら変わりなかった。

　光太は他の寮生仲間と挨あい拶さつを交わし、食堂でトーストセットを食す。ニュースでは天沢とサイファーの話題が尽きない。例の告白シーンが流れるとげんなりした。

　朝食を終えて部屋に戻り、天沢とコンタクトを取ろうと携帯端末を手にしたところ、向こうから電話がかかってきた。

『ハロー、コータ。マンションまで来てちょうだい。待ってるのよー』

　返事をする間もなく切れた。相変わらず人使いが荒い。

　光こう太たと天あま沢さわに関する噂うわさは、サイファーへの告白騒そう動どうによって脇へ追いやられていた。相あい川かわから聞いたところによると、未み空そら光太は捨てられた、ということになったそうだ。最初から何もないのだから、別にどう言われようとかまわないけれど、しかし噂の相手がサイファーに移っただけで、心労が減ったわけではない。静しず句くがプロデュースを脅おびやかされて不機嫌になっていることを考えれば、むしろ状況は悪化しているのではないだろうか。

　まあとにかく呼び出しはこちらにとっても好都合。まだカカシ役──もとい、番犬役がいてほしいのだろう。ストーカーの不安が払ふつ拭しよくできたわけではないから。まさかそのストーカーの中にバグまで加わっているとは、思ってもいまい。

　光太は制服に着替え、変身道具一式が入ったトランクを取り出した。そのまま持ち運ぶのは目立つので、中身をスポーツバッグに移し替える。それを肩にかけ、寮りようを出た。

　マンションの前に到着すると、ちょうどロビーの自動ドアが開いた。

　天沢かと思ったが、出てきたのは、もっと小さな人影。

　チビ姫だ。

　こちらに気づくと、不ふ審しん者しやを見つけたかのように眉み間けんにしわを寄せる。ずんずんと大おお股またで歩いて来て、目の前で腰に手を当て仁に王おう立だち。フラットな胸をムンと張り、睨にらみ上げた。

「あんた、ここで何やってんのよ。通報するわよ？」

「ちょっと天沢さんに呼ばれまして」

「まだあの女とつるんでるの？　昨日からのバカ騒さわぎ、知らないわけじゃないでしょ？　あんたはいいように利用されているだけよ。いい加減、目を覚ましなさいよね、バカ。てか、覚まさせてやろうか？　今ここで」拳こぶしをコキコキと鳴らす。

「いや、誤解ですって、誤解。最初からそういうのじゃないですから」

「じゃあ、どういうのよ？」

「それは……話すと長いというか、ややこしいというか」

「なんか後ろめたいことでもあるんじゃないの？」

　うっ、鋭するどい。

「べ、別に何もありませんよ。とにかく僕と天沢さんは何でもないんです。周りが勝手に噂していただけで」

「……ふんっ」宮古は鼻を鳴らす。「どのみち、あたしには関係ないわ」

　だったらいちいち突っかかってこないでほしい。あるいはもしかしたら、天沢に振り回されているのを心配してくれたのかもしれないけど。

「そう言えば、あんた、一昨日おととい事件があったとき、あの女と一緒にいたのよね？」

「ええ、まあ」

　ニュースでは、天あま沢さわリーゼとサイファーと宮みや古こ朱あか音ねの三角関係を面白おかしく取り上げてばかりいて、肝心の事件に関しては二の次だ。事件のあと、宮古が現場を去るのを待って天沢と合流し、一緒に風紀委員会に事情聴取を受けたときも、話を聞かれたのは主に天沢で、光こう太たはほとんど蚊か帳やの外だった。最下位の男ボトムナンバーなど取るに足らない、と聴取を担当した風紀委員は思ったのかもしれない。まあ実際、かっ飛ばされて早々にフェードアウトしていたので、そう思われても無理はない。

　昨夜、風紀委員会から、吸血鬼の正体が寄生型のバグであり、バスターが狙ねらわれる可能性が高いこと、たとえ寄生されても死に至る危険性は今のところないことが、メディアを通じて伝えられ、そのスライムのような姿を捉とらえた映像も公表された。またネット上に黒い太陽のシンボルマークを伴った犯行声明が出たことが明らかとなり、イリーガルによるアーツテロと断定された（無論、その犯行声明は、静しず句くとメイリーナによる偽装工作である）。

　事件を起こした少年と少女の行為はバグの寄生によるものとして、彼らの名誉のためにもそのシーンの放送を自粛するよう風紀委員からメディア委員会に働きかけがあったそうだ（メイリーナ談）。もっとも、メディア委員会は最初から天沢リーゼの告白絡み（サイファー登場後の展開）しか使っていなかったが。

　ともかくそういうわけで、事件の頭のほう──天沢と共に最下位の男ボトムナンバーがいた事実は、公には報じられていない。宮古はあとから来たから、最初に何があったか見ていないはずだが。

「誰だれに聞いたんです？」

「風紀の友達」

　宮古は以前、風紀委員会に仮入会していた時期があるので、そのときの伝つ手てだろう。それでも風紀が簡単に外部に情報を流すとは思えないが、最下位の男ボトムナンバーがその場にいたかどうかなんてどうでもいいことだと考えている──いや、そんなふうに考える必要性さえない、ということだろう。つまり、風紀は仮面バスターと最下位の男ボトムナンバーを結びつけてはいないわけだ。

「あの吸血鬼──じゃない。スライムみたいなバグ、直に見た？」

「いえ。映像でしか見てませんけど、どうして？」

「いや、実物はどんなのかなぁって思って。ニュースで見た感じだとわかりづらくて。あれって実際その辺にいても気づかなそうじゃん」

「確かに。見た目はただの水っぽいですからね。でも寄生型ってことは、誰かに乗り移っている可能性のほうが高いんじゃないですか？」

「寄生ね……なんか気色悪い響ひびき。命に危険はないっていうけど」

　宮古は生理的に嫌そうな顔をした。

「宮古さん、もしかしてあのバグを討とう伐ばつする気でいらっしゃる？」

「当たり前じゃん。今回は発見が難しそうだから、報ほう奨しようポイントもいつもより高めに設定されてるし、狙い目よね。四万五千点だったかな。長引いたらもっと上がるかも。あんたもたまには参加してみたら？　……って言っても、あんたのアーツじゃ、あのスライムはどうにもならないか」

「ええ、攻めに関しては、殴るしか能がないもので」

「あたしなら一いつ瞬しゆんで蒸発させてやるけどね。ふふん」宮みや古こは得意気に笑う。

「でも、クイーン戦もあるのに大変じゃないですか？　どっちもっていうのは」

「そんなのいちいち気にしてられないわよ。クイーン戦は優勝するし、バグは討とう伐ばつする。どっちも譲ゆずる気はないわ。二に莵とを追う者こそ二莵を得るのよ」

「欲張りですなぁ」

　嫌味ではなく感心していると、マンションから今度こそ天あま沢さわが出てきた。小走りに駆け寄ってくる。大きな胸が上下に弾み、朝から目の保養だった。

「おはよう、コータ。オマケにおチビさん」

「チビって言うな、ケツデカ」

　オマケ扱いよりもチビと言われるほうが気に障さわったらしい。天沢もケツデカにカチンときたのか、目元がピクッと震ふるえた。

「ランドセル世代は放っておいて、コロシアムに行くのね」

「誰だれがランドセルだ！」

「はい、コータ、これ持って」

　宮古を無視してキャリーバッグをあずける天沢。中身はわからないが、軽く旅行に出かけるような重量感だった。自分は手ぶらになった天沢は「さあ、レッツゴー」と遠足気分で歩きだす。これから大会だというのにこの緊張感のなさ。ある意味、すごい。

　光こう太たは短く嘆息し、従者のようにあとに続いた。宮古が救いようのないバカを見るような目で睨にらみ、自分も歩きだす。足早に光太と天沢を追い抜いていく。

　すると天沢が対抗し、スピードを上げ、抜き返した。

　今度は宮古が対抗し、さらに追い抜く。さらにさらに天沢が抜き返す。さらにさらにさらに宮古が、天沢が、宮古が──二人はデッドヒートを演じた。決して走りはしない。あくまでも徒歩で競う。走ったら負けだという暗黙のルールがそこにあった。

　まったく、何を張り合っているんだか。スポーツバッグを肩にかけ、キャリーバッグを引きずり、光太は小走りで追う。

　二人は赤信号で止まった。光太も追いつく。三人とも軽く息が上がっていた。

「お二人さん、試合前にバテちゃいますよ？」

「…………」「…………」

　宮古と天沢は一言も発しないで横目に火花を散らすと「ふんっ」と同時に顔を背けた。青信号になり、横並びで横断歩道を渡ると、宮古は右に進路を変える。

「宮古さん？　どこ行くんですか？」

「あたしの会場はそっちと逆なの」そっけなく言って歩いていく。

「じゃあ、さっきの競争はなんだったんだよ」

　無む駄だに疲れただけだった。




　大会は学園島の各地のコロシアムで同時開催される。初戦の対戦カードが多いため、ひとつの会場では間に合わないのだ。公正公平を期すため、ベーシックな四方形ステージが設置されているコロシアムが会場として用いられていた。

　光こう太たは天あま沢さわの荷物持ちとして控え室までついていった。クイーン戦の会場だから、女子しかいなかった。更衣室は別にあるので男子が入っても問題はないのだが、そうは言っても場違い感は否めず、なんだか落ち着かない。

「コータ、バッグ、こっち」

　他の出場者がそわそわと大会の始まりを待つ中、天沢は悠々とメイクをしだした。キャリーバッグの中は化粧道具やファッションアイテムでいっぱいだった。フンフンと鼻歌交じりに眉まゆを描き、アイラインを引き、まつげを立てる。一人だけバスターではなくコンパニオンで来たかのような能天気さ。

　天沢のお気楽調子に周りの女子が苛いら立だち、空気がギスギスしだした。しかし天沢はまったく意に介さず、空気が読めないので、そのイライラは付き人状態の光太へと向けられた。なんとかしなさいよ、と言いたげな棘とげのある視線の集中砲火を食らう。

「あ、あの、天沢さん。もうちょっと緊張感を持ちましょうよ」

「え？　わたし、すっごく緊張してるのよ？」

　と言いつつも、手鏡を見ながら唇をアヒルのように尖とがらせ、リップグロスを塗る。

「サイファーが試合を見ているかもしれないでしょ？　そう考えたらドキドキしちゃう」

「いや、そういう意味での緊張ではなく」

　なんでこんなに余裕があるのだろう。決してランキングが高いわけでもない、むしろ出場者の中では最低ランクに近いのに。

　今回の騒そう動どうで、天沢はバスターとしても注目されるようになった。勝率一〇〇％の事実がメディアで取り上げられ、その実力が本物か否か物議をかもしている。試合数が少ないので参考にならないという意見もあれば、隠れた天才だという意見もある。

　しかし何を言われようと天沢はどこ吹く風。インタビューで実力を問われたときも、

『一いつ生しよう懸けん命めいがんばるのよ。サイファーとそう約束したのね』

　と答えるだけで、プレッシャーなど微み塵じんも感じていない様子だった。『みんなも応援してくれたら嬉うれしいのよ』と小こ悪あく魔まな笑顔を振りまいていたぐらいだ。

　表も裏もない。天沢リーゼはどんなときでも天沢リーゼだ。仮面で己を隠し偽っている自分とは違う。ある意味、仮面バスターの対極の存在と言えよう。

　そのあけすけなところが、ちょっぴり羨うらやましい。

「ついでに言わせていただくと、天あま沢さわさん、付つけ爪づめはやめたほうがいいかと」

「え？　なんで？」

「なんでって、それつけたままだと、アーツ使いにくくないですか？」

「うん。使いにくいけど」

「……だったらやめましょうよ」

「でもでも、せっかく付けてきたのに。可愛いのに」

「真面目にやるって言っておきながら、オシャレに気を取られて実力を発揮できないなんてことになったら、サイファーもきっとガッカリしますよ？」

　その名を出した途端、天沢は動物が耳を震ふるわせるように反応し、「そっか、わかった、やめるぅ」と素直に応じた。聞き分けのいい子。キャリーバッグの中からネイル用品の入った小箱を取り出し、付け爪を丁てい寧ねいに取り外していく。

「ねぇ、コータ。マニキュアはダメ？」

「まあ、それぐらいは問題ないと思います」

「じゃあ、そっちにするぅ」そう言ってまた別の小箱を取り出して開けた。「今日のラッキーカラーは……」と色を選ぶ。「あ、コータ、他にもいけないところがあったら教えて。サイファーに認めてもらうためにも、男性目線の意見は貴重なのね。何かある？」

「えっと……靴ですね。そんなヒールの高いローファーじゃなくて、普通の運動靴にしたほうがいいですよ。そんなの履はいてたら足くじいちゃいますって」

　今までそれで戦ってきて負け知らずなんだから驚く。

「でも靴なんて、予備で持ってきたスニーカーしかないのよ？」

「それで十分です」むしろそれが正解だ。

「他には他には？」

「あとは……ワイシャツはちゃんとボタンをかけて、裾すそも中に入れたほうがいいかと」

「うーん、ボタンすると胸が窮きゆう屈くつで苦しいのよ。動きづらいのね」

　天沢は両手で胸を持ち上げた。指の合間からこぼれんばかりのボリューム、重量感。

「そ、そうですか。そういうことなら、そのままでもけっこうです」

　バトル中にかなりのチラリズムが発生しそうだが、むしろそっちのほうが盛り上がって視聴率が伸びそうだ。ここはメディア委員会を後押ししておくとしよう。

「とりあえず、そんなところでしょうかね」

「ありがと、コータ」天沢は純粋に喜んでいた。「アドバイス、助かるのね。そうだっ、クイーン戦が終わるまで、わたしのマネージャーになってよ」

　また逆指名か。次から次へと思いもよらないポジションを用意してくれるものだ。

「……いいですよ。仰せのままに」

　どうせ弱みを握られているし、バグから警護するには都合がいい。

　こうして、カカシから番犬へ、番犬からマネージャーへ、光こう太たはランクアップを遂げた。肩書きが変わっただけで、いいように使われていることに変わりはないが。




　　　　○




『レディース・アンド・ジェントルメン！　お待たせしました、全国そして世界中のバスタードファンのみなさま。今年もやってまいりました、キング＆クイーンマッチ！　三日間にわたるバカ騒さわぎの幕開けです！』

　学園島の各コロシアムに、メインアナウンサーの実況が響ひびく。

　どの会場も満席に近い客入り。島外から訪れた観客も大勢いる。当然ながら、キング戦の会場には女性客が、クイーン戦の会場には男性客が、より多く詰めかけていた。

　メディア委員会は総動員。各会場にカメラマンとアナウンサーを配置し、テレビスタジオの放送席裏では臨戦態勢。

『試合は、十分間一本勝負。決着がつかずに時間切れとなった場合は、五分間の延長戦に入ります。それでも勝敗が決まらなければ、非情なるジャンケン勝負です。ただし決勝戦に限っては、延長戦は時間無制限となります。出場者はすでに各会場に振り分けられていますが、対戦カードはこのあと、開催の合図と共にランダムでいっせいに抽選されます。シード枠をゲットすれば儲もうけ物。アーツの相性の良し悪しで天国地獄。運も実力のうちです』

　各会場のオーロラビジョンに、スポンサーのロゴが大きく映し出された。

『今年も優勝特典として、本大会のスポンサーを務めていただきます北城製薬さんのＣＭ出演が確約されています。今回はなんと、学園の研究科と共同開発した新商品のコマーシャルということで、注目されること間違いなしです。他にも豪華特典が満載ですが、今年はそこにナンバーズへの挑戦権が加わりましたので、このブレイクチャンスを逃す手はないでしょう。まさにバスタードの登竜門になるであろう本大会。ニューヒーローとニューヒロインの誕生を見逃すな！　……と、そろそろ焦じれてきちゃいましたか？　それでは前置きはこの辺にしてとっとと行っちゃいましょう！　キング＆クイーンマッチ、スタートです！』

　各会場から昼花火が上がり、青空に景気のいい乾いた音が乱発した。

　かくして祭りの幕は切って落とされた。




　第四コロシアム。スタンドのオーロラビジョンに初戦のカードが発表されると、会場はいきなりクライマックスを迎えたかのような興こう奮ふんと熱狂に包まれた。

　大きく映し出された二人の少女の顔写真。その片方は、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのクォーター。

　会場別視聴率も一気に群を抜いた。ネット中継のアクセス数は急増。メディア委員会はさっそくエンジン全開。バスタードチャンネルのメインバトルとして報じる。

『こ、こちら第四コロシアムは、早くもボルテージがボルケーノ！　今大会の目玉とも言えるバスターが、初戦から登場します！』

　実況が慌あわててテンションを上げた。

『あの仮面バスターに交際を申し込んだ彼女、と言えばもうおわかりでしょう。バスタード界に異色の旋風を巻き起こしているクォーター美少女、その名も、天あま沢さわリーゼ！』

　入場口から二人の少女が出てきた。カメラは天沢のほうに集中し、ファッションモデルさながらのウォーキングを見せるその姿が、オーロラビジョンに大きく映しだされる。

　満員のスタンドからは大だい歓かん声せい。仮面バスターに告白したにもかかわらず、そして多くの男子を泣かせているという噂うわさ（事実だが）があるにもかかわらず、男性ファンは減るどころか増えている。これもまた小こ悪あく魔まのなせる業わざか。

『ランキングは百四十二位ながら、実はここまで公式戦では全勝中で負け知らず、勝率は驚きの一〇〇％です。果たして彼女の実力やいかに。クイーンになるとの宣言はどこまで現実味があるのか。この一戦でわかるでしょう。さあ、バトルセットです』

　フィールド中央のステージに上がった二人がアーツを召しよう喚かんする。

　天沢はビームランス《吉祥天雅ブリユンヒルデ》を体に巻きつけるように振り回し、かまえた。

　対戦相手は両腕にブレスレットを装備。オレンジ色に発光し、光の輪を生んだ。それを指先で回すと巨大な円えん月げつ輪りんと化す。飛び道具系だ。

　ガードシステムが作動。スタンドとフィールドの境に透明な光の防護壁がそびえ、ドーム状に展開し、ステージを丸ごと包む。オーロラビジョンに派手な映像演出。稲妻がほとばしり、火炎が舞まう。格闘ゲームのように対戦カードが再紹介された。相手のランキングは九十九位。順位だけ見れば格上だ。

　スタンドがいったん静まり返る。

　そして、各会場いっせいに、開始のブザーが鳴った。

　途端に、割れんばかりの歓声が湧き起こり、コロシアムが揺れた。

『さあ、始まりました！　仮面バスターも注目しているに違いないこの対決。天沢リーゼはどんな戦いを見せるのでしょうか！　おっと、両者早くも動いた！』

　天沢が前に出る。速い。風に乗っているように軽い。

　対戦者は慌てずに後ろに跳んで距離を取り、両手の円月輪を飛ばした。すぐにブレスレットが新たな光の輪を生み、次から次へと指先から飛ばしていく。

　天沢は正面に矛ほこをかまえた。先端が翡ひ翠すいの輝かがやきを放つと、粒子光を帯びた風が巻き、螺ら旋せん状じように渦の壁を作る。円月輪をことごとく弾はじく。

　相手もすかさず打つ手を変えた。円月輪を正面ではなく左右に散らす。鋭するどく弧こを描えがいたそれがサイドから天沢を狙ねらう。

　捉とらえたかに見えたそのとき、天あま沢さわは矛ほこをステージに突き立て、しならせ、棒高跳びのように跳び上がった。円えん月げつ輪りん同士が衝しよう突とつし、爆はぜ、粒子光を散らす。

　天沢は宙で身をひねり、逆さまにトリプルアクセルを決めて相手の頭上を越えると、着地と同時に素早く、フェンシングのようにビームランスを突き出した。まるで計ったような絶妙な距離感で、振り返った対戦相手の胸を、光の矛が貫く。

　瞬しゆん間かん、時が止まったように会場が沈黙した。対戦相手のアーツが砕け散り、ゆっくりと大の字に倒れる。

　開始から、わずか十秒足らず。電光石火の展開、そしてあっという間の幕切れに、実況はほとんど仕事をさせてもらえず、観客は応援に身を入れる暇ひまもなかった。

　当の天沢は、決着がついたのに何の反応もないので、小さく首をかしげている。

『……びょ、秒殺ぅぅぅぅぅぅぅぅッ！』

　ようやく実況が沈黙を破り、試合終了のブザーが鳴った。

　同時に会場の時間が動きだし、大だい歓かん声せいが天を突き、地じ響ひびきを起こす。

『あっという間のことで解説する暇もありませんでした！　なんという速さ。そしてなんという強さ。まさに疾しつ風ぷう怒ど濤とう！　百聞は一見にしかず、天沢リーゼはホンモノだ！　これはもしかしたらもしかするぞーっ！』

　ガードシステムが解除され、会場の盛り上がりが天沢の耳にも届く。アーツを解いた天沢は嬉うれしそうにカメラに手を振り、両手で投げキッス。男性ファンはメロメロ。小こ悪あく魔まが会場を虜とりこにした瞬間だった。




　控え室に戻ってきた天沢は疲れた様子もなく、軽くお茶してきたくらいの気楽さで「ただいまなのよー」と天てん真しん爛らん漫まんに笑った。実際、ステージに出て行ってから試合をこなして戻ってくるまで五分とかかっていなかった。

「あーあ、髪が乱れちゃった」とマイペースに身だしなみを整えだす。

　その実力（の一端にすぎないだろう）を目まの当たりにした他の女子たちは、天沢の能天気さに苛いら立だって睨にらんでいたそれまでとは打って変わり、重い沈黙を漂わせた。無理もない。あんな試合を見せられて、さらにこんな奔放ぶりを前にしたら、その胸中はさぞ複雑だろう。

「ねぇ、コータ、どうだった？　わたし、がんばってみたけど」

「……ええ、すごかったですよ」

「でも、思ったより早く終わっちゃったのね。もっともっとがんばっているところを見せたかったのに、サイファーに全然アピールできなかったのよ」

「いや、これ以上ないアピールだったと思います」

　試合を見ていた全員が度肝を抜かれたに違いない。並みの動きではなかった。時間の流れが違うのではと思うほどのハイスピードアクション。おそらく風のエレメントを利用したブースト効果の一種だろう。爆発力という点では〝稲妻駆動プラズマドライブ〟に及ばないだろうが、スキルとしてではなく自然体でやってのけていたあたりにセンスの高さを感じさせる。

「今日はもうおしまいだっけ？」天あま沢さわはハイヒールローファーに履はき替える。

「いえ、午後にもう一試合、次は二回戦です」光こう太たはマネージャーを務めた。「順調にいくと開始予定時刻は一時半。一時にはここにいたほうがいいでしょう。それまでは自由にしてかまいません。早めに昼食をすませておくことをお勧めします」

「うーん、けっこう暇ひまなのね。もっとサクサクできないの？　バトルロイヤルみたいにいっせいにやっちゃえばいいのに」

「文句があるなら運営委員会に言ってください」

「やーよ。委員会とかそういうの、めんどくさい人しかいないもん」

「それは偏見というものでしょう」

　役職＝面倒。天沢にとって肩書きは邪じや魔まなものでしかないのかもしれない。では、バスターはどうなのか。真面目にがんばるとは言っているが、バスターというものについて真剣に考えているかというと、そうでもなさそうだ。バスタードに積極的になったのはいいが、天沢の心の矛ほこ先さきは、あくまでサイファーに向いている。あのときの叱しつ咤たが本当の意味で響ひびいているようには、残念ながら見えなかった。




　　　　○




　コロシアム内で販売されているファーストフードで早めに昼食をすませた天沢は、暇だからカラオケに行こうと言いだした。

　大会の真まっ只ただ中なかにカラオケって……。光太は呆あきれながらもマネージャーとして──否、警護役として一緒についていったが、メインストリートの手前まで来たところで天沢は「やっぱりやーめた」と急に踵きびすを返した。とんだ気分屋だ。あるいは、この前の事件を思い出して不安がよぎったのかもしれないけど。

　結局コロシアムに引き返し、医務室のベッドで昼寝をすることにしたらしい。あくび交じりに脱いだ上着をハンガーにかけ、天沢は布団の中にもぐりこむ。

「一時になったら起こしてね。おやすみ」

　カーテンの仕切りが閉ざされた。

　大会の最中によく眠れるものだ。もはや呆れるのを通り越して感心する光太は、用もないのに医務室にとどまるわけにもいかず、廊下に出た。近くにあったベンチに座る。いつ何なん時どきバグの寄生者が現れるかわからないので、離れることはできない。

　人の出入りをチェックしながら、携帯端末のメールツールで静しず句くと連絡を取る。

〈天あま沢さわリーゼ、現在、お昼寝中。異常なしです〉

〈ご苦労様です。引き続き、マークをお願いします〉

　静しず句くの返答は敬語。そこに特に意味はない。文面ではいつもこうなのだ。

〈風紀の動きはどうですか？〉と光こう太たは尋ねた。

〈会場の警備に人員を大きく割き、街の見回りは最低限の人数で行っています。彼らは大会を無事に乗り切ることを第一にしているようです。もちろん、早期にバグを発見・討とう伐ばつできるに越したことはありませんが、今のところは他のバスターに任せてもいいというスタンスであるように思えます。報ほう奨しようポイントが高めに設定されたのも、そのあたりの影えい響きようかと〉

〈なるほど。寄生されても命の危険はないですからね。今回はバグそのものよりもバスターの暴徒化のほうが問題ですし……寄生対象のピックアップのほうはどうです？　天沢さんに未練のある男子が、寄生される可能性が高いって話でしたけど〉

〈そっちは微妙なり〉

　と、ピンク色の文字が割り込んだ。

〈うちが調べたところによると、さわりんに捨てられた男子は、わかっているだけでも三十人以上、実際はもっと上を行くと思うなり。一応、防犯カメラの映像に顔認証をかけてチェックしてるけど、全員同時にはマークしきれないなりよ〉

〈男泣かせの小こ悪あく魔まは伊だ達てじゃない、か〉

〈ところで、さっきのさわりんの試合すごかったね。秒殺とはびっくらこいた〉

〈彼女のポテンシャルは計り知れないものがあります〉

　と、静句は分析。そして厳しい言葉で続ける。

〈問題はその姿勢です。過去の公式試合の映像を見たところ、やる気がなく、集中力に欠け、全力を尽くすことをせず、できるだけ楽をしようとしている、そんな戦いぶりでした。今はエンターテインメントが優先され、バスタードに対する考え方も多様化しているとは言え、彼女はそれ以前の問題です〉

〈僕も、ときどき腹が立ちます〉

　同意した光太は、そのあとに〈ですが〉と自然と擁よう護ごの言葉を続けていた。

〈今はサイファーの件がきっかけになって、やる気を出しています。あのとおり捉とらえどころがないので、傍はたから見ると自由奔放で楽天的で、どこまで本気かわからなくなりますが、少なくとも本人は真面目にがんばっているつもりのようです〉

〈確かに、さっきの初戦は見違えるほどの戦いぶりでした。今大会を機に、バスターとして成長してくれるといいのですが〉

〈はい。僕も期待しています……なんて、偉そうなことを言える立場ではないですけど〉

〈ところで光太くん。もしも彼女が本当に優勝したら、どうする気ですか？　交際の件〉

〈もちろん断りますよ〉

〈ちゃんと断れるなりか？〉とメイリーナ。〈また押し切られちゃったりして〉

〈断固、拒否してみせる。ていうか、さすがに優勝は無理だろう〉

〈油断大敵です、光こう太たくん。そんなふうに脇が甘いから付け込まれるんです。可能性がゼロでない以上、心構えはしておいてください。これに限らず、隙すきを見せないように〉

〈サイファーになりきれば大丈夫だと思うなりよ？　光太は仮面があるとないとで人間が変わるからね。バスターズ・ハイに突入するとそれこそ別人だし。二重人格みたいな？〉

〈そこまでひどくないだろ〉

〈自覚がないのが何よりの証拠なりよ。ぷぷぷ〉

〈とにかく、ちゃんとしてください。仮面バスターに恋愛は御ご法はつ度とです。それに、これは光太くんだけの問題ではありません。サイファーの問題は私たちチームの問題です〉

　わかりましたか？　と釘を刺すようにもう一文、届いた。

　ここにきて静しず句くの文面が冷たくなったように感じられる。なんとなく携帯端末の向こうで微笑ほほえみながら怒りマークを浮かべて白い霧きりをまとっている姿が想像され、光太はぶるっと背筋が寒くなった。誠意を注入するように一文字一文字しっかりと文章を打ち込む。

〈承知しました。マスクド・バスターの名にかけて〉

　医務室には、試合が終わるたび、プラナの枯こ渇かつ状じよう態たいに陥った敗者が運ばれていった。

　昼になり、会場全体が休きゆう憩けい時じ間かんに入ると、保健委員も医務室を離れた。関係者通路なので観客が入ってくることはないが、万が一ということもあるかもしれないので、光太はその場にとどまる。退屈と眠気と戦いながら時間が過ぎるのを待った。

　そして何事もなく午後一時になった。天あま沢さわを起こしに医務室に入る。まだ保健委員は戻ってきておらず、他には誰だれもいない。カーテンの仕切り越しに声をかける。

「天沢さん、時間ですよ。起きてください」

　しかし反応はなかった。耳を澄ますと、かすかな寝息が聞こえる。もう一度呼びかけたが応答はなく、これは直に起こさないとダメだと思い、「失礼します」と断りを入れてカーテンを開いたところ、あられもない寝姿が目に飛び込んできた。
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　はだけたワイシャツ。両肩が露ろ出しゆつし、ブラジャーの紐ひもがずれている。スカートは大きくめくれ、絶対領域を超えて下着が覗のぞいていた。掛布団はお腹なかにかかっていたが、へそを隠して他を隠さず、もはや衣服で覆おおわれた部分より肌の露出のほうが多い有様だった。

　ごくり、光太はのどを鳴らす。

　目に焼きつける勢いで凝ぎよう視ししている自分がいた。

　いやいや、堪たん能のうしている場合じゃない。早く起こさないと。

「天沢さん、起きてください」

　耳元で呼びかけたが、反応なし。しかたなく、なるべく見ないようにしながら──しかし横目にじっくり見ながら──はだけた肩をゆすって呼びかける。すると天沢は「んん」と色っぽい声を漏らし、寝返りを打った。光こう太たは慌あわてて顔を背けたが、不意に腕をつかまれ、引っ張られた。「おわっ」とベッドに倒れ込む。

　ぎゅ～、と抱き枕にされた。胸の谷間に顔が埋まる。

　柔らかい。温かい。いい匂い。

　光太は興こう奮ふんと混乱で頭が真っ白になった。

「んー、コータぁ」

　と、天あま沢さわが甘い声で囁ささやく。

　光太はビクッと固まった。

　まずい、終わった、と思った。

「もぉ、そんなところ、舐なめちゃやん……めぇーなのよぅ」

　くすぐったそうに身をくねらせ、すぅすぅと呼吸を繰り返す天沢。

　寝言だったようだ。今のコータは、おそらく飼っていた犬のほうだろう。

　ふぅ、と巨乳に挟まれたまま安あん堵どの息をついたそのとき、ベッドの脇に置かれていた天沢の携帯端末がアラーム音を発した。しまった、目覚ましか。

　反射的に天沢のハグから抜け出す。

　天沢がもぞもぞ動いて目を覚ます。

「んん……ん？」

「おはようございます、天あま沢さわさん。一時です」

　直立不動で真正面を向き、何事もなかったように告げた。

「ほぇ？」天沢は寝ぼけ顔。「ああ、コータ……あと十分」

　また寝ようとした。

「ダメです、起きてください。三十分後には試合ですよ。ちゃんと準備しないと」

「じゃあ、あと二十分」

「増えてるじゃないですか！」

「すぅー、すぅー」寝息を立て始めた。

　やれやれだ。しかたない、ここは奥の手を使うか。

「寝ぼけ顔で試合に出る気ですか？　サイファーが見ているかもしれないのに？」

　次の瞬しゆん間かん、ビックリ箱の中身が飛び出すかのような勢いで、天沢は跳ね起きた。サイファーの名前を出せば少しは目が覚めるだろうとは思ったが、予想以上に効果テキメン。

「急ぐのよ、コータ！　メイク直さなきゃ！」




　控え室に戻った天沢は、きっちり化粧を整えて試合に向かった。

「いってきまーす」

　と、相変わらず緊張に欠けたお気楽調子で。

　なんだかなぁ、と光こう太たは思う。静しず句くとのやりとりで天沢を擁よう護ごしておいて今さらだが、あの自由人な姿を前にすると、首をひねらずにはいられない。やる気はあるが、色恋が目的であり原動力であるだけに、浮ついた感が否めなかった。

　この大会を通じてバスターとしての成長を期待する、と静句は言っていたが、今のままではクイーン戦が終わってサイファーに交際を断られたあとも、モチベーションが続くかどうか微妙なところだ。

　いっそコテンパンに負けてしまえば、すべてあきらめがつくのかもしれない──そう思って試合を見始めたが、ものの一分で勝敗は決した。

　控え室を出てから五分とたたずして天沢が戻ってくる。勝利を手土産に。

「やったのよ、コータ」

　小こ悪あく魔まな笑顔。両手でピースサイン。

　無邪気すぎる振ふる舞まいに光太は苦笑しながらも、静句も認めるポテンシャルの高さを見せられると、期待せずにはいられないのだった。




　　　　○




　大会初日が終了し、ベスト16が出で揃そろった。一年で残ったのは、キング戦もクイーン戦も含めて、宮みや古こ朱あか音ねと天あま沢さわリーゼの二人だけ。

　メディアもこの二人に注目し、

『仮面バスターを巡る恋の三角関係。サイファーを射止めるのは紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめか、それとも天才クォーターか』

　などと煽あおっていた。

　天沢の実力が証明された今、単なるネタではなくなり、余計に盛り上がっている。好き勝手に話を盛られているのは不本意だが、今さらということもあり、ここまで来ると光こう太たも一バスタードファンとして見てみたくなった──宮古朱音と天沢リーゼの直接対決を。トーナメントの位置的に、二人がぶつかるとしたら決勝戦しかない。果たして実現するだろうか。

「なかなかいい感じなのね。牛乳アンパン」

「それを言うなら順じゆん風ぷう満まん帆ぱんです」

　午後七時過ぎ、光太は天沢と共に、夜道を歩いていた。

　二回戦が終わったあと、天沢は他の試合に目もくれず、いったん帰宅した。マンションまで送ったところで、食事の誘いを受けた。「麻雀マージヤンフリテンで奢おごっちゃうのよ」と。大おお盤ばん振ぶる舞まいと言いたかったのだろう。試合に勝って機嫌がいいのか、あるいはストーカーの件があってまだ一人では不安なのか。にしてもそんな言葉どこで覚えたんだか──まあそれは置いて、光太は奢りに食いついて──もとい、警護の必要もあるので、二つ返事で誘いを受けた。

　夜にマンション前で待ち合わせることにし、一度秘密基地に戻った。静しず句くに事情を話すと休きゆう憩けい室しつに少しばかり冬が到来したが、天沢をマークしなくてはならないため、氷の微笑で納得した次第だ。そして七時少し前にマンションまで天沢を迎えに上がり、今に至る。

　天沢がよく通っているというお店に向かった。閑かん静せいな住宅街を抜け、人工河川にかかった橋を越え、メインストリートの喧けん騒そうにぶつかる手前で道を折れる。海とは反対方向、並木通りを進んでいくと、暖かなオレンジの明かりを灯ともすお店が見えてきた。

　民家に挟まれてひっそりと建つ小じゃれたレストラン。住宅を改装して造られたようでペンションのような趣おもむきがあった。店内は落ち着いた雰囲気で天井が高く、インテリア照明のプロペラがゆったりと回っていた。

　奥の窓際席に通される。客のほとんどは制服姿──女子ばかりだった。中には中等部の子もいる。能力科の制服は見当たらなかったので、バグはいないだろうと光太は一安心。

　客の女子たちが天沢に気づいた。今世間を騒さわがせている時の人。芸能人を目もく撃げきしたかのように目を輝かがやかせたかと思えば、一緒にいる光太の姿に気づくと訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「ねぇねぇ、天沢リーゼだよ。髪きれー……肌白い……脚長っ」

「でも、なんでまだ最下位の男ボトムナンバーと一緒なの？　別れたんじゃないの？」

「あれは最初からただのパシリだったみたいよ。むしろペット？　犬？」

「そうなんだ。まあ、最下位の男ボトムナンバーだもんね。普通に考えて、ありえないよね」

　言いたい放題だった。

　メニューを開きながら、天あま沢さわは言う。

「今日はね、コータにお礼をしたいのよ」

「お礼？　何かお礼されるようなこと、しましたっけ？」

「この前、メインストリートで襲おそわれたとき、最初にコータが盾になってくれたでしょ。すぐにやられちゃったけど。でも、おかげで不意打ちを受けずにすんだのね。そのあとサイファーにも会えたし。コータはきっとラッキーボーイなのよ」

「そうですかね」

　こっちにとっては、アンラッキーな気がするけど。

「だから今日はごちそうするのよ。ここはビーフシチューがオススメなのね」

「では、お言葉に甘えて、ビーフシチューのセットを」

「かしこまりぃ」

　天沢はウェイトレスを呼び、ビーフシチューのセットを二つ注文した。ウェイトレスも学園の生徒のアルバイトのようだった。注文を復唱して確認し、戻っていく。

「そう言えば、コータ。ずっと気になってたんだけど、お尻の数字って何？」

「は？」いきなり意味がわからない。「お尻？」

「友達もみんな、コータをそう呼んでいるのね──ボトムナンバーって。よくわからないからテキトーに話を合わせていたけど」

「あぁ」そう訳したのか。「まあその、ニックネームみたいなものですよ。洒落しやれというか皮肉の利いたやつですが」まさか今日までその意味も知らずにいたとはな。

　光こう太たは簡単に説明した。最下位を揶や揄ゆした異名で、ビリッケツ、ケツ番という意味だと。

　てっきり笑われると思ったが、天沢は「ケツ」と小さくつぶやくと、急に機嫌を害した。

「ひどい話なのね。そんなハレンチであくどい名前をつけるなんて」

　人の弱みを握って男おとこ除よけのカカシを命じた人の台詞せりふとは思えない。

「コータはいいの？　そんな呼ばれ方して。わたしなら我慢ならないのよ。後ろ首をさされて笑われるなんて、断固反対しっぺ返しで黙らせるのね」

「それを言うなら後ろ指です。あと、しっぺ程度じゃ、黙らせるのは無理かと」

「嫌じゃないの？」天沢は自分のことのようにムキになって身を乗り出した。「嫌よ嫌よも好きのうちとは言うけれど、嫌い嫌いはやっぱり嫌いなのよ。バカにされて笑われてコケシにされていいの？　狸たぬき寝ね入いりするの？」

「コケシじゃなくてコケ、狸寝入りじゃなくて泣き寝入り、ですね」間違いだらけだ。「まあその、よくはないですよ。僕だって好きで呼ばれているわけじゃないですし……ただ現実として最下位ですから、言い訳はできないわけで」

「だからって悪口は許せないのよ。よりにもよってお尻のことを言うだなんて」

　天あま沢さわは唇を噛かみ、頭を振る。降りかかった不幸を嘆くように。

　もしかして、と光こう太たは思う。先ほどからムキになっている理由は、尻つながり？　ケツデカと最下位の男ボトムナンバーを重ねているのか？

　急に気が抜けた。やれやれと脱力。

　切り替えて話を続ける。

「バスタードで受けた汚名はバスタードで返上するしかありません。最下位の男ボトムナンバーと呼ばれないようにするいちばんの方法は、最下位を脱出することですからね。バスターとしての力を示すことでしかこの異名は払ふつ拭しよくできないと思うし、自分でもそれ以外の方法では納得いかない。だから今は、誰だれに何と言われようとかまわない──いつか最下位を脱して、その現実を認めさせることで、黙らせてやる──そう思って、足あ掻がいています」

　柄がらにもなく気取ったことを言ってしまった。少し恥ずかしくなる。

　天沢は両手で頬ほおを包むように頬杖をつき、正面からじっと見つめる。ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返して「ふーん」と言い、天使のように微笑ほほえんだ。

「コータもがんばってるのね。わたしよりずっと立派だと思うのよ」

「立派とかそういうのじゃないです。バスタード以外、何もないってだけですよ」

「何も？」

「他に取り柄がないんですよ」光太は肩をすくめた。「アーツの力はオリジナルだから、これだけは自分だけの特別だって思える。まあ、現実は最下位ですけどね」

「でも、コータはちゃんとバスターなのよ。わたしはそう思うのね。サイファーだってきっと認めてくれると思うのよ」

「……だと、いいですね」皮肉じゃなしにそう思った。

　注文したビーフシチューが届く。ぐつぐつと煮えていて、湯気が昇る。おいしそうな匂いに天沢は満面の笑みを浮かべ、エア拍手をした。

「さあ、食べよ食べよ。これがまた別べつ嬪ぴんなのよ」

「それを言うなら絶品です。別嬪は天沢さんのほうですよ」

「コ、コータ」天沢は青ざめた。「わたしを食べる気？」

「あとで辞書を引いてください」相手にしない。「ほら、冷めないうちに」

　二人で一緒に「いただきます」を唱えた。




　店外、並木通りの反対側、ビーフシチューに舌した鼓つづみを打つ未み空そら光太と天沢リーゼの姿を、じっと見ている人物がいた。垣根の裏に身を潜ひそめ、もぐらのように顔を出している。季節外れのスプリングコート。帽子に大きなマスク。夜にもかかわらずかけているサングラスを下にずらして双眼鏡で店を覗のぞいていた。マスクを顎あごにかけ、ふぅーと息を吐く。

「おいしそうね、あれ。アンジュに作ってもらおうかしら、ビーフシチュー」

　と、つぶやいたのは、御み凪なぎ静しず句く。

　不ふ審しん者しや丸出しの格好だが、本人はこれで探偵のつもりだった。

「なんだか楽しそうね、光こう太たくん。自分の役目を忘れているんじゃないかしら。まるでデートしているみたいじゃないの、まったく。帰ったら厳重注意だわ」

『ただ一緒にごはん食べてるだけでしょ』

　イヤホンを通じ、メイリーナのそっけない声が届く。

「ただ食事しているだけなのが問題なのよ」静句はいじけるように唇を尖とがらせる。「あくまでも警護として同行を許したのであって、普通に女の子と食事をして普通に女の子とおしゃべりして普通に女の子と楽しい時間を過ごすことを許した覚えはないんだから」

『なるほど、そうくる。けど、ちょっと厳しすぎない？』

「何を言っているの、今が任務中であることを忘れてはならないわ。光太くんも、もっと緊張感を持ってほしいものね。あんなにデレデレしちゃって……何を話しているのかしら。メイリーナ、光太くんの端末を遠隔操作して、声を拾えないかしら？」

『できるけど、それはいくらなんでもどうなんだろう』

　さすがにメイリーナも引き気味だ。

『ていうか、静句……今すっごく残念な女になっているなりよ』

「ざ、残念？　どこが？」

『どこがって……全部？　格好は怪しいし、やっていることはストーカーだし』

「失礼ね。私はただ変装して尾行して遠くから見守っているだけよ」

『それを一般にはストーカーと呼ぶなり』

「いいえ、これはチーム〝マスクド・バスター〟の正当なミッションなの。私は総司令として任にん務む遂すい行こうを見守らなくてはならないのよ」

『また変な意地を張る』小さく嘆息。『素直じゃないなりねぇ』

「まあ、率直に言って、彼女をおとりに使っているも同然なのは、認めるわ」

『いや、そういうことじゃなくて……はぁ』今度は大きなため息。『静句はさ、まず自分の気持ちを見つめたほうがいいなりよ。本当のところどうなのか、うちにもわからないけど』

「自分の気持ちを見つめる……確かに、言われてみれば、お腹なかが空すいてきたわね。私もお店に入って、あのビーフシチューが食べたい。だけど、これ以上の接近は任務に支障をきたす恐れがある。素直になれない自分が辛つらいわ」

　静句はお腹をさすり、羨うらやましそうに双眼鏡を覗のぞいて、ごくりとのどを鳴らす。

『これだもんなぁ。光太に同情するよ、ホント』




　同時刻、河川沿いの土手道。

　宮みや古こ朱あか音ねは、ジャージ姿でジョギングし、軽く汗を流していた。

　橋を越えるとメインストリートの派手なネオンが見えてくる。休日だし、まだ八時前なので人通りは多そうだ。走るには向かないだろうから手前で道を折れた。北上し、その先にかかっている別の橋を渡って住宅街に戻ろうと考える。

　と、少し進んだところで、怪しい人物を目にした。

　民家が建ち並ぶ静かな並木通り。その人物は、歩道に設けられている垣根の裏に身を潜ひそめて顔だけ出し、双眼鏡で反対側の通りを覗のぞいていた。車道を挟んで向かいには、宮みや古こも何度か行ったことのあるレストランがある。

「……怪しい」

　怪しすぎる。私は怪しいですよ、と主張しているかのように。

　宮古は忍び足で背後から近づいた。もしやバグに寄生された者か。たとえそうでなくても十二分に不ふ審しん者しやだ。帽子にサングラスにマスク。時期外れのスプリングコート。近づくと、よく聞き取れなかったが、ぶつぶつと独り言を漏らしていた。ますます怪しい。

　見過ごすわけにはいかない。宮古はアーツを召しよう喚かんした。

　右手に赤いプラナが集い、真紅の機械刀《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》が顕けん現げん。

「そこっ、何してるの！」

　声を飛ばし、アーツを振りかざした、その刹せつ那な。

　ふっ、とプラナの波が吹いたかと思うと、首元に青白い光刃がかざされた。

　目の前に怪しい人物の姿はなく、その冷たい気配は、いつの間にか背後に。

　まったく反応できなかった。一いつ瞬しゆんにして背中を取られた事実はもちろん、自分に向けられたそのアーツの形状に、宮古は驚く。

　死神の鎌かまのようなそのシルエットを、知らないはずがない。

「《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》!?」と、いうことは。「絶ぜつ対たい零れい度どの女王？」

「あらら？」

　と、鈴を転がすような声音。

「あなた、確か、宮古朱あか音ねさん？」

　首元の光刃が離れる。冷気も引き、空気が緩ゆるんだ。

　宮古が振り返ると、そこにいたのはやはり、バスタードの元王者、絶対零度の女王その人に違いなかった。

「ごめんなさいね」

　と、御み凪なぎ静しず句くはにこやかに謝り、アーツを解く。

「急に気配を感じたから、もしかしたらバグかと思って」

「い、いえ。こちらこそ、すみませんでした。いきなり」

　宮古は恐縮して謝り返し、自分もアーツを解く。

「あの……会長は、ここで何を？　それに、その格好は……」

「あ、こ、これ？」

　御み凪なぎ静しず句くは慌あわてていた。きょろきょろと目が泳ぐ。

　すごく挙きよ動どう不ふ審しんだった。

「これはね、えっと、その……そう！　ちょっとＵＦＯを探しにね！」

「ゆーふぉー？」

「知らない？　最近、学園島ではＵＦＯの目もく撃げき談だんが相次いでいるのよ」

　確かに、近ちか頃ごろそんな噂うわさがあるようだ。クラスメイトから、天あま沢さわリーゼと未み空そら光こう太たの噂を耳にしたとき、一緒にそういう話も聞いた覚えがある。実際、夜に不思議な発光体が飛行するのを見たという子もいた。どこまで本当かはわからないが。

「あっ、今あそこに怪しい光が！」

　御凪静句は双眼鏡で夜空を見た。「急いで追いかけないと！」とわざとらしく言って走っていく。その背中は、どちらかと言うと追跡よりも逃走を感じさせる。

　ふと、途中で立ち止まり、振り返った。

「そうそう、ひとつ言っておくわ、宮みや古こさん。私は決して残念な女ではないのよ。くれぐれも勘違いしないように。それじゃあね──待ってなさい、Ｕ・Ｆ・Ｏ！」

　今度こそ振り返らずに疾しつ走そう、道を曲がって姿を消す。

　宮古はポカーンと呆あつ気けに取られ、棒立ちで見送った。

「絶ぜつ対たい零れい度どの女王、御凪静句……あんな人だったんだ」

　なんか、思っていたのと全然違う。御凪の令れい嬢じようで生徒会長。史上最強と言われながらあっさりと引退した元王者。お高くとまって上から見下ろしている冷笑的なイメージを勝手に持っていたけれど、さっきの彼女はシニカルというよりコミカルだった。

　なんだか拍子抜けだったが、それはそれとして。

「……一歩も、動けなかった」

　一いつ瞬しゆんだった。気づいたときには後ろにいて、首元に刃やいばがあった。決して油断していたわけじゃないし、先に仕掛けたのはこっちだったのに。完敗もいいところ。

　思っていたのと違った女王は、思っていた以上に遠い存在だった。

　宮古は悔しさをにじませ、右を何度か握って開き、ふっと短く息を吐く。落ち込んでいるのではなかった。むしろその目にやる気をみなぎらせ、

「まだまだってことね……そうでなくっちゃ」

　と、不敵な笑みを浮かべて、ジョギングに戻った。




　　　　○




　キング＆クイーンマッチ、二日目。

　トーナメントが進んで対戦カードが減ったことで、利用される会場も減り、その分、観客が集中してコロシアムは満員御礼をさらに越え、立ち見客が出ていた。

　天あま沢さわは無事に三回戦を勝ち上がり、四回戦を迎えた。勝てばベスト４、最終日進出が決まる試合。さすがにここまでくると相手も手強い。三回戦では終始天沢ペースだったが、制限時間いっぱいまで粘られ、体力とプラナを消しよう耗もうした。さすがに「無む駄だに疲れたのね。しつこいのは嫌いなのよ」と疲れを見せた天沢は、昼寝を挟んで回復を図り、そして挑んだこの試合。

　相手はランキング二十五位。〝剣けん舞ぶの巫み女こ〟の異名を持つ強敵だ。

　開始二分、天沢は押されていた。

『止まらない止まらない、刃やいばの嵐！　天沢リーゼ、防戦一方です！』

〝剣の舞ソードダンス〟──十六本もの機動剣が感かん応のう操作により宙を飛び交い、四方八方から襲おそう。天沢は華か麗れいなステップで避よけるも、踊らされているも同然。手数の多さに回かい避ひが間に合わず、ビームランスで受け弾はじく。相手は一歩も動かず、両手に持った剣を指揮棒のように振るう。十六本の機動剣がそれに呼応し、統率された動きで攻めの手を休めない。

『これは厳しい展開になってきたぞ！　危うし、天沢リーゼ！　クイーンに、そして仮面バスターに続く道は、ここで断たれてしまうのかーっ！』

　光こう太たは控え室で、手に汗握りながら試合を見守っていた。サイファーの件は抜きにして純粋に応援している自分がいる。それゆえにもどかしい。

「いい加減、目を覚ませって」

　モニターに映る天沢は、防御と回避に追われてピンチだが、慌あわてている様子はない。それどころか目が据わっていて、今にもあくびをかましそうだ。

　けしからんことに寝起きなのだ、あの小こ悪あく魔まは。

　試合の三十分前に一度は起きたが、手洗いに立ったまま控え室に戻ってこなくて、心配して捜し回ったら医務室で二度寝していた。前の試合の消耗が予想以上だったようだ。慌てて起こしたけれど時間はなく、すぐに試合に出なくてはならなかった。それでも最低限メイクを直して出て行ったのはさすがと言うべきか。

『おっと、ここで旋風！　天沢リーゼ、風のエレメントで防壁を展開！』

　ようやくスイッチが入ったか、反はん撃げきに打って出る。アーツを頭上で回転し、翡ひ翠すいの粒子光を帯びた風の渦を起こし、機動剣を寄せつけない。さらに矛ほこを薙なぎ、〝風の傷痕シヤムシール〟を放つ。三日月状の風刃が飛び出し、相手を襲う。しかし機動剣に斬きり払われてしまう。

『互いに攻め手を欠いている。膠こう着ちやく状態です』

　長期戦は不利だ。天沢の不安要素はスタミナと集中力。練習量と試合経験という点では誰だれよりも劣る。前の三回戦も、持久戦に持ち込まれ、苦戦を強いられた。

　本人もこのままではまずいと思ったのだろう、立て続けに動いた。

『おっと、ビームランスが光りだしたぞ？　何をする気だぁ？』

　光の矛ほこが燦さん然ぜんと輝かがやき、粒子光が花か冠かん状じようの飾りに伝う。

　すると、花が開くように飾りが動いた。六枚の花弁が展開したかと思うと、いっせいに飛び立つ。同時に旋風が解かれた。

　その瞬しゆん間かんを待っていたかのように十六本の機動剣が襲おそいかかる。だが、天あま沢さわの周りを翡ひ翠すいの光が飛び交い、すべての刃が弾はじき飛ばされた。

　六つの発光体が、天沢の周りを踊るように旋回した。
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『な、なんでしょうか、あれは。アーツから分離したパーツが、まるで妖精のように舞まっています。スローで確認してみましょう』

　モニターに、分離の瞬間を捉とらえた映像が再生された。六枚の花弁が飛行体と化し、その先端にプラナのビームエッジを伸ばして、プラナを噴ふいて飛び交う。

『感かん応のう操作のビット兵器──アーツに備えられていたオプションでしょうか？　今までの戦せん闘とうデータにはありません！　天沢リーゼ、とんでもない隠し玉を持っていたーっ！』

　アーツの中には、複数の武装を内蔵しているものがある。成長によって新たな武装を得るタイプもあり、第セ二カ武ン装ド、第三武装サード、第フ四オ武ー装スとオプションが開放されるという。ナンバーズの中には第セ七ブ武ン装スまで備えたアーツの使い手もいる。

　天沢のアーツ《吉祥天雅ブリユンヒルデ》にあんなオプションがあったとは知らなかった。それもＡ級武装のビット兵器だなんて──光こう太たは「ははっ」と笑ってしまった。斜め上をスキップするとはまさにこのこと。あの小こ悪あく魔ま、底が見えない。

『速い、速い、速い！　妖精が機動剣を圧倒、形勢逆転だ！』

　ステージ上、光の刃やいばが幾重にも交差する。相手の機動剣が重力と慣性の影えい響きようを受けているのに対し、天沢のフェアリーダガー（と呼んでおく）は自由自在に宙を舞まい踊り、性能で圧倒していた。さらに〝風の傷痕シヤムシール〟──三日月状の風刃を二つ、放つ。

〝剣の舞ソードダンス〟を封じられた相手は、両手の指揮剣で左右から飛んできた風刃を斬きり消した。

　直後、翡ひ翠すい一いつ閃せん。がら空きになった正面へ、投とう擲てきの一いち撃げき。ビームランスがその胸を串刺しにした。さらにフェアリーダガーがいっせいに突き刺さる。

　剣けん舞ぶの巫み女こは力なく両りよう膝ひざをつき、音もなく倒れ伏した。

『決まったぁぁぁーっ！　天あま沢さわリーゼ、四回戦突破！　これでまたひとつクイーンの座に近づきました！　止まらない下げ剋こく上じよう！　仮面バスターも気が気じゃないでしょう！』

　ガードシステムが解かれ、大だい歓かん声せいを浴びた天沢は、ウインクと投げキッスで応こたえる。そしてまた小悪魔の虜とりこになる者が後を絶たなかった。




「あー、疲れた。めんどくさい相手とばっかり当たって、今日は厄やく日びなのよ」

　控え室に戻ってきた天沢は、空いていたソファベンチにぐったりと伸びた。初日と違って余裕はなさそうだ。

「今日はもう終わりでいいのよね？」

「ええ。残すは明日の準決勝、勝てば決勝です。ところで天沢さん、今の試合で見せたビット兵器、どうして前の試合で使わなかったんですか？」

「ああ、あれ？　あれはさっきたまたまできたのよ」

「……え？」光太は耳を疑った。「たまたま？　即席だったんですか？」

「相手のスキルがめんどくさかったから、なんとかしなきゃって思って、同じように飛ばせるものがあったらいいのにって考えたら、アーツが光ってなんとなくできる気がしたのね。きらめきってやつ？」

「それを言うならひらめきです」

　試合中に新たなオプションを開放するなんて、とんだ天才肌だ。もともとアーツに秘められていた性能だったとしても、それをなんとなくで引き出せてしまうところがすごい。光太も仮面バスターのとき、ぶっつけ本番で《武タケ御雷馳ミカヅチ》のスキルを編み出した経験があるが、あれは一種のトランス状態──バスターズ・ハイだったからこそできたことだ。その点、天沢はいたってマイペースにやってのけた。すごいセンスの持ち主だ。

　モニターに試合のハイライトが流れ、実況が解説している。

『ここで〝剣の舞ソードダンス〟のお株を奪う妖精の舞フエアリーダンス！　そしてトドメの槍やり投なげ！　終わってみれば試合時間を半分以上残しての快勝でした、天沢リーゼ。もはや優勝候補、本命と言ってもいいかもしれません。ランキング百四十二位から、たったの二日でトップバスターの仲間入り。我々は今、新たなシンデレラガールの誕生を目まの当たりにしています！』

「わたし、シンデレラより白雪姫のほうがいいな」

　天沢は見当違いのことを言ってソファに寝転がると、

「あ、でも、妖精の舞フエアリーダンスっていうのはいいかもね。それ、いただきなのよ」

　と、褒ほめ言葉よりもそちらに機嫌を良くして、新スキルを命名したのだった。




　その頃、秘密基地のモニタールームにて。

　御み凪なぎ静しず句くは、制服に白衣をはおった格好で椅子に座し、サイバーダイブしているメイリーナとバグ（に寄生された者）を捜索していた。壁一面にモニターが多分割され、島中の防犯カメラの映像がリアルタイムで流れている。

　モニター全体がうっすらと桃色に発光していた。その輝かがやきが鎮しずまると、『ぷはーっ』と潜せん水すいから浮上したようにメイリーナが言った。モニターのひとつに上半身が映る。

『やっぱりダメなり。いくら〝踊る超電波線ハイパーオンライン〟で情報処理能力をウルトラアップしても、映っていないものが見えるようになるわけじゃないからね』

　防犯カメラの限定されたアングルでは、バグの寄生を見分けるための首の傷を確認するのは難しかった。侵入口と思われるその傷は、虫刺され程度のもので、ただのできものとたいして変わらない。寄生した状態では、マイナの反応が微弱すぎて感知もできなかった。

　静句は厳しい表情で背もたれに寄りかかり、ふぅと息をつく。

「完全に見失っちゃったわね」

　実は先ほど、寄生型バグの新たな犠ぎ牲せい者しやが出た。風紀の通信を傍ぼう受じゆして気づき、すぐに現場付近の防犯カメラの映像を取り寄せた。

　住宅街と商業区のあいだにあるコンビニ前。大会中で出歩く人がほとんどない中、買い物に立ち寄った男子生徒が、店先で突然、別の男子に襲おそわれた（どちらも天沢リーゼと過去に交際していたことが、調査で明らかになった）。

　襲しゆう撃げきの様子はばっちり映っていた。店に入ろうとしたところ、後ろから不意打ちを食らって押し倒される。襲った生徒の首からスライムが触手のように伸び、相手の首に刺さる。

　そして、移動した──乗り換えた。

　スライムが完全に入り込むと、襲撃した側の生徒は気を失って倒れた。襲われた側の生徒が新たな寄生者となり、何事もなかったように歩き去っていく。

　駆けつけた風紀委員がすぐに発見したが、バグは寄生者を操って一暴れしたあと、体を離れて排水溝に逃げ込んでしまった。対応した風紀の班に白しろ金がねの貴公子がいれば、また違った結果になっていたかもしれないが、終わったことをとやかく言ってもしかたない。

　メイレーダーでは、バグの反応がメインストリート方面に向かうのを確認したが、途中でロストした。また誰だれかに寄生した可能性が高い。そこでメイリーナがスペシャルを使い、反応が消えた周囲一キロ内の監かん視しカメラの映像を総チェックして寄生者を探したわけだが、その瞬しゆん間かんを捉とらえたものはなく、大勢の通行人から判別することもできなかった。

『やっぱ、さわりんに食いつくのを待つしかないなりか』

「そうね。おとりにするのは、あまり気が進まないけど」

　静しず句くはモニターの一部に目をやる。キング＆クイーンマッチの中継。ベスト４進出をかけた四回戦の第一試合が終わり、会場は現在ブレイクタイム。大勢の観客が動き回っている。その中にバグに寄生されたバスターが、すでに紛れ込んでいる可能性もある。

『さわりんと言えば、さっきの試合でまた面白いことやったらしいよ』

　モニターのひとつが目の前にスライドした。先ほど行われた天あま沢さわリーゼの試合のハイライトが流れている。新武装のビット兵器──フェアリーダガーが舞まい踊る。

「彼女のセンスは予想以上ね。エレメントを活用したエア・ブーストに、ここに来て新たなオプションの開放……それに、まだ何か秘めていそうだわ」

『他にもオプションが？　それともスペシャル？』

「さあ、どうかしらね。でも正直、ここまでやるとは思わなかった」

『これで本気で努力したら、どこまで伸びるんだろうね。まあ、さわりんの場合、その姿勢と意識を持てるかどうかが問題なわけだけど。大会に参加したのだって、サイファーへの一途な思いから──光こう太たが言うには、恋に恋しているにすぎないみたいだし』

「力ある者が心なくして戦場に立つべきではない──まさかそれを恋心と解釈したわけではないでしょうけれど。サイファーの言葉が本当の意味で響ひびいてくれるのを願うばかりね」

『とりあえず、バスターズファイルのデータを更新しておくなり』

　モニターに天沢リーゼのステータスが開いた。

　項目が訂正・追加される。

【　アタックＣ　ガードＤ　スピードＢ　スタミナＤ　スペックＢ　】

『能力値だけなら姫っちの上を行くね。このまま二人が勝ち進んで決勝で当たったら、きっと盛り上がるなりよ。本当に優勝して仮面バスターの彼女を自称しだしたら厄やつ介かいだけど』

「そうね。このあたりで潰つぶれてもらわないと」

『し、静句？　今、ダークサイドがちらっと』

「もしものときは、私が飛び入り参加して、エクストラマッチでもやろうかしら」

『それはまずいでしょ、いろいろと』

「ふふ、冗談よ……今のところはね」

　絶ぜつ対たい零れい度どの女王はにこやかな笑顔でブラックにつぶやく。

　そこに、光太からメールが届いた。それを見た静句の微笑が、凍りつく。モニタールームが急速冷凍。一気に気温が五度は下がったのを感知したメイリーナが、焦る。

『どどど、どうしたの？』

「……光こう太たくん、今日も彼女と夕食に出かけるそうよ」

『ま、まあ、それも任務の内だしね。静しず句くもそう言ってたでしょ？　でしょでしょ？』

「そう、これは任務……大事なミッション」

　静句は勢いよく椅子から立ち、白衣をひるがえした。

「だからこそ、しっかりと任にん務む遂すい行こうを見届けないと。今日はこの前の反省を生かして、ジョギングを装って尾行しましょう。メイリーナ、バックアップ、よろしくね」

『……残念街道、まっしぐらなり』




　　　　○




　日が暮れて、昨日に続き、光太は天あま沢さわと食事に出かけた。午後にバグの被害が出たと報道があって、メインストリート方面に逃走した可能性があるとの情報が出回っていたので、その方面は避さけて、住宅街を北上。森林公園近くの中華レストランに入った。

　そこでもやはり天沢の姿は人目を引きつけ、そして最下位の男ボトムナンバーは陰口を叩たたかれた。

　店はバイキング形式で食べ放題。プレートに自分で好きに盛りつけられる。

「優勝したら、会いに来てくれるかな、サイファー」

　天沢は恋焦がれるようにうっとりと海藻サラダをつついた。

「さ、さあ、どうでしょう」

　光太は反応に窮きゆうしながらエビチリを食す。

「まずは準決勝に集中しないと。相手は今日以上に手強くなりますよ。ちゃんと作戦を立てていったほうがいいです」

「えぇー。そういうの、めんどくさいからパス」

「またそうやってだらける。天沢さん、真面目にやるんじゃなかったんですか？　バスタードを舐なめるなってサイファーに言われたんでしょう？　本気でクイーン目指すなら、しっかり準備しないと、他のバスターに対しても失礼です。相手を分析して攻略法を練る──すでに戦いは始まってるんですよ？　めんどくさいなんて言っている暇ひまはないんです」

「うぅぅ……コータ、ちょっと怖い」

「あ、いや、別に怒ってはいません」

　つい説教っぽくなってしまった。これでは宮みや古このことを言えないな。

「僕も一緒に考えますから、ちゃんと準備しましょう」

「うん……でも、どうして、そこまでしてくれるの？」

「どうしてって」

　どうしてだ。天沢がクイーンになったら、困るのは自分なのに。

「まあその、僕は天あま沢さわさんのマネージャーですし、一バスタードファンとしても、期待してますから。天沢さんはセンスがあるし、スペックにも恵まれている。羨うらやましいし、正直、妬ましくもありますよ。でも、だからこそ、本気でチャレンジしてほしいんです」

　天沢は視線を上に、言葉を咀そ嚼しやくするように考え込んで、

「……わかった。了解なのよ、マネージャー。わたし、一いつ生しよう懸けん命めいやるのね」

　と、屈託ない笑顔を浮かべた。そこだけ切り取ったら天下無敵のアイドルになれそう。

　食事を大方すませてから、光こう太たはバスターズファイルを参考にし、準決勝で当たる相手について教えた。天沢はうなずいたり首をかしげたり。わかっているようなわかっていないような反応だったが、ちゃんと耳は貸していた。

「というわけで、派手さはないものの、アーツはオールレンジ対応で汎はん用よう性せいが高く、堅実的な戦い方をしてきます。序じよ盤ばんは様子を見てくる可能性が高いです。そうした傾向と、天沢さんの不安要素であるスタミナと集中力の面を考こう慮りよすると、最初からスキル全開で攻めに出る電でん撃げき作さく戦せんが得策でしょう。相手の出鼻をくじいて一気に決めてしまうんです」

「コータ」天沢は難しい顔。「わたし、サイファーみたいに電撃は使えないのよ？」

「いえ、そういう意味じゃなくて……訂正します。疾しつ風ぷう作さく戦せんです」

「うん、それならわたしにピッタリなのね」晴れやかな笑顔が咲く。「コータって、いろいろ考えるの上手なのね。へい、タクシー？」

「それを言うなら策士です」

「なのに、最下位なのね？」

「それを言っちゃあ、おしまいです」

　その後、デザートコーナーに手を伸ばし、食べ放題の制限時間いっぱい店にいた。杏あん仁にん豆どう腐ふやマンゴープリン、胡ご麻ま団だん子ごなど、存分に食を満喫する。

　バグの存在も警護の任務も、忘れたわけではないが、頭の隅に追いやられていた。このまま大会中は何事もなく終わるのではないか、と根拠もなく楽観視する自分がいた。

　しかし、そうして油断したときに限って、トラブルはやってくるものである。




　帰り道、森林公園の中を通っていく。レンガの遊歩道を、天沢は手ぶらで、光太は携帯用の変装道具が入ったスポーツバッグを肩にかけて、並んで雑談しながら歩いていた。

　広場の手前まで来たとき、不意に茂みが揺れた。

　二人はビクッと立ち止まったが、現れたのは野良猫だった。黒い毛並み。黄色い目が街路灯の明かりを反射して光る。

「あっ、にゃんこ！」

　天沢は喜び、「にゃあにゃあ」と猫になりきって近づいていく。野良猫は逃げずにじっと探る目をしていたが、天沢が手を伸ばすと、身をひるがえした。茂みの中に姿を消す。

「あーあ、逃げられちゃったにゃん」

　無邪気に振り返った天あま沢さわを、雲間から差し込んだ月明かりが照らす。銀ぎん髪ぱつがほのかに輝かがやいて見える。絵になる光景に、光こう太たは少しばかり魅み了りようされた。

　そのときだ。

　正面の噴水広場から、ふらふらと遊歩道に入ってくる人影があった。

　ざわっ、と不快な気配が襲おそう。

「天沢さん！」

　とっさに声を上げた次の瞬しゆん間かん、人影の背から、何本もの触手が伸びた。水質系──見た目はゼラチンのよう。月明かりを浴びて蛇の群れのような影を落とす。

　天沢は振り向きざまに跳とび退のいた。アーツを召しよう喚かんし、一ひと薙なぎ。光の矛ほこが触手を数本まとめて斬きり落とす。歩道に落ちた触手は形を崩し、水みず溜たまりを作った。

「この感じ、前と同じ……噂うわさのパラサイトなのね」

　ビームランスを振りかざす。光の矛がたいまつのように暗がりを照らし、相手の姿を浮かび上がらせた。

　学園の男子生徒。しかし、その制服は能力科のものではない。

　光太は「え？」と戸惑いの声を漏らした。どうして一般の生徒が寄生されているのか。今までバスターしか標的にされていなかったのに。

　考えている暇もなく、寄生者は触手を伸ばし、襲ってくる。

「二度あることは三度目の正直なのよ。行け、〝風の傷痕シヤムシール〟！　アンド〝妖精の舞フエアリーダンス〟！」

　天沢が矛を薙ぐ。三日月状の風刃が放たれ、さらに花か冠かん状じようの飾りが花開き、フェアリーダガーが飛ひ翔しようした。風刃がバグの触手を切り裂く。そしてフェアリーダガーが寄生者の体を串刺しにする。プラナのエナジーが成す刃やいばは、肉体を傷つけることなく内なるバグを脅おびやかす。

　寄生者は卒倒、うつ伏せに倒れ伏した。

「気をつけてください。まだ本体がいます」

　光太は左腕のアーツを召喚し、隣となりに並ぶ。いざこういう状況になってみてわかったが、変装道具を持ち歩いていても、着替えている暇などないのだった。しかしこれはこれでバグを仕留めるチャンスだ。未み空そら光太のままでも、天沢と二人がかりなら。

「……来ますよ」

　マイナの気配が強まった。

　直後、倒れた生徒の後ろ首から、スライムが噴水のように噴ふきだす。さらに空中で投と網あみのように大きく広がり、降ってきた。

　天沢は風をまとって素早く後ろに跳んだが、光太は逃げ遅れた。慌あわてて不干渉シールドを全方位展開。スライムはシールドごと光太を包んだ。シールドが圧迫され、軋きしむ。出力を上げて対抗するが、押し切れず、ミシミシと嫌な音を立てる。徐々に圧縮されていく。

「くっ……こいつ、今度は僕に寄生する気か」

「コータ！」

　天あま沢さわの声が飛んだ。〝風の傷痕シヤムシール〟も飛んだ。風刃がスライムを切り裂き、吹き飛ばす。光こう太たもシールドに直ちよく撃げきを受け、もろとも弾はじき飛ばされた。

　歩道脇の木に背中から激突。一いつ瞬しゆん、呼吸が止まる。

「……う、うぅ、さすが、効くぅ」

「あ、ご、ごめんなさい。危ないと思って、つい」

「いえいえ、今のはナイス判断です。助かりましたよ。それより、バグは？」

「ヌルヌル滑って逃げていっちゃったのね」

　マイナの気配も消え失せていた。ずいぶんと引き際のいい。

　ひとまず噴水広場のベンチに腰を下ろした。アーツを解き、ちょっと休きゆう憩けい。警護役のつもりが足を引っ張る格好になってしまい、カッコ悪い。

「わたしのスキル、全然効いてなかったのよ」と天沢。

「スライムだから、斬ざん撃げきや打撃、銃撃の類たぐいは、効果がないのかもしれませんね」

「えぇー。それじゃあ、倒せないのね。どうすればいいの？」

「そうですね……単純に考えたら、水に対抗するには、火がいちばんでしょうけど」

　宮みや古こが言っていたように蒸発させてしまえば、さすがに生きてはいられまい。あるいはサイファーの電撃か。水に電気は効果抜群、エレメントを使って粒子レベルでダメージを与えれば倒せるかもしれない。《武タケ御雷馳ミカヅチ》が使えていたら……。

　仮面バスターに変身するべきだったか？

　しかし、着替えのためにいったんその場を離れて、サイファーになって戻って来てバグと戦って、そのあとまた立ち去って変装を解いて戻ってくる──そんな手て間ま暇ひまのかかることをしていたら、まず間違いなく疑われてしまうだろう。

　なかなかうまくいかないものだ。

「とりあえず、風紀に連絡しましょう」

　携帯端末を手に取る。そこに猫の鳴き声が聞こえた。

　ベンチ裏の茂みから、ひょっこりと猫が顔を出す。先ほど逃げた野良猫だった。

　天沢がまた「にゃあにゃあ」言いながら近づく。今度は向こうから寄ってくる。微笑ほほえましい光景だ。光太はふっと笑って端末に目を戻す。

　操作しようとした、その瞬間、

　ぞわり──また不快な気配が。

「きゃっ!?」

　悲鳴に振り返ると、天沢が尻しり餅もちをついていた。

　野良猫の体から、ぶくぶくと黒いマイナの粒が泡立ち、何本もの尻尾しつぽが──いや、触手が生えている。天あま沢さわを狙ねらい、いっせいに伸びる。

　まさか猫に寄生してくるとは。

「──ちぃっ！」

　舌打ちして、光こう太たは飛び込む。天沢を抱いて横転した。

　触手はさらにその数を増やす。目にも留まらぬ速さで振り回される。

　光太は《逃げの一手ランアウエイ》を再さい召しよう喚かん。不干渉シールドで自分と天沢を包み、ガード。シールドの結界が激しく打ち鳴らされる。

　最中、野良猫は尾を逆立てるようにして一本の触手を高々と掲げた。その先端に水流が注がれたかと思うと、巨大な立方体を成し、ハンマーと化す。海岸公園で発症者が見せたオーバースペックと同じだった。一辺の大きさは一メートル以上。単純計算で一トン越えの重量。さらにそれをぐるぐると振り回し、勢いをつける。

「天沢さん、反はん撃げきを！」

「…………」応答なし。

　見ると、天沢は苦痛に顔を歪ゆがめていた。足を押さえている。怪け我がしたのか？

　ふっと頭上に影が差した。巨大なウォーターハンマーが真上から振り下ろされる。

「ぐあっ！」

　超重圧が直撃。シールドが歪み、アーツが軋きしむ。衝しよう撃げきが左腕の骨まで響いた。なんとか防いだものの、プラナを大きく削られ、光太は膝ひざをつく。スキルを維持できず、シールドが解けてしまう。そこへ無数の触手が迫る。

　やられる──とっさに右手を握り締めた。

　一いつ瞬しゆん、迷う。だが、考えている暇ひまはない。もうこれしか。

「くっ──」

　右腕を振りかぶる。青い粒子光が螺ら旋せん状じように巻きついていく。

　刹せつ那な、

「ごめんあそばせ」

　軽やかな一声と共に、青白い銀光が、一いつ閃せん。

　触手が薙なぎ払われ、ウォーターハンマーは真っ二つに裂かれた。と同時に、その切断面から白く凍結していき、砕け散る。さらに光刃が翔かけ、野良猫は魂たましいを狩られたようにその場に倒れて動かなくなった。

　すかさずスライムがその身を飛び出す。瞬間、青白い銀光が闇やみ夜よに弧こを刻む。スライムは空中で凍りつき、落下の衝撃で粉々になった。

　瞬殺の光景に驚く光太の隣となりに、ふわり、雪のように降り立つ気配。

　誰だれなのか、最初の一声でわかっていた。美しい曲線を描くエナジーサイズ。今となってはなじみ深いプラナの感かん応のう。

「……先せん輩ぱい」

　絶ぜつ対たい零れい度どの女王、御み凪なぎ静しず句くが、そこにいた。




《宵ヨイ三ミ日カ月ヅキ》のほのかな輝かがやきが、あたりを青白く照らした。

　静句はジャージ姿だった。髪を結っておさげにし、首にタオルをかけている。目を丸くする光こう太たと天あま沢さわを平等に見比べ、

「大丈夫だった？　きみたち」

　と、会長モードで微笑ほほえんだ。

「偶然この近くをジョギングしていたら偶然プラナを感じて駆けつけてみると偶然きみたちがピンチで偶然助けに入ったのだけど」

「…………」

　それはさすがに偶然がすぎるというものだろう。切せつ羽ぱ詰つまってエクストラを使いそうになったところに現れるなんてタイミングがよすぎる。どこからかこちらの様子を見ていたとしか思えない。またメインストリートのときみたいにストーキングしていたのだろう。しかしおかげで助かったし、サイファーの正体を晒さらさずにすんだ。

「大丈夫？　天沢リーゼさん」

　静句は優しく声をかけ、手を差し述べる。

　天沢はきょとんと見上げると、

「は、はい、大丈夫です！」

　声を上ずらせ、硬くなっていた。らしくない反応だ。

「これぐらい全然」と立ち上がろうとした途端、顔をしかめ、よろめく。

　とっさに静句が抱き支えた。腕の中で、天沢の顔が赤く染まっていく。

「足を痛めたの？　無理しないで。ほら、そこに座って」

　静句はアーツを解き、肩を貸してベンチに誘導する。天沢は「は、はい」と今度は消え入るような声で返し、借りてきた猫よろしくおとなしく従った。

　痛めたのは右足だった。靴と靴下を脱ぐと、足首が目で見てわかるほどに腫はれている。少し動かすだけでも、痛そうに顔を歪ゆがめる。

「うん……骨に異常はないと思うけど、ちゃんと病院で診てもらったほうがいいわね。ちょうど風紀も来たようだし」

　そう言って振り返った静句の視線の先、噴水を挟んで向かいの遊歩道から、白服の集団が現れた。中には長身のメガネ美男子、ナンバーズ・ファイブの周防すおう晴はる真まの姿もある。

　周防は静句の存在に気づくと、指でメガネを押し上げる。表情に変化はない。相変わらず感情を表に出さないクールビューティーだ。

「こんばんは、周防くん」

　静しず句くが笑顔で挨あい拶さつする。上級生の周防すおうをくん付けで呼んだことに、光こう太たは小さな驚きと奇妙な新鮮さを感じた。生徒会長という立場ゆえか。考えてみれば、この二人が直に言葉を交わすところを見るのは、これが初めてだった。

　周防は淡々と見返す。

「会長、こちらで何を？」

「ジョギング中に偶然、彼女たちがバグに襲おそわれたところに遭そう遇ぐうして、助すけ太だ刀ちしたの。逃げられちゃったけどね」

「バグ……やはり、先ほどの感覚は」

　我が意を得たりといった口ぶり。周防もマイナの気配を感じ取るだけの感かん応のう力りよくを有しているようだ。ナンバーズほどの実力者ともなれば、それぐらいは当然か。

　周防は他の風紀委員に付近の捜索と警戒、そして遊歩道に倒れている寄生被害者の手当てを指示した。それが能力生──バスターではないことに気づくと、かすかに眉まゆを寄せる。しかしそこには触れずに、

「会長が取り逃がすとは、そこまで厄やつ介かいな相手でしたか？」

「うーん、そんなに強くはないけれど、性た質ちが悪いかもね。水の性質を持つから、氷こおり漬づけにしちゃおうと思ったのだけれど、その前に分裂して排水溝に逃げ込んだわ」
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　そうなのか、と光太は今さら知った。てっきり倒したかと思っていた。

「そうですか。それにしても偶然の多い方ですね、会長は。これで何度目でしょう？　あなたが偶然バグと遭遇するのは」

　その口ぶりでは、これまでに何度もそういうことがあったようだ。仮面バスターを始める前のことだろう。かつては静しず句くも独自に動くことがあったようだから。

「周防すおうくん」静句は優美に微笑ほほえみ返す。「私は、バスタードは引退しても、バスターの名を背負うことまでやめた覚えはなくてよ？」

「…………」

　いや、答えになっているようで、なっていない。

　誤ご魔ま化かしたのか、それともここで天然が出たか。

　静句は野良猫のもとへ行き、しゃがんでそっと頭を撫なでた。野良猫はもぞもぞと動いて意識を取り戻す。何事もなかったかのように大きくあくびをし、「にゃー」と一声鳴いて茂みの中へ入って行った。

　周防は静句との問答をあきらめたのか、光こう太たと天あま沢さわのほうに視線を移す。

「偶然と言えば、きみたち二人はメインストリートで騒そう動どうがあったときも一緒だったな。天沢くんに関して言えば、それ以前に海岸公園でサイファー絡みのトラブルもあった。こうも続けてトラブルに巻き込まれるとは、ついていない……これも偶然だろうか？」

「…………」天沢は応こたえない。

「さ、さあ」光太は誤魔化す。「偶然でないとしたら、なんなんです？」

「必然だ」周防はズバリ言った。「バグはプラナを食らい、アーツを食らう。それがイリーガルによって組み込まれた行動原理とされている。しかし、中には固有の目的を持って活動するタイプもいる。過去にもそれらしいケースはあった。それがイリーガルの狙ねらいによるものなのか、ただのイレギュラーにすぎないのかは、わからないが」

「……今回のバグも、そうだと？」

「確証はないが、可能性は高いと見ている。そもそも寄生型というケース自体、今までに前例がないからな……何か、バグに狙われるような心当たりは？」

「ありませんよ、そんなの」

「きみは？」周防は天沢を見る。

「知らないのよ、そんなの」天沢はツンと返す。

「彼女は怪け我がをしているの」静句が割り込んだ。「病院に連れて行ってあげたいんだけど」

「……いいでしょう。ただ、偶然も三回続けば必然と言います。十分注意してもらいたい」

　周防は案外すんなりと引いた。先ほどから静句に対しては歯車が噛かみ合わないような印象がある。もしかしたら苦手なタイプなのかもしれない。

　しかし、さすがは白しろ金がねの貴公子、その洞察の鋭するどさには舌を巻く。

　偶然も三回続けば必然──まったくもってそのとおり。今日の襲しゆう撃げきで、天沢リーゼが狙われているかもしれないという予想は、確信に変わった。




　　　　○




　静しず句くが呼んだ黒塗りの車に乗って病院に向かった。運転しているだろうツチノコメイドさんの姿を見てみたいところだったが、怪け我がをしている天あま沢さわの手前、わざわざそんなことをしている場合でもなかった。

　病院で精密検査をした結果、骨に異常はなく、ねんざと判明した。ただし決して軽くはないという診断だ。バスタードの試合ができるかどうかを聞いたところ、この足で激しい動きは無理だと医師は告げた。しばらく安静にしてください。

　天沢は右足首を包帯でぐるぐるに固定され、松まつ葉ば杖づえをついて病院をあとにした。

　再び車でマンションへ向かうあいだ、うつむいて黙ったままだった。光こう太たは申し訳なくて言葉が見つからない。自分がついていながら──最下位の男ボトムナンバーが何を言うのか、と思われるかもしれないが、守るしか能のないアーツなのに、それさえ果たせなかった。

　会話もないままマンションに到着。光太は先に降りて天沢に手を貸す。

　静句は車を降りず、窓を下ろして顔だけ見せた。

「じゃあ、二人とも、おやすみなさい。天沢さんは、お大事にね」

「はいっ、ありがとうございますた！」

　ぴんと背筋を伸ばす天沢、柄がらにもなく緊張して若じやつ干かん噛かんだ。森林公園で顔を合わせてからというもの、静句の前ではずっとそんな調子だった。

　光太は一礼する。静句は微笑ほほえんで手を振る。窓が閉じ、車は静かに走りだす。

　車が見えなくなると、天沢は慣れない松葉杖をついてマンションに向かった。光太はロビーまでついていく。

　どんな言葉をかければいいか考えていたら、天沢が急に高い声を出した。

「ラッキーだったのね、コータ」

「……え？　ラッキー？」アンラッキーの間違いじゃないのか。

「絶ぜつ対たい零れい度どの女王とナマで会えたのよ。こんなラッキーハッピーなことそうそうないのね。やっぱりコータはわたしのラッキーボーイなのよ」

　えへへー、と天沢はにやけている。

　光太は面食らった。なんだ、このハイテンションは。なぜ嬉うれしそうなんだ。

「ジャージ姿の女王様もステキだったのね。あぁー、でも緊張して全然おしゃべりできなかったのよ。サインのひとつぐらい、お願いすればよかったな」

「あの、天沢さんってもしかして……会長のファン、なんですか？」

「うん、まあ、そうかな」天沢は照れ臭そうにはにかんだ。「ていうか、わたし、バスタードって言ったら、あの人しか知らないのよ。人の顔と名前を覚えるのって苦手だけど、あの人だけは別腹。去年、クイーン戦の決勝をテレビで見て以来、頭に焼き増しだったのね」

　別腹ではなく別格だ。それに焼き増してどうする。

　それにしても天あま沢さわが女王のファンだったとは意外だ。本当に純粋に嬉うれしそう。街中で偶然アイドルに出くわしたかのような喜びようである。

　怪け我がしたのに落ち込んでいないのだろうか。それとも強がっているだけなのか。

「あの、天沢さん……すみませんでした。足の怪け我が」

「ん？　別にコータが謝ることじゃないのよ？」

　あっけらかんと、平常運転で、天沢は笑い飛ばす。

「わたしが油断したのがいけなかったのね。敵もなかなかやりよるのよ。まさかネコちゃんを使ってくるとは、ポックリ昇天」

「それを言うならビックリ仰天です」

　こんなときまで天沢節。それについつい突っ込みを入れてしまう自分。

　仮面バスターのときも未み空そら光こう太たのときも、調子を狂わされてばかりだ。

「まあ、怪我しちゃったものはしかたないのよ。今まで遊んでばかりいたから、バチが当たっちゃったのかな。でも、おかげで女王様にも会えたし、プラマイプラス？」

「……けど、せっかくここまで来たのに、棄き権けんだなんて」

「なに言ってるの？　棄権なんてしないのよ」

「え？　でも、医者は無理だって」

「大丈夫、戦いようはあるのよ。それに、もともと走ったりするの、好きじゃないし」

　なんてことなさそうに言って、マンションのエントランスに到着。携帯端末をかざし、ドアを開ける。そして振り返ると、松まつ葉ば杖づえをついたまま両手を伸ばした。

「じゃあ、コータ、そういうわけだから、おんぶ」

「……え？」どういうわけだ。

「うちのマンション、今エレベーターが故障中なの。七階までよろしくなのね」

　そういうことなら、合がつ点てん承しよう知ち。

　光太は天沢を背負い、階段を上った。天沢はしっかりと首に腕を回す。背中に当たる胸の肉感がハンパじゃなかった。それにすごくいい匂い。

　しかし、まともに歩けない状態で試合に出ようなんて、どこまで本気なのか。

「天沢さん、ホントに明日、出るつもりですか？」

「もちろん。勝てるかどうかはわからないけど……でも、勝ちたいとは思ってるのよ」

「……サイファーとの約束だからですか？」

「うーん、それもあるけれど、それだけじゃなくて」

　自問自答の沈黙を挟み、天沢は続ける。

「前にコータ、言ってたでしょ？　バスタード以外、取り柄がないって」

「え？　ああ、はい」

「考えてみたら、わたしもおんなじなのね。他に、これだって思えるものはないのよ。小さい頃ころから、いろいろ修行してきたけど、どれもイマイチだった」

「修行？」連想すると。「修行……稽けい古こ……習い事ですか？」

「それそれ。自分で言うのもなんだけど、わたし、なんでもそつなくこなせるのよね。人並み以上に。今までやった習い事ぜんぶ、テキトーにやってもそれなりにできたし」

「……羨うらやましい限りです」

「でもね、一等賞にはなれないの」天あま沢さわは自じ嘲ちようの笑みを漏らす。「どんなにがんばってもホンモノには敵かなわない。本当に才能があって、必死に努力もできちゃう人には、届かない。下手にそこそこできちゃう分、わかっちゃうのね、そういうの──で、わかっちゃったら、続けてられないでしょう？　やってられないでしょう？」

　秀才は所しよ詮せん、秀才。天才にはなれない。そういう話か。てっきり天沢は天才肌だと思っていたが、本人は意外とシビアに自分のことを捉とらえていたようだ。天沢は言う。

「何度も自分に期待して、何度も自分に失望して、また懲こりもせずにバスタードの世界に飛び込んだ……けど、やっぱり同じだったのよ。どんなにがんばっても一等賞には届かない」

「そんなの、わかりませんよ」

「わかる。無理なの」天沢は寂しそうに言った。「だって……女王は、もういないもん」

「……え？」

「御み凪なぎ静しず句く──わたしが憧あこがれたイチバンの人。わたしが目指したイチバンのバスター。あの人がいたからバスタードを始めた。なのに、引退しちゃった。どんなにがんばったって、いない人を越えることはできないのよ。そう思ったら、楽しくなくなっちゃって……だけど他にドキドキできるものもなくて、毎日退屈だった」

　意外すぎる事実だった。天沢リーゼにとって、御凪静句の存在が、それほどまでに大きいものだったとは。だが、天沢が島に来たこの年、静句はバスタードの舞ぶ台たいから去った。それで意欲を失った天沢は、色恋に走ったのか。自分の隙すき間まを埋めてくれるものを求めて。

「だけどね、そんなとき、仮面バスターが現れたの」

　クスクスと笑った吐息が、光こう太たの耳をくすぐった。

「最初に見たときは、変なのーって思ったけど、黒くろ騎き士し事件が起きて大おお騒さわぎになって……こんなこと言ったら、またサイファーに怒られちゃうかもだけど、わたし、あのとき、すっごく楽しかったのね。バグの兵隊と戦いながら、ドキドキとワクワクが止まらなかったのよ。それでサイファーが戦う姿を見ていたら、胸がキュンキュンしてね」

「……まあ、バカ騒ぎバスタード、でしたからね」

　個人的には大変な思いをした事件だった。そして大きな転機でもあった。あのとき初めて自分の意志で仮面をつけ、マスクド・バスターを演じたのだ。

「サイファーは、イチバンじゃないけど、トクベツだったのね。彼より強いバスターはたくさんいるかもしれないけど、彼に代われるバスターはどこにもいない。そう思ったら、自分の中のモヤモヤがすぅーって晴れて、それからはサイファーのことが頭から離れなくなって、会いたい気持ちがどんどん強くなって……だから、いろんな男の子と付き合うのもやめることにしたのよ。そしたら、このあいだ、本当にサイファーに会えたのね」

「それで、クイーン宣言ですか」

「ホント言うと、クイーンになれるなんて本気で思ってなかったのよ。サイファーのことあきらめたくなくて、なんとか認めてもらいたくて、とっさに言っちゃったのね。もし途中で負けちゃっても、がんばった姿を見せられたら、認めてもらえるかなって」

　小こ悪あく魔まの算段か。もっとも天あま沢さわのことだから、計算ではなく天性で、考えるより先に口から出ていたのだろうけど。

　だけどね、と天沢はこっそり打ち明けるように言う。

「ここまで来たら、サイファーとは関係なく、イチバンになってみたいのよ。絶ぜつ対たい零れい度どの女王もナンバーズもいなくて、形だけにすぎないっていうのは、わかってる。それでも……たくさんの人が応援してくれて、わたしの試合を見て楽しんでくれて……コータにも、いっぱい助けてもらったし」

「僕は何もしてませんよ」それどころか足を引っ張った。

「ううん。ここまで来れたのは、コータのおかげなのよ。言ったでしょ、コータはわたしのラッキーボーイだって。いろいろ注意してくれたし、今日もちゃんと叱しかってくれた。コータがいなかったら、また失敗するところだったのね。だから、ありがと」

「……別に、お礼を言われるほどのことは」

「わたし、あきらめないのよ。何があっても、最後まで、きちんと戦うから」

　芯まで響ひびくような決意の言葉だった。

　動機が何であれ、目的が何であれ、今の天沢は真剣にバスタードに向き合っている。そう感じた。止めても無む駄だだろう──いや、止める気は、ない。

「今の天沢さんなら、サイファーも認めてくれると思いますよ」

「……だと、いいな」

　天沢はしんみりとつぶやいた。

　背中の熱を感じながら、光こう太たは階段を上る。

　七階に到着。人一人背負いながらでは、さすがに少し足にきて、息も乱れた。

　部屋の前で、天沢が端末をかざし、ロックを解除する。おんぶしたまま中に入り、玄関口で下した。「上がってく？　お茶ぐらい出すのよ」と誘われたが、夜に女の子一人だけの部屋に上がるのはさすがに躊躇ためらわれた。

「マネージャーはここまでです」とやんわり断り、おやすみを言って別れた。




　マンションを離れ、少し歩くと、後方から黒塗りの車がやってきて横に停まった。

　後部座席のドアが開く。光こう太たは黙って乗り込む。

「お疲れ様」

　静しず句くはいつもの朗らかな笑顔で出迎えた。ジャージの上に白衣というトリッキーな組み合わせだった。森林公園では天沢や周防すおうがいたため、終始他た人にん行ぎよう儀ぎだったので、光太は改めてお礼を述べた。

「今日は本当に助かりました。また尾行してたんですか？」

「ううん、偶然近くを通りかかったの。ホント、偶然だったのよ、ぐうぜん」

　まだ言うか。こういうところは頑固というか子供っぽいというか。

「彼女、明日の試合、どうするって？」

「出るそうです。止めるべきなのかもしれませんけど……できませんでした」

「そう。出場するとなると、明日の大会最終日、私たちにとっても大一番になりそうね。会場はセントラルコロシアム。生徒も一般客も一挙に集中する。バグがそうした状況を理解しようとしていまいと、紛れ込んでくる可能性は極めて高い。その上──」

『寄生の対象範囲が広がったなりね』

　メイリーナの陽気な声。車内のモニターに顔を出す。

『これまではバスターに限られていたなり。でも今日は最初から一般の生徒に寄生して襲おそってきたし、そのあと野良猫にまで寄生した。バスターを利用する必要がないほど力をつけたってことなのかな。プラナを食うのがバグの本質である以上、バスターが寄生されやすいことに変わりはないだろうけど』

「それでも対象を選ばなくなった以上、注意しなくてはならないわ。これで寄生者を判別するのは今まで以上に困難になった。事前に発見するのは不可能と思って対処を考えたほうがいいでしょう。公園で仕留めきれなかったのが悔やまれるわね」

　大観衆が集まり、世界中が注目する中、バグの襲しゆう撃げきが起きたら大混乱だ。それがわかっていても事前に阻止するのは難しい。大会を中止するわけにもいかないだろう。そもそも説明のしようがない。仮面バスターとして声明を発し、危険性を指摘したところで、バスタードはエンターテインメント最優先、大会を止めてまでバグ討とう伐ばつを優先することはない。

「……くそっ」悔しくて情けない。

　天あま沢さわを守れず、バグを倒すこともできず、怪け我がまでさせてしまった。静句が助けに入ってくれなければ、サイファーの正体までばれるところだった。大失態だ。自分は仮面がないと為なすべきことも為せない最下位の男ボトムナンバーにすぎないのだと改めて思い知らされる。

「光太くん」静句が呼んでいた。「光太くん？」

「あ、はい。なんでしょう？」

「……気合が足りないようね」

　静しず句くの両手が、光こう太たの頬ほおをピシャリと挟む。

　次の瞬しゆん間かん、ゴツンッ──頭突きを食らった。

「ぐあッ!?」光太はくらくらした。「な、なんですか、いきなり」

「このあいだテレビで、こうして気合を注入してたから、ちょっとやってみたの」

「どんな体育会系番組ですか」

「自分のせいだ──なんて、思ってないでしょうね、光太くん」

「それは……だって……」

　ピシャリ。またもや両手で頬を挟まれる。頭突きが来るかと思って身構えたが、静句は何もしないまま、まっすぐに視線を注いだ。

　じーっと見つめられ、光太の心臓は鼓こ動どうを早める。

　緊張して固まっていると、手のひらで両頬をこねくり回された。

　静句は据わり目で言った。

「これは、私たち、チーム〝マスクド・バスター〟の責任なの。仮面バスターはあくまでも裏の顔。正体不明で演じている以上、表の対応には限界がある。時には悔しい思いをすることもあるでしょう。だけど、それも含めて背負っていかなくてはならない。わかるよね？」

「は、はひ」

「だったら、くよくよしないの」静句はこねくり続ける。「バスタードを守り、バスターを守るのが仮面バスターでしょ？　まだ何も終わってないんだから、切り替えていくべし」

「は、はひ」

「じゃあ、寮りようの近くまで送るから。今日はゆっくり休んで明日に備えてね」

「は、はひ……あの、いつまで続けるんですか、これ」

「ふふ、変な顔」静句は遊んでいた。「うりゃうりゃ」

　光太は黙って遊ばれる。これはこれで、悪くない──そう思えるぐらいには、気持ちに余裕を取り戻せていた。







　　　　　第四話　　碧き旋風の戦乙女







　学園島最大の闘とう技ぎ場じよう施設──セントラルコロシアムは、十年前起きた女じよ王おう蜂ばち事件の決着の地として知られており、その大きさと収容人数は東京ドームに匹敵する。バスタードの聖地とも言えるこの会場は、大会の決勝や特別なイベントでしか使用されないため、その舞ぶ台たいに立つことはバスターにとって名誉なこととされている。

　キング＆クイーンマッチの最終日は午後から。両マッチの準決勝二試合を行い、そこで一時中断したのち、夜のゴールデンタイムに決勝戦が行われる。

『ご覧ください、雲ひとつない青天井。まさにバスタード日和びよりです。スタンドは大勢の観客で埋め尽くされ、早くも熱気が立ち込めています』

　午後一時過ぎ、バスタードＴＶでは、観覧席の各所からアナウンサーが会場の盛り上がりを伝えていた。

　光こう太たは控え室のモニターでその番組を見ていた。

　スタンドには各バスターの応援団が結成されていて、横断幕が掲げられている。そのうちのひとつ、唯一カタカナ名の横断幕がアップになる。

『何と言っても、注目はこの人、天あま沢さわリーゼ！　大会前までは無名だった彼女ですが、仮面バスターへの生告白で話題をさらうと、勝率一〇〇％の隠れた天才ぶりを見せつけ、バスタード界に大旋風を巻き起こしています。一いち躍やく脚光を浴びたニューシンデレラガール。果たしてクイーンの座と共にサイファーのハートを射止めることができるのでしょうか。そのとき、サイファーは姿を現すのでしょうか。禁断の恋の行方ゆくえやいかに！』

　散々煽あおったかと思うと、またあの告白シーンが流れた。この三日間、プロモーションビデオのように幾度となく使われていて、大会自体よりも恋愛劇のほうが注目されている。キング戦にいたっては形式的に取り上げられるだけで、ほとんど触れられていない始末。

「いい加減、見飽きたっつの」

　隣となりから不満の声が上がった。

　宮みや古こ朱あか音ねが腕組みをして不機嫌にモニターを睨にらんでいる。他にも出場者全員が控え室に集っていた。さすがに両マッチのベスト４だけあって、名の知れた上級生ばかりだ。

「ちゃんと公平に扱いなさいよね、ったく」宮古は光こう太たを睨んだ。「ていうか、なんであんたがここにいんのよ。場違いにもほどがあるでしょ」

「期間限定のマネージャーってやつです。大目に見てやってください」

「はぁ？　意味わかんない。バカじゃないの？　バカでしょ？」

「二回も言わなくていいですって」

　気が立っているな。メディアの天沢押しにご立腹のようだ。

「隅っこにいなさいよね。ウロチョロされたら目め障ざわりだから」

「承知しました」

　恭うやうやしく言って、すっと身を引き、ベンチに座る天沢のもとへ向かう。

　天沢は普段通り、手鏡を片手にメイクを直していた。化粧はいつもより薄めでナチュラルな仕上がり。スッピンのほうがいいんじゃないか、と見ていて思う。

　怪け我がのことは公おおやけに知られていない。靴下で見えないが、足首はテーピングでガチガチに固めてある。昼過ぎにマンションの部屋まで迎えに行ったときは、少し体重をかけるだけでも痛そうで、片足立ちでぴょんぴょん移動していた。光太がおんぶして階段を下り、タクシーでコロシアムまで来た。会場に入ってからは、痛みを我慢して普通に歩いているが、時折少し顔をしかめている。光太は小声で聞いた。

「どうですか、具合は」

「うん、昨日よりはマシかな」

「やることは変わりませんよ。怪我がばれたら付け込まれますからね。出し惜しみせず、最初から飛ばしていきましょう」

「疾しつ風ぷう作さく戦せんね」天沢はウインクした。

　控え室のドアが開き、運営委員の生徒が顔を出した。出場者が呼ばれる。まずはキング戦の準決勝第一試合に出る二名。そして次のクイーン戦の準決勝第一試合に出る二名（天あま沢さわとその対戦者）も、入場口前で控えておくように、とのこと。

　男子二人と女子一名が控え室を出て行く。

　天沢は足を気き遣づかいながら、あくまで自然と立ち上がった。痛みが走ったのか、じっと耐えるように動かない。ひとつ、ゆっくり息をする。

　その様子を見た宮みや古こが挑発してきた。

「なに、あんた、今さら緊張してんの？」

「どこかのイノシシ娘さんと違って繊せん細さいなのよ、わたしは」

「ふんっ、よく言うわよ。デカいケツしてるくせに尻軽な女が」

　天沢はムッとする。

「いい加減、あなたとも決着をつけたいのね、おチビさん」

「奇遇ねぇ、あたしもそう思っていたところよ、ケツデカ」

　睨にらみ合い、火花を散らす。そして斥せき力りよくが働いたかのようにそっぽを向きあう。顔を合わせれば衝しよう突とつせずにはいられない二人だった。

　モニターではキング戦の準決勝第一試合が始まろうとしている。先ほど出て行った男子二名が大だい歓かん声せいに出迎えられ、ステージに上がる。

　光こう太たはドアを開け、天沢を先に出した。宮古が背を向けたまま声をかける。

「正直、あんたがここまでやれるとは思わなかったわ。今までテキトーにやって遊んでばかりいたくせに、サイファー目当てにバカみたいにがんばっちゃって──ホント、バカ。こっちまでそのバカ騒さわぎに巻き込まれて、いい迷惑よ」

「……でも、わたしは、バカになれてよかったと思うのね」

　と、天沢も背を向けたまま返した。

「きっかけをくれたのはサイファーだけど、今はバスタードが楽しいのよ」

「ふん」宮古は笑う。「先に決勝に行って待ってなさいよ」

「ええ」天沢も笑う。「そして勝ったほうが、サイファーの彼女なのね」

「だから、あたしは違うってば！」

　思わず振り返る宮古だが、天沢はすでに廊下を進み、視界から消えていた。光太がなんとも申し訳ない思いでドアを閉じると、中から吠ほえる声が飛ぶ。

「あのケツデカリーゼ！　いつも肝心なところで噛かみ合わないんだから！」




　入場口に続く関係者通路を、天沢と並んで歩いていく。

　試合開始のブザー音が響ひびき、舞ぶ台たい裏うらまで歓声が届いた。通路を行き来する者はいない。人目もないので、天沢は無理せず、足をかばって引きずるようにして歩いた。胸に手を当て、吐息を震ふるわせる。

「なんだか、心臓がバクバクするのよ」

「バスタードの聖地で大一番ですからね。緊張して当然です」

「うん……これが、本当のバスタード」

　天あま沢さわは硬くなっていた。足がもつれる。

　光こう太たはとっさに抱き支えた。天沢の体は微かすかに震えていた。

「だ、大丈夫ですか？　足、痛みますか？」

「ううん、へーき。そうじゃなくてね……」

　天沢は腰に腕を回し、きゅっと抱きついてきた。

「え……あ、天沢さん？」

「なんかね、ふわふわして、そわそわして、うまく息ができなくて……変なのよ」

　なんでかな、と笑って見上げるその顔は強こわ張ばっていて、泣きだしそうに見える。

　どうしたものか、光太は動くに動けずにいると、天沢は目を閉じて胸に顔をうずめた。浅い呼吸を繰り返す。

「お願い……少し、このままでいさせて」
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　もしかして、ここにきてプレッシャーを感じているのか？

　本気で勝ちたいと思い、真剣勝負で挑むからこそ生まれる緊張と重圧。今までテキトーにバスタードをやりすごし、昨日までは負けてもいいと思いながら戦っていた天沢にとって、それは初めて味わうものなのだろう。精神的にはまだまだ未熟。ましてやこの大おお舞ぶ台たいで、準決勝という大事な試合を前にしては、プレッシャーに押おし潰つぶされても無理はない。

　天沢の震えはなかなか止まらない。心と体のバランスが崩れてしまっているようだ。

　光太は逡しゆん巡じゆんしたが、子供をあやすように銀ぎん髪ぱつを撫なで、笑いかけた。

「……大丈夫、楽しめばいいんですよ」

「楽しむ？」

「さっき自分で言ってたじゃないですか。バスタードが楽しいって。それでいいんですよ。バスタードはエンターテインメント。見ている人を楽しませるものです。ファンを楽しませるにはまず自分が楽しまないと──って、絶ぜつ対たい零れい度どの女王も言ってました」

「女王が？」

「はい。だから、思いっきり楽しんでくればいいんですよ。それもバスターの為なすべきことでしょうから」

「……うん」

　天沢は小さくうなずいた。震えはおさまっている。気持ちのボタンをひとつずつかけ直すように呼吸を繰り返すと、抱きついたまま顔を上げた。上うわ目め遣づかいにじーっと見る。

「ねぇ、コータ」

「は、はい？」

「わたしがサイファーにフラれちゃったら、慰なぐさめてくれる？」

「……え？」

「コータといると楽チンなのよ。のんびり、ほんわかするのね。サイファーのこと知らないままコータに会ってたら、好きになってたかもって思うのよ。今からだって……」

　潤うるんだ瞳ひとみは、小こ悪あく魔まとはまた違う、しっとりとした女の色香を放っていた。

　健気けなげな眼差しに、光こう太たは一いつ瞬しゆん、魅み入いられる。思考が回らず、碧あおの瞳に吸い寄せられるように気持ちがぐらつきかけたそのとき、静しず句くの顔が頭をよぎり、ハッと我に返った。

　天あま沢さわがすでにサイファーを知ったように、光太はすでに御み凪なぎ静句を知った。もし互いにそうでなかったのなら、あるいは可能性があったのかもしれないけど。

「それは……ないですよ」

　と、自然と穏おだやかに微笑ほほえみ返している自分がいる。

「サイファーがいなかったら、天沢さんはクイーン戦に出ていないでしょうし、僕たちの関係もこんなふうにはなっていなかったでしょう。それに、楽チンと好きは違うと思います。恋するのって、たぶん、もっと大変な一大事です──相手のこと、思わずにはいられなくて、そのせいでいろんな気持ちに振り回されて──それこそ、心臓が休まる暇ひまもないぐらいに」

　まっすぐに見つめながら話を聞いた天沢は、

「……うん、なるほど。そっか……そうだね」

　と、言葉以上の何かを察したように小さく微笑ほほえみ、離れた。

　あっけらかんと、少なくとも表向きはいつもの小こ悪あく魔まペースで、右手を差し伸べる。

「お互い、がんばるのね」

「え？」

　差し出された右手と今の言葉から、天あま沢さわが何を察したのかを、光こう太たは察した。

「はい」と笑顔で握手に応じる。

「パンツの件は、今日で不ふ穏おんにしてあげるのよ」

「それを言うなら不問です」これ以上不穏なことはごめんだ。「さっきの話ですけど、一友人としてなら、いくらでも慰なぐさめますよ。カラオケで丸一日一人コンサートでも、バイキングのバカ食いでも、なんでも付き合います。今からお店のほう予約しておきましょうか？」

「まだフラれるって決まったわけじゃないのね！」

「これは失敬」

　二人は顔を見合わせ、「ふふふ」「ははは」と笑い合う。

「……じゃあ、行ってくるのよ。あとは一人で平気」

「ぞんぶんに楽しんできてください。でも無理はしないように」

「大丈夫。もしものときは、くす玉を使うのね」

　天沢は小さく手を振り、痛みに耐えながら、自然な足運びで歩いていく。

　見送る光太は首をかしげた。くす玉？

　もしかして、隠し玉と言いたかったのだろうか。まだ何か秘めているスペックがあるということか。それともハッタリ──いや、天沢はそんな引っかけをする玉じゃない。あの口ぶりは本当に何かある。だとしたら今日の今日まで出し惜しみしていたということになるが、だとしてそんなことをする理由がわからない。考えれば考えるほどわからない。

「……ホント、振り回してくれるよな」

　光太はやれやれと苦笑した。試合を見て確かめればいいか。




　　　　○




　コロシアムの最上階。特設の観覧室が設けられているビップ専用のフロア。

　その一室で光太は静しず句くと合流した。窓の向こうにコロシアムが一望できる。キング戦の準決勝第一試合が進行中。ステージのあるフィールド全体がドーム状の光の壁で包まれている。スタンドは観客で隙すき間まなく埋めつくされ、四方のオーロラビジョンには中継映像がでかでかと映っていた。応援と歓かん声せいが部屋の中にまで響ひびいてくる。

「光太くん、いつでも出られるように、今のうちに変身しておいて」

　静しず句くに言われ、光こう太たは着替えのためにトイレに入った。スポーツバッグの中から変装道具を取り出し、仮面バイザー以外の衣装を身に着ける。

　バグが現れる可能性がもっとも高いのは、大会最終日の今日。舞ぶ台たいとなるセントラルコロシアムの収容人数は数万規模。その中から寄生者を判別するのはまず無理だ。バグにしてみれば絶好の潜せん入にゆう機き会かいと言えよう──もっとも、そこまで計算が働くかどうかはわからないが、そうでなかったとしても島民のほとんどが集まるこの大舞台、紛れ込んでいる可能性は高い。向こうが行動を起こしたところを迅速に対処する。それしか打つ手はなかった。

　部屋に戻ると、静句はテーブルの上にタブレットとノートパソコンを置いていた。耳にはイヤホンマイクを装着し、サポート体制は万全。

　試合中継を流していた室内のモニターにメイリーナが映る。

『風紀の警備が予想以上に厳重なり。向こうもバグの襲しゆう撃げきを予測しているのかな？』

　コロシアムの図面がモニターに表示された。出入り口はスタンドの通路の各所に、風紀委員の配置を示すマーカーが点灯する。ほぼ総動員。無駄のない配置で死角はなさそう。

「周防すおうくんは感づいていたみたいだからね。天あま沢さわさんが狙ねらわれていることに」

『バグへの対応って面では心強いけど、仮面バスターとしては厄やつ介かいな状況なりね。バグにしろサイファーにしろ、飛んで火にいるなんとやらだよ、これじゃあ』

「それでも」光太は言い切る。「もしものときは、出るしかない」

『まあ、出たとこ勝負はいつものことだしね』メイリーナは陽気だ。『そんじゃ、何か動きがあったら知らせるよん。いったんばいびー』

　桃色髪のゴースト娘はモニターから消えた。

　チャンネルが元に戻り、試合の中継が映る。

　光太はソファに腰を下ろした。気持ちが高ぶっていて、なんだか落ち着かない。黒くろ騎き士しのときとは逆で、待ち受ける立場というのが、また違った緊張感を生んでいる。

　静句が隣となりに座り直した。

「光太くん、顔が硬いよ。また気合入れてあげようか？」

「……いえ、大丈夫です」頭突きを思い出した。「気合は入ってます。どこからでもかかってきやがれって感じです。やってやりますよ、ええ、やってやりますとも」

「それならいいんだけど……でも緊張しすぎ。気負いすぎはよくないよ」

　リラックスリラックス、と笑顔を揺らす静句。

「あ、そうだ。緊張を解くいい方法があるんだけど……試して、みる？」

「頭突きは嫌ですよ？」

「大丈夫。痛くないよ……えっと、じゃあ、こっち向いて」

　光太は言われたとおり静句に正面を向けた。

　静句は両手で光太の顔を包む。

　デジャヴ。やっぱり頭突きか。

　思わず目をつぶり、衝しよう撃げきに備えた。

　しかし、額ひたいに当たったのは、柔らかで優しい感触。

「……？」

　瞼まぶたを開けると、静しず句くの胸元が目の前に。

　額には唇が触れていた。
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「……ん」

　かすかな吐息と共に唇が離れる。

　まさかのでこちゅー。光こう太たは目が回りそうだった。

「……せ、先せん輩ぱい？」

「え、えっとね、キスにはリラックス効果があるって、雑誌で読んだから。でも、思ったより恥ずかしいね、これ」静句は照れ臭そうにはにかむ。「リラックス、できた？」

「は、はい」

　それどころか骨抜きにされそうだ。

　ブザー音が響ひびく。試合の決着がついたようだ。次は天あま沢さわの番。

「いよいよね」静句は窓際に行って見る。

　光太はおでこに触れた唇の余よ韻いんに浸りかけ、ぶんぶんと首を振った。いかん、逆に浮足立ってしまっている。最低限の緊張感は持たねば。

　いったん気持ちをリセット。いつものと同じようにやればいい、と自分に言う。何もかもエンターテインメントと化すのがバスタード。マスクド・バスターは即興劇ゲリラライブ。バグの脅きよう威いが霞かすんでしまうぐらいに楽しませてやればいいのだ。それが仮面バスターとして──未み空そら光こう太たではなくサイファーとして、為なすべきこと。

　無論、何事も起きなければ、それに越したことはないのだが。




　しかし事態は早々に動きを見せた。

　小休止を挟み、クイーン戦の準決勝第一試合。入場口から出場バスターが現れ、オーロラビジョンにその姿が映し出される。スタンドから大だい歓かん声せい。会場が揺れに揺れる。

　実況席のアナウンサーが身を乗り出してマイクを握った。

『さあさあ、注目の一戦がやってまいりました！　会場のボルテージは急上昇！　小こ悪あく魔まなあの子が早くも登場！』

　画面上、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんのクォーター美少女に、ズームイン。

『人気沸ふつ騰とう！　話題騒そう然ぜん！　今大会のダークホースにして台風の目！　クイーンの座と共に仮面バスターのハートをゲットなるか!?　ランキング百四十二位ながら公式試合負け知らずの隠れた天才、風雲急を告げるニューシンデレラ、天あま沢さわリーゼ！』

　スタンドが噴ふん火かのごとく轟とどろいた。天沢は足の怪け我がを感じさせることなく歩いていく。痛みはあるのだろうが、顔には出さず、小悪魔な笑顔を振りまいている。

　続いてアナウンサーは対戦者の紹介に映った。

　そのときだ。

　室内に電子アラーム。モニターにメイリーナが顔を出す。

『風紀に動きあり。通信入れるよん』

　ザザッと乱れた音が走ったあと、声が行き交った。

『西側二階席、ポイントＬ‐３。トラブル発生。生徒同士で揉もめています』

『確保だ』周防すおうの声。『同エリアの担当は応援へ。バグの寄生の有無を確認しろ』

『ポイントＬ‐３、野次馬が邪魔で近づけません』

　傍受した通信を聞きながら、静しず句くはガラス越しにスタンドを見やる。

　トラブルの場所はすぐに視認できた。しかし野次馬がごちゃごちゃしていて当事者の姿がよく見えない。ただ、その場から逃げ出すような者もいなかった。

　ただのケンカか、と思った直後、状況は一変。

　人だかりの中から、黒い寒かん天てん質しつな触手が無数に伸びた。まるでイソギンチャク。

『バグです！』通信の声が割れる。『寄生型確認！』

『総員、現場に急行。逃がすなよ』周防の声は淡々。

　光こう太たも仮面バイザーをかぶった。

「先せん輩ぱい、出ます」

「待って。まずは風紀の──」

　静しず句くが言い切る前に、通信を伝って野次馬の悲鳴が届いた。

　バイザーのワイプに監かん視しカメラが捉とらえた映像が出る。触手が観客を絡め取り、投げ飛ばしていた。倒れた者は立ち上がれない。無差別に生体エナジーを吸い取っているのか。

　バグだと気づいた野次馬が逃げ惑う。人だかりが解けた中心に、きのこのような髪型をした男子生徒がいた。マッシュルームヘア。その身から黒い粒子光を泡立たせている。

　すかさず風紀委員が取り囲んだ。しかし、きのこ頭の男子生徒は触手をバネにして高々と跳ちよう躍やくすると、そのまま二階席から飛び降りた。ワイプからフレームアウト。

　すぐにメイリーナがサポート。別のカメラ映像に切り替わる。きのこ頭の少年は触手を足代わりにスタンドを駆け下りていく。移動しながら、触手に触れた観客を捕らえては、エナジーを吸い取って投げ捨てていく。一階席も大混乱だった。

　ステージのほうは、バグの存在に気づかないまま進行し、選手紹介も終わってガードシステムが作動、選手がアーツを召しよう喚かんする。透明な光の壁がドームを築いたそこに、きのこ頭の少年が飛びこもうとした。防護壁がそれを阻はばみ、マイナとの接触で黒い火花が散る。侵入を防いだかに見えたが、しかし塩酸をかけられたように侵食され、虫食いのような穴が空あく。

　きのこ頭の少年はステージに入り込んでしまった。

　ついに会場全体が異変に気づき、コロシアムが一いつ瞬しゆん静寂に包まれる。

「突破された！　こっちも出ます！」

　光太はプラナを練る。全身が青く発光する。

『ちょい待ち』メイリーナが制した。『ガードシステムがマイナに侵食されて、逆バリア状態になっているなり。あれじゃあ、入りたくても入れないなりよ』

　ドーム状の防護壁はうっすらと黒く染まっていた。霧きりがかかったように中が見えにくい。ただフィールド内のカメラ機能に問題はないのか、オーロラビジョンをはじめ、映像でははっきりと見えている。

「スペシャルでぶち壊こわせばいいだろ」

『力尽くは危険だって。無理に破壊しようとしたら爆発とか起こすかもしれないなり。マイナの無む尽じん蔵ぞうパワーを考えたら、コロシアム全体がドッカーンっていっちゃうかも』

「そんな……じゃあ、どうすんだよ」

　集中が切れ、プラナのチャージが解けてしまう。

　オーロラビジョンには天あま沢さわの姿がアップ。乱入者に驚き、目を丸くしている。対戦相手の三年生女子は、突然降ってきた寄生者に不意を突かれ、触手に拘束され、プラナを吸い取られて枯こ渇かつ状じよう態たいに陥った。ゴミのように投げ捨てられる。

『バ、バ、バババ、バグだぁーっ！』

　呆あつ気けに取られていた実況が大声を上げた。

『あの黒い光、間違いないでしょう！　吸血鬼騒そう動どうを巻き起こした寄生型バグ！　パラサイトされた生徒が突如フィールドに乱入！』

　会場全体が目を覚まし、大おお騒さわぎとなった。スタンドが波のようにうねる。ただ、恐きよう慌こうを来すことはなく、逃げ出す姿も少なかった。ほとんどの観客がその場を動かない。いくら事件まで娯楽化されるとは言え、バグ襲しゆう撃げきの巻き添えを食らえば、ただではすまない。いつもなら一目散に逃げて当然──だが、ここはバスタードの聖地、セントラルコロシアム。そしてキング＆クイーンマッチの最終日真まっ只ただ中なか。選えりすぐりのバスターが集っている。バグを恐れる必要はない。むしろその戦いを直に見られるまたとない機会。

　会場はバカ騒ぎの熱気を取り戻した。

『大変なことになりました！　試合開始直前、バグが出現、ステージに降り立った！　今、風紀委員会がフィールドに到着し──おっと、どうしたことでしょう、中に入れません！　防護壁が邪じや魔まをしている？　いったいどうなって……え？　システムが乗っ取られた？』

　実況も舞まい込んでくる情報に混乱している様子だ。

『ど、どうやら寄生型バグは、ガードシステムにまでパラサイトしたようです！　防護壁がバグの力で汚染されてしまった！　風紀委員会、突破できない！　そして中では天あま沢さわリーゼがバグと一対一だ！』

　オーロラビジョンに映し出される天沢リーゼと寄生者の男子生徒。両者はバトルセットの位置で対たい峙じしていた。まるで最初から対戦カードが組まれていたかのように。

　まさか、と光こう太たは思う。バグはこれを狙ねらっていたのだろうか。会場のガードシステムを乗っ取り、天沢リーゼを外へ逃さない、さらに周りが邪魔できない状況を作り出す──そこまで考えていた？　それとも結果的にそうなっただけ？

　どうあれ、こっちにしてみれば裏をかかれたも同然。状況は最悪だった。




　触手が伸縮し、獲え物ものをめがけていっせいに襲おそいかかる。

　天沢はオプションを展開。〝風の傷痕シヤムシール〟と〝妖精の舞フエアリーダンス〟で触手を切り刻む。しかし触手は無む尽じん蔵ぞうに再生──さらに増殖した。天沢はセットの立ち位置のままで対応するが、手数が違いすぎて捌さばき切れず、徐々に触手が迫っていく。

『天沢リーゼ、真っ向から受けて立つも、押し込まれています！』

　違う。真っ向から受けて立っているのではない。負傷した足では動くに動けないのだ。

　とうとう距離をつめられ、鞭むちのようにしなった触手を、跳とび退のいて避よけた。

　着地の瞬しゆん間かん、足が痛んだのか、ぐらっと体勢を崩す。

　その隙すきをついて、触手が左足に巻きついた。軽々と真上に放られる。空中で身動きの取れない天あま沢さわに、先端を尖とがらせた触手が鋭するどく伸びていく。スタンドから悲鳴が飛ぶ。

「天沢さん！」

　光こう太たも思わず声を上げた。

　直後、天沢の全身が、翡ひ翠すいのヴェールに包まれた。

　一いつ瞬しゆん後ご、フレームアウト──消えた？

　触手は何もない空中を貫いた。光の粒が散るだけ。

　映像に頼っていた誰だれもが、天沢の姿を見失った。光太も同じ。ただ、窓越しに双眼鏡でフィールドを覗のぞいていた静しず句くだけは、その姿を逃さず、小さな驚きを持って微笑ほほえんだ。黒ずんだ防護壁の中で、翡翠の輝かがやきが宙を舞まっている。

「本当に、底知れない子ね」

　別カメラの映像に切り替わった。

　途端、会場は安あん堵どを通り越して仰天し、どよめいた。

　天沢リーゼは、空中にいた。その背に翼つばさを生やして。

　エナジーフェザー。両肩に遊離型のウイングパーツが展開され、プラナを噴ふん出しゆつし、浮力を得ている。まるで天使のようなシルエット。

『と、飛んだぁぁぁーっ！』実況がありのままを叫んだ。『な、なんと、天沢リーゼ、ここにきて、またもや新たなオプションを解禁！　それも驚きよう愕がくの飛行スペックだ！』

　会場がうねるように盛り上がる。割れんばかりの大だい歓かん声せい。

　光太は呆あつ気けに取られた。飛行スペックを持ったオプションパーツ。あれが天沢の言っていたとっておきのくす玉──隠し玉か。

『天沢リーゼ、急降下！　上空から突っ込んでいく！』

　迫りくる触手の合間をすり抜けて飛行。フェアリーダガーが寄り添う。空中戦なら足の怪け我がも関係ない。一気に距離をつめ、すれ違いざまにビームランスを薙なぐ。

　一撃殺。触手が一気に散り、きのこ頭の少年は、その場に倒れ伏す。コロシアムは歓声に包まれた。しかし、まだ終わりではない。天沢も油断せず、空中から警戒する。

　少年の体から、バグの本体──スライムが湧いて出た。風船のように膨ふくらみ、無数の触手を足代わりにして立つその姿は、まるで巨大なくらげ──ジェリーフィッシュ。寒かん天てん質しつな釣つり鐘がね状の図体は二メートルを超す。色は墨汁を混ぜたように濁にごっていた。

『バグの本体が現れました！　大きなくらげのような姿をしています！　天沢リーゼ、すかさず何か仕掛けるようだ！』

　上空の天沢は、ビリヤードのようなかまえでビームランスの矛ほこ先さきをバグに向けていた。先端に六枚のフェアリーダガーが結集し、矛を包むように六ろつ角かく錐すい体たいを成す。粒子光が注がれ、翡翠色の輝きが強まっていく。今までにないプラナの昂たかぶり。

　マイクが天沢の声を拾った。

『これが四度目の正直なのよ！　穿うがて、《吉祥天雅ブリユンヒルデ》……〝綺羅、星の如くテインクルスター〟！』

　ビームランスを突き出す。六角の錐すい体たいが花開き、中心から光の矛ほこが発射された。翡ひ翠すい色いろのプラナが彗すい星せいのように尾を引く。バグは触手を伸ばし、星をつかまえようとするが、巻き起こる風刃に切り刻まれ、触れることすらかなわない。

　隕いん石せきの墜つい落らくにも似た勢いで、彗星はくらげを貫いた。

　命中と同時に竜巻発生。バグの身を木こつ端ぱ微み塵じんに切り裂いていく。

　風の渦は優に十秒間は続き、やがて風船が弾はじけるように爆はぜ、消えた。スライムは跡形もなくなり、ステージに黒い雨が降る。

『決まったぁぁぁーっ！』

　吠ほえる実況。会場は拍手喝かつ采さい。視聴者もホッとしていることだろう。

　しかし、まだ──光こう太たは静しず句くと共に険しい表情を崩さない──まだ終わりではない。マイナの気配は消えていなかった。その証拠に、ガードシステムの侵食は解けずにいる。天あま沢さわも感づいているのだろう、空中で待機。警戒して降りようとしない。今の大技でプラナを消しよう耗もうしたのか、肩で息をしている。

　と、中継映像に異変──カメラにかかった黒い水しぶきが、蠢うごめいた。

　メディア委員会が気づき、別アングルの映像で確かめる。ステージに降った黒い雨粒がずるずると這はって一点に集まっていく。

　すると、見る見るうちに元のくらげの姿を取り戻した。

『な、なんと、再生してしまいました！　これがバグの恐ろしいところ！』

　すかさず触手が天沢を狙ねらう。

　天沢はビームランスで薙なぎ払い、続けてフェアリーダガーでくらげ本体を切り裂く。しかしノーダメージ。スライムに斬ざん撃げきは効かない。エレメントの相性も悪すぎる。

　攻撃で無駄に体力を使うわけにもいかず、天沢は回かい避ひ一いつ辺ぺん倒とうになった。ジェットコースターのように宙でループやスクリューを描えがいて舞まい、触手から逃げ回る。

　打つ手がない。このままでは……。

「厳しいわね。もしかしたら、サイファーの出る幕がないかとも思ったけど」

　静句は双眼鏡を覗のぞきながら、いたって冷静に言った。

「メイリーナ、システムの奪だつ還かん、もしくはダウンさせることは、可能かしら」

『さっきからやってはいるんだけど』メイリーナは電脳作業で忙しいのか早口だ。『こいつはちょいと厄やつ介かいなりよ。ファイアウォールがマイナでバグって嫌な感じにパワーアップしちゃってる。スペシャルモードで対応しても突破には五分かかる計算なり』

「遅すぎる」光太は顔をしかめた。「他に方法はないのか？　目の前にいて、何もできないなんて」これじゃあ、昨日と同じ──いや、それよりもひどい。

『システムを根本的にどうにかするにはどうしても時間を食うなり。向こうのエナジーは無限だし、ジャミングしても一時的に機能障害を誘発するので精一杯。それだって完全無効化とはいかなくて、せいぜい弱体化させる程度。もぉ、どないせいっちゅーねん！』

　メイリーナは桃色髪をかきむしる。

　光こう太たも同じように頭をかいた。そこでひとつアイデアを絞り出す。

「その弱体化の隙すきをついて突破できないか？」

『ムリムリ。一時的って言っても、コンマ何秒の世界なりよ』

「〝稲妻駆動プラズマドライブ〟ならいけるだろ。ドライブ中なら、感覚的には数秒だ」

『いやいや、口で言うほど簡単じゃないって。マイナの壁が消えるわけじゃないから、それを相そう殺さい・突破しなきゃいけないし、その分のパワーもいるし』

「〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟がある。ついでに、走るより落ちたほうがいいかもな。思いっきり上に跳んで、重力と推進力を合わせて真上から突っ込めば、スピードもパワーも増すだろ」

『《武タケ御雷馳ミカヅチ》を矛ほこと盾にするって？　そんな無茶したら大破しちゃうよ。仮に突破できたとしても、マイナの中を通るだけでプラナを削られて、ジリ貧で戦うはめになるなりよ。それどころか、ちょっとでもタイミングがずれたら、光太がぺちゃんこなり』

「上等だ。ここでくすぶっているよりはマシだろ。他にないならそれでいくぞ」

　光太は行く気満々でプラナを再チャージした。

『ちょいちょいちょいっ、早くもバスターズ・ハイ？　静しず句く、なんとか言ってやってよ』

「光太くん」振り返った静句は笑顔。「ファイト一発、当たって砕けろの精神よ」

『えぇぇぇぇっ』メイリーナは仰のけ反ぞった。イナバウアー。『この流れ……うちだけ置いて行かれるときって、ろくなシチュじゃないなり。一歩間違えたら自殺行為……ホントに当たって砕けちゃうかもよ？　成功確率は、えっと……』

「計算しなくていい。《武タケ御雷馳ミカヅチ》と《電脳妖精バーチヤリオン》の合同電撃作戦だ。失敗する可能性のほうが低いだろ？　それとも自分のスペックに自信がないのか？」

『むむ……いいじゃん、やってやろうじゃん』

　メイリーナは安い挑発に乗った。桃色の粒子光を散らし、ひらりとターン。

『歌って踊って当たって砕けろ！　今こそ〝踊る超電波線ハイパーオンライン〟！　電波の力を舐なめるなよ！』




　光の弾丸は黒い障壁に阻はばまれ、プラナを散らして弾はじける。

　白しろ金がねの貴公子、周防すおう晴はる真まのアーツ《正なる審判ジエイ・オン・ワルツ》をもってしても、侵食された防護壁に風かざ穴あなひとつ開けることはできなかった。他の風紀委員もそれぞれのアーツを駆使して防護壁に攻撃を仕掛け、各々突破を試みていたが、びくともしない。

「こんのぉぉぉぉッ！」

　一ひと際きわ威勢のいい声を張り上げ、黒い壁に斬きりかかっていくのは、宮みや古こ朱あか音ねだ。

　バグの襲しゆう来らいを知って控え室から飛び出してきた彼女は、真紅の機械刀《炬コノ花ハナ咲サク耶ヤ》を飽きることなく振り回し、紅ぐ蓮れんの焔ほむらを撒まき散らしている。

　内部では、天あま沢さわリーゼが宙を飛ひ翔しようし、バグの触手から逃げ回っていた。その飛行スペックをはじめ、一度はバグを蹴け散ちらしたスペシャルを放つなど、センスの高さには目を見張るものがあるが、今となっては形勢逆転。表情にも余裕はない。

　副委員長の女子が駆け寄ってきた。

「ダメです、まったく歯が立ちません。情報課も手の施しようがないようで、下手に破は壊かいすればエネルギー爆発の可能性もあるとのことです」

「そうか」周防すおうは淡々とメガネを押し上げた。「部分突破は不可能、システムもコントロール不能……対つい消しよう滅めつしかないか」

「ですが、マイナが飛散した場合、被害拡大の恐れも」

「それを防ぐのが我々の務めだ」

　右の拳けん銃じゆう《ジャスティス》を指先で回し、インカムを通じて指示を出す。

「各員、スタンドの最前列に並び、フィールドを囲って防衛線を張れ。これより防護壁の対消滅を試みる。マイナが飛散する可能性もあるため、各員はスタンドを守護せよ」

　風紀委員の面々が素早く応じ、スタンドの各所に散って陣を成した。

　周防は銃をかまえ、白銀のプラナを集束させる。

　しかし視界の端で、まだ一人、アーツを振り回しているバスターがいた。

「下がれ、宮みや古こくん」

　銃口の輝かがやきを見て取った宮古は、巻き込まれてはたまらない、と慌あわてて身を引く。

「案外、荒っぽい手を考えますね、周防先せん輩ぱい」

　皮肉っぽく言って、ちょこまかと周防の背後に回った。小さな体がすっぽり隠れる。

　ステージの天沢は外の様子など知る由もなく飛び回っていた。この一撃──〝粛清の光ピースメイカー〟を放てば、彼女も巻き込まれてしまうだろうが、ライフガードがある以上死にはしない。周防は迷うことなく引き金に指をかけた。白銀の光がさらに昂たかぶっていく。

『天沢リーゼ、動きが鈍にぶってきた！　スタミナ切れか!?　あ、危ないっ、触手が──』

　実況が会場の悲鳴にかき消される。天沢の右足に触手が巻きついた。その顔が苦痛に歪ゆがんで動きが止まると、次から次へと触手が伸び、両手両足にまとわりつく。全身を拘束され、逆さまに吊つられる。肉に食い込むほど強く締めつけられ、苦く悶もんの表情で呻うめく。

　くらげの胴体が大きく割れた。捕食──丸まる呑のみにする気か。

　絶体絶命──実況が叫ぶ中、周防は引き金を絞る。

　しかし、絞り切るよりも先に、青い閃せん光こうが翔かけた。

　天から一直線、青空よりも青い稲妻が防護壁を貫通、ステージに突き刺さる。

　雷鳴が轟とどろき、バグの触手が爆はぜ、粒子の霧きりが舞まった。

　観客が、視聴者が、息を呑んで見守る中、マントを横になびかせて人型のシルエットが立ち上がり、落下した天あま沢さわリーゼを受け止める。

「……やっと来たわね、あのバカ」

　宮みや古こ朱あか音ねが確信を持ってつぶやいた。

　憎たらしそうに、しかし口元には笑みを浮かべて。

「先を越されたな」

　周防すおうは銃を下ろした。

　わずかに目を細めたものの、表情に変わりはなく。

「出てきた以上は期待させてもらうぞ、仮面の」

　粒子の霧きりが晴れていく。

　オーロラビジョンに、誰だれもが期待したその姿が映る。

　シルエットスーツ。ダークマント。そして、仮面バイザー。

　実況が、今日いちばんの雄お叫たけびで静寂を切り裂いた。

『仮面バスター、キタァァァァァァァァァァァァァァァァァーッ！』




　　　　○




　着地というより墜つい落らくだった──あるいは、落雷。

　コロシアム屋上からのハイジャンプ、そしてスカイダイブ。

〝稲妻駆動プラズマドライブ〟のスピードと〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟のパワー、そして〝踊る超電波線ハイパーオンライン〟によるジャミングの合わせ技でもって防護壁の突破には成功したものの、その勢いのままアーツを下にしてステージに激突──メイリーナの予測通り《武タケ御雷馳ミカヅチ》は大破した。代わりに光こう太たは無傷ですんだものの、全身の細胞がギシギシ軋きしんで疲労感が押し寄せる。プラナの大半を持っていかれてしまい、これまたメイリーナの言ったとおり、ジリ貧スタートだった。

「……サイファー？」

　抱きかかえられていた天沢が、碧あおい目を瞬またたかせる。若じやつ干かん、涙ぐんでいた。

　次の瞬しゆん間かん、ぎゅっと首に抱きついてくる。力いっぱいしがみつくように。

「やっぱり来てくれたのね！　今回は本当にピンチだったのよ、本当に本当に！」

「ああ、わかっている」遅れてすまない、と心の中で続けた。「まずは離れてくれ。まだ何も終わっちゃいない」

　天沢を下ろしてすぐ、粒子光の霧が晴れ、視界の先にくらげのシルエットが浮かんだ。その姿がはっきりと目に見えるよりも先に、触手が襲おそいかかってきた。

　光太は再び《武タケ御雷馳ミカヅチ》を召しよう喚かん。一度大破したので丸々ひとつ補うプラナを消しよう耗もうし、軽い眩暈めまいを覚える。気持ちで持ち直し、前に出て、雷電を発したエナジーハンドで薙なぎ払う。青い電撃を浴びた触手は、砂のように黒い粒をこぼし、ボロボロと崩れた。

『効果バツグン！　お得意様いらっしゃーい！　このまま一気に電気分解しちゃえ！』

　メイリーナはハイテンション。ワイプの中でシャドーボクシング。

　光こう太たはアーツをもう一ひと薙なぎし、「まだやれるか？」と天あま沢さわに問いかける。

「もちろんなのよ」と元気な返事があり、ビームランスに光が灯ともった。フェアリーダガーが宙を舞まい踊り、背にはエナジーフェザーが展開、ふわりと浮く。

「サイファーこそ、疲れているみたいだけど、大丈夫？」

「問題ない……いや、万全ではないな。きみの力、当てにさせてもらう」

「罰点笑止なのね」

「それを言うなら合がつ点てん承しよう知ちだ」

　苦笑しながら、降りかかってくる触手の群れを雷電で薙ぎ払う。天沢もビームランスで切り裂く。お互い、消しよう耗もうしている身、すぐに息が切れてしまう。

　ここは一気に──光こう太たは《武タケ御雷馳ミカヅチ》をスペシャルモードにトランスフォーム。

「天沢、時間を稼かせいでもらいたい」

「お任せあられ！」

　天沢は飛ひ翔しようした。くらげの頭上を旋回、触手を引きつける。

　その隙すきに、光太はプラナをチャージ。アーツがキィィィンと甲走った音を唸うならせ、エナジーハンドが青々と輝かがやき、高速回転しだす。

『ぶちかませ！　必殺〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟！』

　メイリーナの号令に合わせ、右の拳こぶしをまっすぐに突き出した。《武タケ御雷馳ミカヅチ》が吠ほえる。雷鳴を轟とどろかせ、エナジーハンドが発射。青い弾丸と化し、くらげに一直線、突き刺さる。

　雷電が爆はぜ、くらげは一いつ瞬しゆんで電気分解──破裂した。




　今度こそは、と会場が歓かん喜きに沸いた。実況も勝利を叫ぶ。

　だが、特設室の御み凪なぎ静しず句くは、油断のない表情でステージを見守り続けていた。フィールドの外から戦況を見守っていた周防すおう晴はる真まと宮みや古こ朱あか音ねも、また同じ。その他にも、バスターの中にはまだ喜ぶには早いことを感じ取っている者がいた。マイナの不快な気配は消えていない。ガードシステムの侵食も続いている。

　ステージ上の仮面バスターと天沢リーゼもまた、アーツを解かず、臨戦態勢のままだ。オーロラビジョンに映る二人の様子から、まだ終わっていないことを、観客や実況、視聴者が気づき始めたそのとき、ぶくぶくと泡立つ黒い粒子光が映り込んだ。

　飛び散ったスライムの破片が、まだあちこちに残っていた。瞬またたく間に合流し、巨大化、あっという間にジェリーフィッシュが復活する。すぐさま触手が生はえ揃そろい、乱舞した。

　仮面バスターは地上で、天沢リーゼは空中で、応戦。

　青い電流が駆け、翡ひ翠すいの旋風が吹く。

『オーマイガー！　またもや再生！　一度ならず二度までもーっ！』

　実況が無念を叫ぶ。会場全体が落胆のため息をつく。

『仮面バスターの必殺技をもってしても倒せず！　旋風もダメ！　雷電もダメ！　いったいどうすればいいんだーっ!?』




　いったいどうすればいいんだ──光こう太たはガードしながら自問自答。触手の攻撃は、簡単に電気分解できるので、それ自体は脅きよう威いではなかった。エレメントは効いている。けれど、スペシャルでも本体は倒せなかった。

「くそっ、威力が足りなかったのか？」

『そうじゃないわ』

　と、静しず句くの声が届いた。

『今、映像をスローで確認してみたら、〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟の爆雷よりも一いつ瞬しゆん早く、くらげが分裂して弾はじけていたの。トカゲの尻尾きりと同じね』

　昨日、森林公園で静句が取り逃がしたときと同じだ。危険を察して自ら分裂し、一部だけでも逃げ延びる。そしてマイナの無む尽じん蔵ぞうなエナジーでたちどころに再生──このままでは、何度やっても結果は同じ。

「そうだ、原石は？」

　バグ化したアーツの原石を破は壊かいすれば、消滅するはずだ。

　メイリーナから歯切れの悪い声が返ってくる。

『それが……さっきからサーチしてるんだけど、見つからないなりよ。原石もスライムに溶けて一体化しちゃってるみたい。要するに、丸ごと一気になんとかするしかないってこと。もしくは、分裂したスライムを、再生する前に始末しちゃうか』

「具体的に、どうすりゃいい？　何か案はあるか？」

『うちの計算だと、〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟をぶっ放したあと、〝稲妻駆動プラズマドライブ〟の超高速で、分裂したスライムをひとつ残らず電気分解して回ればいいなり』

「……無理だ」

『なんで？　十分可能だよ？　現実的なプランだと思うけど』

「ジリ貧で戦うはめになるって言ったのはおまえだろ。さっきの一発でガス欠だ。スペシャルとブーストの両方は使えない。どっちかひとつ、一回が限度だ」

『ななな、なんちゅーこっちゃ！』メイリーナは焦りだす。『地味に大ピンチじゃん！　このままじゃ早くも最終回だよ！　どうするのどうするのどうするの!?』

「さて、どうしたものかな」

　追い込まれすぎて苦笑が漏れた。触手の乱舞を浴びて、エナジーシールドが軋きしむ。プラナを消しよう耗もうしたせいで、発する雷電が徐々に弱まっていくのが自分でもわかった。上空では天あま沢さわもエナジーフェザーの出力が落ち、スピードが落ちてきている。

「どうする、どうする、どうする」

　光こう太たも口に出してつぶやくが、焦りと疲労から考えがまとまらない。

　そのまま頭が真っ白になってしまいかけたが、不意に声が聞こえた。

　通信ではなく、直に。

　大勢の声が、遠くから波のように押し寄せる。

　それは声援──コロシアムに集まった観客の応援が、マイナに汚染された防護壁を越えて届いた。がんばれ。負けるな。口々に叫んでいる。サ・イ・ファー！　リ・イ・ゼ！　二人の名が大合唱されている。土ど壇たん場ばからの逆転を信じるシュプレヒコール。

　会場全体がひとつになっている。

『おおっ、なんか盛り上がっちゃってるーっ！』

「応こたえないわけにはいかないよな、マスクド・バスター」

　光太は己おのれを鼓こ舞ぶする。気持ちの昂たかぶりがプラナの昂りを呼び、雷電の出力が戻った。天あま沢さわも声援を聞いて体が軽くなったのか、動きにキレが戻る。

　だが、打開策が見つかったわけではない。苦しい状況に変わりはない。

　何か手を考えなければ……。

　と、そこに、指揮官から指示が飛んだ。

『光太くん、今こそ、ユニゾンアタックよ！』

「……え？」

　あたかも取り決めてあったことのように言われたが、まったくの初耳でポカーンだ。しかし意図するところはすぐに察した。雷と風、両方の特性を合わせれば……。

「天沢！」頭上に声を飛ばす。「さっきのスペシャル、もう一度できるか？」

「〝綺羅、星の如くテインクルスター〟のこと？　あれは全然効かなかったのよ？」

「きみだけでも、俺おれだけでも、倒すことはできない。だが、二人なら可能だ」

「でも、プラナも消しよう耗もうしちゃってるし、できるかどうか……」

「できるできないじゃない──やるかやらないかだ！」

　叱しつ咤たを受け、碧あおの瞳ひとみは大きく見開かれる。

「迷わず撃うて。アーツは想おもいに呼応して強くなる。力で戦うな、心で戦え──それがバスターだ。信じろ、自分を、アーツを、そして俺を。俺もきみを信じる。俺たちは運命共同体。咲くも散るも一いち蓮れん托たく生しよう──心中するぞ、天沢リーゼ！」

「サイファー」

　天沢は頬ほおを赤くした。心臓の高鳴りを押さえるように胸に手を当て、力強くうなずく。

「合がつ点てん承しよう知ちなのね！」

　間違えずに言って、ビームランスで触手を断ち切り、飛ひ翔しよう。防護壁の天井すれすれまで上昇すると、矛ほこ先さきをくらげに向けてかまえた。フェアリーダガーが舞まい踊って結集し、六角の錐すい体たいを成す。翡ひ翠すいのプラナが注がれ、星の粉をまくように輝かがやきを増していく。

　地上の光こう太たは、天あま沢さわへ伸びる触手を、雷電を帯びたエナジーハンドで薙なぎ払う。くらげは仮面バスターに狙ねらいを移し、触手を乱舞。光太はシールドを展開して耐えながら、自らもスペシャルスキルの準備に入った。プラナの昂たかぶりが青い発光を呼ぶ。

　天沢から「いける！」と声が飛んだ。光太は「撃うて！」と合図し、シールドから雷電を発して触手を電気分解すると、自らも発射の体勢に入った。タイミングを合わせる。

「穿うがて、《吉祥天雅ブリユンヒルデ》──〝綺羅、星の如くテインクルスター〟！」

「唸うなれ、《武タケ御雷馳ミカヅチ》──〝鳴ナル神カミ真マツ破ハ拳ケン〟！」

　上空で、地上で、閃せん光こうが走った。

　疾しつ風ぷうのごとく、翡翠の矛が垂直に翔かける。

　迅雷のごとく、青い弾丸が水平に馳はせる。

　同時命中、十字交差、ジェリーフィッシュの中で二色が溶け合い、ゆらめく。

　直後、雷電を伴った竜巻がバグを呑のみ込み、竜のごとく天へ昇った。雷鳴が轟とどろき、暴風が唸りを上げ、くらげを切り裂きながら電気分解していく。逃げ延びようとしてスライムが分裂するも、竜巻の檻おりに閉じ込められて外に出られず、一粒残らず稲妻の餌え食じきに。

『うっひょ～っ！』

　興こう奮ふんしたメイリーナがワイプを飛び出し、バイザー内を舞い踊った。

『風神、雷神、揃そろい踏ぶみ！　今日の天気はド派手に荒れ模様！　晴れ、ときどき、サンダートルネード！』

　燦さん然ぜんと輝く雷風が、黒い粒子光を一粒残さず、かき消していく。防護壁を内から貫き、空色に溶けると、花火のように爆はぜて、コロシアムに光のシャワーを降らせた。

　黒いドームは消え去り、太陽光がステージの上空と地上の二人を照らす。

　今度こそ、三度目の正直──勝利を疑う者はいなかった。
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　地鳴りのような拍手喝かつ采さい。実況もかき消されるほどの大だい歓かん声せいで、会場はお祭り騒さわぎだ。

　光太は立ちくらみに襲おそわれ、アーツを解いた。その場に座って休みたいところだが、マスクド・バスターは絶賛上演中。オーディエンスの前で勝手に幕は下ろせない。むしろ、仮面バスターとして大変なのは、ここからだ。

「サイファー！」

　天沢が満面の笑みで飛んできた──否、落ちてきた。

　慌あわててキャッチしようとしたが、結果は衝突。光太は押し潰つぶされ、後頭部をしこたま打ちつけた。仮面バイザーをかぶっていなかったら危なかったかもしれない。

「……殺す気かよ」思わず素すで突っ込む。

　天あま沢さわは「あはは？」と無邪気に笑った。

「ごめんなさい、わざとじゃないのよ。着地はまだ練習中で」

「練習中？」

「それよりサイファー、わたしたち、バグを倒したのよ！　二人で一緒に！」

「ああ、そうだな」

「わたしのこと、信じるって言ってくれて、嬉うれしかったのね。それに、心中って……そこまで思ってくれていたなんて……」

「い、いや、あれはそういう意味ではなくてだな」

　ていうか、切り替え速すぎだろ。

　勝利の余よ韻いんに浸ることなく天沢はすっかり色恋モード。こちらの言ったことが聞こえているのかいないのか、馬乗りのまま恥ずかしそうにモジモジ、腰がくねくねと動く。

　今日までの経験から言って、誤ご魔ま化かそうとしても話が噛かみ合わなくていいように解釈されて終わる可能性が高い。それに中途半端な回答をしても、またメディアに都合よく編集されるだけだ。ここは静しず句くにも約束したとおり、ビシッと言うべきだ。

「ねぇ、サイファー」

　しかし先を越された。

「わたし、ちゃんとバスターになれたかな？」碧あおい瞳ひとみが不安そうに見つめる。「わたしね、いっぱい、たくさん、がんばってみたけれど、わからないのよ。バスターになるって、どういうことなのか。バグを倒したらバスターなの？　真面目に試合に出たらバスターなの？　わたしにはよくわからない……今日だって、ただ目の前のことに一いつ生しよう懸けん命めいだっただけ」

「……いいんじゃないか？　それで」

「え？」

「ただ目の前のことに一生懸命だったきみだからこそ、俺おれは信じたんだ。そして、そんなきみだからこそ、みんなは応援してくれた。聞こえるだろう、この歓かん声せいが」

　会場は盛り上がりっぱなしだ。観客は立ち上がり、スタンディングオベーションが鳴りやまない。ウェーブも起きていた。

「誰だれもが認めている。きみはもう立派なバスターだ。イチバンではなくともトクベツだ。きみに代われるバスターは、どこにもいない」

「…………」

　天沢はじっと動きを止めた。もらった言葉を噛みしめるように。ゆっくりと胸の奥に沁しみていくのを待つように。そしてフッと吐息を漏らすと、

「ああ、やっぱり──やっぱり、サイファーがいちばん、ドキドキするのよ……大好き」

　そっと顔を近づけ、キスをした。

　仮面バイザーを避よけて、限りなく唇に近い頬ほおに。

　その瞬しゆん間かんは、オーロラビジョンに大きく映し出され、世界中に同時中継された。コロシアムがどよめき、歓かん声せいとも悲鳴とも黄色い声援ともつかない声がそこかしこで飛び交う。

　唇を離した天あま沢さわは、照れくさそうにはにかんだ。バイザーを突き抜けてきそうなほど熱く見つめてくる。恋に恋する乙女ではなく、恋する乙女の眼差しで。

「…………」光こう太たは呆ほうけたように動けない。

『うわぁ、やっちゃった』ワイプのメイリーナは目を丸くしている。

『…………』静しず句くは沈黙。

　そんな中、熱波が吹き渡った。

　振り向くと、宮みや古こ朱あか音ねが紅ぐ蓮れんの焔ほむらを帯びた真紅の機械刀を手に、陽炎かげろうに似た赤いオーラを発していた。殺気交じりの眼光を放って。

「あ、あんたら、生中継でハレンチなことしてんじゃないわよ！　今すぐ離れなさい！　あんたも少しは抵抗しなさいよ、サイファー！　それとも本気にその女と付き合う気!?」

「いや、待て」慌あわてて起き上がる。「俺おれはそんなこと一言も」

「ふふーん、わたしたちは心中する仲なのよ」天沢が抱きついてきた。

「ああそう、だったらまとめて灰にしてやる」宮古はダークな声で火力を増す。

「早まるな、夜や叉しや姫ひめ！　誤解だ！」

「痴ち話わ喧げん嘩かはあとにしてもらおう」

　と、修しゆ羅ら場ばを無視して割り込んだのは、白しろ金がねの貴公子、周防すおう晴はる真ま。二に丁ちよう拳けん銃じゆうのアーツを両手に宮古の隣となりに立つ。さらにステージの周りには風紀委員が集合。

　完全に包囲されていた。

「年貢の納め時だな、仮面の。少々情けない幕切れだが」

「白金の、少し時間をくれないか。まず誤解を解きたい」

「…………」

　周防は取り合わずに銃口を向けた。

「薄情な！」

『ここは逃げたほうがいいなりよ。いろんな意味で』とメイリーナ。

　そうしたいのはやまやまだが、立ち上がったものの、眩暈めまいがして足元がふらつく。ブーストスキルを発動するだけのプラナは、もう残されていないようだ。どうする。

「ちょっと、さっきからなんなのよ」

　天沢が前に出た。サイファーをかばうように立つ。

「おチビさんと言い、白いのと言い、あとから来て偉そうにしないでほしいのね」

「天沢リーゼ、サイファーと話したいのなら、我々に協力したまえ。捕らえたあとなら、話す時間はたっぷりある」

「ふーんだ、風紀を名乗れば何でも通ると思ったら大間違いないのよ。何なん人ぴとたりとも、人の恋路を邪じや魔まするやつは許さないんだから！」

　天あま沢さわはアーツを召しよう喚かんした。ビームランスにエナジーフェザー。プラナの出力は激げき闘とうの直後とは思えないほど充実している。どこにそんな力が。

『恋する乙女は強いなりねぇ』

　メイリーナが面白半分に言った。

「なるほど。言葉のとおり、心中覚悟というわけか。ならば」

　周防すおうは二に丁ちよう拳けん銃じゆうをかまえた。サイファーと天沢、それぞれに銃口を向ける。

「これだから白いのは嫌いなのよ。この一いつ反たん木も綿めん豆どう腐ふ！」

「…………」独特すぎる罵ののしり文句を、周防は沈黙で流す。「きみは自分のしていることがわかっているのか？　バスターならサイファーを捕まえるべきだろう」

「ノンノン。バスターだからこそ、なのよ」

　両者、一歩も譲ゆずらず。

　と、そこに会場から、ヤジが飛んだ。「引っ込め、風紀！」「でけぇ面すんな！」「今回は見逃してやれよ！」「二人が可哀想よ！」続々と声が上がる。舞ぶ台たい裏うらでは、メディア委員会のもとに抗議の電話が鳴りやまない。ネットでは風紀を非難する書き込みが乱舞。

　会場ではとうとうブーイングが起き始めた。

　完全な悪者扱いに、委員長以外の風紀委員は弱った顔。肩身が狭そうだ。

　周防のクールな無表情に変わりはない。が、引き金にかかった指は動かない。内心、迷いがあるのかもしれない──否、彼の場合、あるとしたら計算か。

　会場を味方につけた天沢は、沈黙する風紀委員を尻目に、宙に浮いた。

「行こ、サイファー」

　と、手を差し伸べる。

　その手を取るべきか否か、光こう太たは逡しゆん巡じゆんする。今このタイミングで逃走したら、また話がややこしい方向に行ってしまうのではないか。しかし背に腹は代えられない。

　ここは逃げの一手だ──光太は天沢の手をつかんだ。

　仮面バスターをつれて、天沢はゆっくりと舞まう。

　青天井へ昇っていく二人を、惜しみない拍手が送りだした。




　周防は銃口こそ向けるが、発砲はしなかった。委員長が動かなければ、他の委員も動くことはできず、風紀委員会はただ見送るばかり。そして紅ぐ蓮れんの夜や叉しや姫ひめ──宮みや古この場合は、手が届かないのでどうすることもできず、

「こら、バカとバカ！　行くならちゃんと説明して行けっての！」

　と、ぴょんぴょん跳ねて怒鳴っていた。

　やがて天あま沢さわリーゼとサイファーはコロシアムを優に超える高さに達した。エナジーフェザーがはためいて水平に飛ひ翔しよう。青空をよぎり、遠ざかっていく。

　ヒュー、と実況が口笛を吹いた。

『天沢リーゼ、仮面バスターを連れて恋の逃とう避ひ行こうだーっ！』

　二人の姿が見えなくなり、さすがにあきらめた宮みや古こはアーツを解いた。しかしまだ気持ちがおさまらないようで、不ふ貞て腐くされた犬のように唸うなると、「なんで撃うたなかったんですかっ」と周防すおうに噛かみつく。

　周防は両手の拳けん銃じゆうを消し、涼しげにメガネのふちを指で押し上げた。

「この学園島では、バスタードがすべてに勝るということだ。捨て身で飛び込んだサイファーを漁ぎよ夫ふの利りよろしく捕らえたところで、誰だれも納得しない。現実として、これだけの観客がやつをバスターと認めている。であるのなら、バスタードで決着をつけるほかないのだろう。きみにしても、こんな形でやつが捕まるのは、納得できないんじゃないか？」

「それは……けど、みすみす逃すのも納得いきません」

「無論だ。ただ、今日のところはやつに風が吹いた──天沢リーゼという風が。そういうことにしておこう。この借りは、いずれ必ず返す」

「もちろんですよ」

　宮古は口を尖とがらせる。すぐにハッと気づいた。

「……って、あのバカ女、このあとの試合、どうするつもりよ」
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　地上五十メートルはある高度を、天沢にぶら下がったまま空中遊泳。街がジオラマのように見渡せる。遠く海原が広がり、水平線の彼方で空と海の青が重なる。

「それにしても、飛行スペックには驚いたな。どうして今日まで使わずにいた？」

「言ったでしょ、着地がうまくできないのよ。夜とか、人目につかないようにナイショで練習してるんだけど、微妙なコントロールが難しくて……ちゃんとできるようになるまで使いたくなかったのね。失敗したところを見られたら、恥ずかしいし」

　そんな理由でか、と思わず笑ってしまった。天沢らしいと言えば天沢らしい。

「まあ、たまに学校の行き帰りに使ったりもしてるけど」

　続いたその一言で、思い出す。未み空そら光こう太たとして初めて天沢と遭そう遇ぐうしたときのこと。そして天沢のファンに襲おそわれたとき、助けに入ったときのこと。天沢が上から降ってきた理由は、この飛行スペックだったわけだ。

　それともうひとつ──これはあくまで憶おく測そくで、別段たいしたことでもないが──近ちか頃ごろ地味に噂うわさが広まっているＵＦＯの目もく撃げき談だんは、天あま沢さわの夜間飛行訓練が原因なのではないか。

「もう十分、離れたのね。さすがにへとへとなのよ。そろそろ降りたいかも」

「海岸に向かってくれ。砂浜なら着地に失敗しても大おお怪け我がはしないだろう？」

「むむっ、大丈夫なのよ。十点満点で決めてみせるのね」

　と、言っておきながら、墜つい落らくした。

　低空飛行になった途端、天沢は風もないのにバランスを崩した。エナジーフェザーの出力の微調整がうまくできないらしく、右に左に大きく揺れたのち、きりもみ状態でダイブ。光こう太たは大きな尻に敷かれ、砂に埋もれた。

「えへへ、着地成功？」

「どう見ても失敗だろ。まったく、人の上に乗るのはうまいな」

「それほどでもあるのよ」

　天沢は砂浜にぺたんと座ってふぅーと息を吐き、体を休める。疲れた様子ながら、清すが々すがしい表情で青空を仰ぎ、大の字に寝そべった。

　光太はやれやれと体を起こし、スーツとマントを払って砂を落とす。そのまま天沢の隣となりに腰を下ろした。ここで少し回復していこう。

　落下の衝しよう撃げきで仮面バイザーが損傷したのか、モニター機能がダウンしていた。メイリーナの姿も映らない。カメラと通信は生きているのだろうか。天沢の手前、呼びかけるわけにもいかないので、指で軽くこめかみあたりを小突いてみたが、反応はなかった。

　浜辺には二人だけ。キング＆クイーンマッチの最終日だ、ほとんどの人はセントラルコロシアムに集っているのだろう。結局、会場では中途半端なまま──誤解を招きかねない状況のまま離脱してしまったが、天沢とはちゃんと話をつけなければ。

「サイファー」天沢が体を起こす。「またすぐ逃げなきゃいけないんでしょう？」

「ああ、きみのおかげで脱出できた。礼を言う」

「いいのよ、全然。わたしはサイファーの味方なのね」

　だからぁ、と甘えた口調になった。

「行っちゃう前に、連絡先、教えて？　みんなには内緒にするから。ね？」

「いや、それは……あいにく、手元に何もないのでな」

「じゃあ、わたしの教えるのよ。いつでも連絡して。隠れてデートしよ？」

　天沢はそう簡単には引いてくれず、自分の電話番号を声に出して言いだす。

　光太は我知らず記憶に留めようとしていた。いかん、小こ悪あく魔まペースに乗せられている。ていうか、連絡先なら未み空そら光太としてすでに知っている──いや、そういうことではなくて、ここは無理やりにでも本題に突入しなくては。

「天沢リーゼ」

　光太は一気に告げた。

「俺おれはきみと恋仲にはなれない」

「えっ」

　天あま沢さわは驚いたように大きく瞬まばたいた。

「いきなり夫婦？」

「なぜそうなる！」

　いい加減、わざとじゃないのか？

「えへへ、冗談なのよ」

　わざとだった。

「最初はやっぱり、お友達から？」

　そして噛かみ合っていない。

　光こう太たは嘆息し、改めて断りを口にした。サイファーとして。

「俺は、白でも黒でもない、灰色の仮面バスターだ。あくまでも一バスターとしての偶像にすぎない。それ以上でも、それ以下でもない。ゆえに、バスターとして手を取り合うことはあっても、男女の関係になることはできないんだ」

「…………」

　天沢は黙った。フラれてショックを受けているというふうではなく、言葉の理解が及んでいないようだった。難しそうな顔で右に左に首をかしげたのち、ハッと気づいた様子で、

「うん、なるほど」

　と、ひとつ大きくうなずく。

「わかってくれたか？」

「俺と付き合いたければ捕まえてみせろ、ということね？」

「…………」

　今度はこっちが沈黙する番だった。

「なぜそうなる？」

「サイファーは、仮面バスターだから、誰だれとも付き合えないんでしょ？　だったら、捕まって仮面バスターじゃなくなったら、お付き合いできるのよ。つまり、わたしがサイファーを捕まえたそのときこそ、二人は結ばれるということね！」

「待て。俺の言い方が悪かった。そもそも俺はきみを好きではないんだ」

「えっ……嫌いなの？」

　天沢はひどく傷ついたようにうるうると涙目になった。

「いや、別に嫌いではないが」

「じゃあ、好きになってもらえるようにがんばるのね」

　すぐに自由奔放な笑顔を取り戻す。嘘うそ泣なきではなく本当に感情のスイッチが入れ変わるから厄やつ介かいだ。なんてポジティブシンキング。そして、なんて小こ悪あく魔ま。

　光こう太たは思わず額ひたいに──バイザーに手を当てる。いっそ嫌いだと言い切ったほうがよかっただろうか。しかしそう言ったら言ったで、なんだかんだのすったもんだの末に今と同じところに着地するのではないだろうか。そんな気がしてならない。

　困った相手だ。バグよりよっぽど手強い。今回のラスボスは天あま沢さわだったか。

　このまま流されては仮面バスターの名折れ。まだ引くわけにはいかない。だが、この小こ悪あく魔まに正攻法は通用しない……ならば、あえてそちらのペースに乗ってやろう。メディアにまで取り沙ざ汰たされたこの恋のバカ騒さわぎ──これもバスタードだと言うのなら。

「……いいだろう、天沢リーゼ」

「え？　好きになってくれた？」

「気が早い！　そして、甘い！」

　光太は立ち上がり、颯さつ爽そうとダークマントをひるがえす。

「俺おれの名はサイファー、取るに足らない者だ。この仮面のあるうちは誰だれにもなびかん。きみがもし、この仮面に終止符を打つことができたなら、喜んできみのものになろう。だが、俺は決して捕まりはしない。仮面バスターの名にかけて逃げ切ってみせる。地の果てまでも」

「じゃあ、わたしは追いかけてみせるのね。空の彼方までも」

　負けじと嬉うれしそうに言って、天沢も立ち上がる。

「──っ」

　と、怪け我がしている右足が痛んだのか、顔をしかめ、よろめいた。光太は抱き止める。天沢はそのまま腕を回してガッチリホールド。悪戯いたずらな笑顔で見上げた。

「仮面バスター、捕らえたりぃ」

「……これはノーカウントだろ」

「だーめ」

　天沢はぎゅっと抱きついて顔をうずめる。

「待て待て待てっ」

　光太は慌あわてて離れようとしたが、天沢は体をあずけるように寄りかかってくる。自分の足で立つことさえしない。光太は砂に足を取られ、もろとも倒れた。仰向けになったところに天沢が密着したまま重なる。

「おい、反則だぞ、天沢リーゼ……天沢？」

　呼びかけても反応がなかった。微動だにしない。

　妙だと思い、その銀ぎん髪ぱつを指で流し、顔を覗のぞいたところ、

「すぅー、すぅー」

　寝ていた。
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　またずいぶんと唐突に眠ったものだ。それだけ疲れていたということか。バグとの決戦で疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった上に、火事場の馬鹿力ならぬ恋力で仮面バスターを連れて逃とう避ひ行こう。とっくに限界は超えていたのだろう。

　やれやれ、どうするか。このまま置き去るわけにもいかないし。

　まずは連絡をつけないと──光こう太たは再度、仮面バイザーを小突いてみた。

「こちらサイファー、オペナビ、生きているか？」

『ほいほーい』すかさずメイリーナの声がした。だが、姿は映らない。『カメラとモニターが死んじゃってるけど、通信は無事なりよ。さわりんはどうしたの？』

「寝ちまった。悪いけど、迎えを寄こしてくれないか……ていうか、通信が生きていたってことは、こっちのやりとり、聞こえてたのか？」

『邪じや魔ましちゃ悪いと思って、お口にチャックしていたなりよ。まあ、とりあえず、収まるところに収まったんじゃない？　今そっちに向かってるから、もうちょい待ってて』

『光太くん』

　と、続いて静しず句くの声がした。

　若じやつ干かん、冷たい感じがして、光太は仰向けに寝たまま背筋が伸びた。

『仮面バスターとしては、一応の解決を評価します。けれど、あんなマネを許したのは、どういうことなのかしら？　生中継の場で、唇を交わすだなんて……』

「い、いや、別に許したわけでは。あれは一方的でいきなりだったので……そ、それに唇ではないですよ。ほっぺたです、ほっぺた。嘘うそじゃないです。ちゃんと映像を確認すればわかるはずです」

『……そう』

　静かに一言。そして短い沈黙。

　静しず句くがそのあいだに何を思い、何を考えたのかは、わからない。

　ただ、次に届いた声音は変わらず冷ややかで、叱しかり口調だった。

『そういう問題ではないの。帰ったら反省会を開くから、そのつもりで』

「……承知しました」

『それから』

「は、はい」緊張が走り、息を吞のむ。

　てっきり叱られるかと思ったが、聞こえたのは優しい声音。

『お疲れ様』

「……はい。お疲れ様でした」

　ホッとして通信を終え、車の到着を待つ。これでようやく一段落か。

　砂浜に寝そべったまま、青空を眺めながら深呼吸。寄せては返す波音と天あま沢さわの寝息が交互に聞こえる。安心しきった寝顔が、なんだか小こ癪しやくで、だけど憎めなくて、光こう太たは指で軽くおでこを弾はじいた。

「この小こ悪あく魔ま」

「えへへ」

　天沢は眠りながら幸福そうに笑うのだった。










　　　　◇




　キング＆クイーンマッチは、無事に最後まで執とり行われた。

　天あま沢さわリーゼは仮面バスターの逃走を幇ほう助じよしたとして出場権を剥はく奪だつされた。もっとも当の本人は会場に戻らなかったし、光こう太たたちがマンションに運んで寝かせたあと、翌日までぐっすりだったようなので、意味はなかった。何らかの処分を下す必要があった風紀委員会が、ちょうどいい落としどころとして、そういう形を取ったのだろう。

　そういうわけで、クイーン戦の準決勝第一試合は、天沢リーゼの出場停止と対戦相手の負傷によって消滅し、準決勝第二試合が決勝戦としてゴールデンタイムに行われた。試合は延長戦の末、宮みや古こ朱あか音ねがスタミナ持たずに破れ、三年生女子がクイーンの座を射止めた。宮古は初黒星を喫きつしたが、相手はランキング十位台で、格かく闘とうと射しや撃げきのスペックを合わせ持つアーツ、近接特化のオンリーワンスタイルでよく善戦したと言えるだろう。

　終わってみれば、それなりに盛り上がったものの、大会とは関係ないところでいろいろ起こりすぎたせいで、尻すぼみは否めなかった。もっとも視聴率が高まったのは、仮面バスターと天あま沢さわリーゼの逃とう避ひ行こうシーンだったそうだ。

　大会終了直後のニュースでも、注目のトピックスとして取り上げられたのは、優勝したキングとクイーンの二人ではなく、仮面バスターと天沢リーゼのほう。大会の結果に関しては形式的に伝えられるだけだった。

　結局、最初から最後まで、天沢リーゼを中心に回っていた。




　翌日も、メディアは仮面バスターと天沢リーゼの話題で持ちきり。キスシーンと逃避行シーンは前日から何度も繰り返し流され、まるで二人が結ばれたかのような見せ方で、大いに誤解を招いていた。

　世間に正しい情報がもたらされたのは、昼近くになってから。

　天沢リーゼが生インタビューを受けた。マンション前にメディア委員会がつめかけ、即席の記者会見。逃避行のあとサイファーとどうなったのか、問われた天沢は開口一番、

『フラれちゃった』

　と、晴れやかな笑顔で答えた。

『でも、まだチャンスはあるのよ。俺おれと付き合いたいなら捕まえてみせろってサイファーが言ったから。だからあきらめないのね。わたしがいちばんに捕まえて、今度こそオーケーをもらうのよ。これからは恋もバスタードも一いつ生しよう懸けん命めいなのね！』

　この発言によって誤解は解けたものの、メディア委員会はこう解釈し、報じた──仮面バスターを捕まえた女子には交際権が与えられるらしいです、と。

　そこにたまたまマンションから出てきた宮みや古こ朱あか音ねが通りかかり、メディアに捕まった。仮面バスターとの交際権の話を聞くと、『はぁ？』と驚きと呆あきれの入り混じった表情。『宮古さんにもまだまだチャンスがあるということですよ！』と言われ、『な、なんでそうなるの』と慌あわてて否定した。

『あ、あたしは違うって、何度も言ってるでしょ』

『だったら』

　と、天沢がカメラの前に割って入る。

『おチビさんには手を引いてもらうのね。サイファーはわたしが捕まえるから、今後一切邪じや魔ましないでちょうだい』

『なんであたしが手を引かなきゃいけないのよ。あとチビって言うな』

　カチンときた宮古は、カメラの前ということも忘れ、普段の不機嫌な態度で迎むかえ撃うつ。

『あんたがメチャクチャ掻かき回すよりも前から、こっちはあいつを追ってるんだから、そっちこそ邪魔するんじゃないわよ。あいつはあたしが捕まえるの。あたしの獲え物ものなの』

『望むところなのよ。恋は早い者勝ちなのね』

『だから、そういうのじゃないってば！』

『あなたには負けないのよ、おチビさん』

『いい加減にしなさいよ、このケツデカ』

　話は噛かみ合わないまま、二人は小学生レベルの口くち喧げん嘩かを始めた。『チビ』『ケツデカ』と相変わらず互いの地雷原を踏ふみ荒らす。メディア委員会も困って中継を取りやめ、スタジオのアナウンサーは困った笑顔で次のニュースに移るのだった。




「……なんだかなぁ」

　秘密基地の休きゆう憩けい室しつ。畳の上にあぐらをかき、テレビで天あま沢さわの生インタビューとその後の宮みや古ことのやりとりの一部始終を見ていた光こう太たは、ため息交じりにチャンネルを変えた。テーブルの上の湯ゆ呑のみを手に取り、湯気の立つ熱いほうじ茶を飲む。

「結局、厄やつ介かいな追おつ手てが一人、増えちまったってことか」

「そうしたのは光太じゃん？」

「そうだけどさ」

　あのときは、あれが最善だと思ったし、あとになって考えてみても、他にいい案が思いつくでもなかった。だから後悔はしていないのだが。

「なんだろうね、この疲労感というか徒労感は。そもそも今回はバグの発症だって、天沢さんの色いろ恋こい沙ざ汰たが発端なわけだし……ホント、振り回されっぱなしだったな」

「悪い子じゃないんだろうけどね。恋一いち途ずにして道一筋みたいな？　おっ、今のフレーズいいかも。歌詞に使えるかなー」

　シンガーソングライターが趣しゆ味みだというメイリーナは、能天気に宙を漂っている。

「そうそう、さわりんと言えば、一連の騒そう動どうですっかり人気者になったもんで、二つ名がついたなりよ。その名も〝天あま翔かける姫ひめ騎き士し〟！」

「……騎士って柄がらじゃないだろ」

「キャッチーでバスターっぽければ、なんでもいいなりよ、こういうのは。これからは〝さわりん〟改め〝姫りん〟と呼ぶなり。姫っちと姫りん、合わせてダブルプリンセスなりね」

「……姫って柄じゃないだろ、どっちも」

「まあいいじゃないの。バグは倒せたし、大会も盛り上がったし、将来有望なバスターを守れたわけだし、一件落着ってことで──ねぇ、静しず句く」

　メイリーナはテーブルを挟んだ向かいに話を振る。

　座布団の上に姿勢よく正座している静句は、上品に羊よう羹かんを切って口に運んでいた。ゆっくり味わってから、お茶を飲み、穏おだやかな微笑で、しかし厳格に言う。

「及第点ギリギリ、といったところね」

　冷気は漂っていない。機嫌が良いのか悪いのか微妙なところだ。

「バスタードとバスターを守る──その点で言えば、最低限の目的を果たせたわ。でも私たちの最終目標は、バグの抑制、発症の阻止にこそある──そういう意味では、何も進展はないままよ。仮面バスターとしての方向性は間違っていないけれど、ただバグを退治しておしまいではダメなのよ。今のままじゃ、同じことを繰り返すだけになってしまう。その連れん鎖さを断ち切るために、仮面バスターはあるのだから、何かしら突破口を見つけないと……」

　確かに、根本的な解決には近づいていない。

　目指すところははっきりしているが、その道筋がわからない。

「バグを止めるためのヒントみたいなものは、ないんですか？　発症メカニズムはほとんどわかっていないって、前に言ってましたけど」

「ええ、そもそもアーツ自体、謎だらけだから。アーツのバグ化については、実験するわけにもいかないしね」

「発症の仕方も原因も、人それぞれときてますからね」

「うん。人の精神面が影えい響きようしているのは確かだけれど、そもそも心なんて、ひとくくりにできるものではないから、化学式も計算式も通じない。方程式も成り立たないわ」

「一応、仮定としては」メイリーナが言った。「心の闇やみだとか負の念だとか、そういう精神的暗部──ダークサイドを引き金に、エナジーがプラナからマイナに変転して、アーツのバグ化と暴走を招く……って感じで解釈されているなり」

「それはもう、科学じゃなくて心理学の領域だな」

「もしくは哲学みたいな？」

「そういう意味では、バグを完全に消し去る方法は、ないのかもしれないわね。この世界から犯罪や争いがなくならないように──人間が存在する限り、アーツが存在する限り、ふたつのあいだにバグは生まれ続ける……」

　静しず句くは湯ゆ呑のみに手を添えたまま視線を伏せる。

　その憂うれいの表情にすら、絵になる。ずっと前から、それこそ仮面バスターを始める前からバグの問題に取り組んできた静句には、人知れぬ苦労があったのだろう。前に進みたくても進めない、途方に暮れてしまうような足あし踏ぶみの日々、徒労、無む駄だ骨ぼね、空振り──それらを想像させるには十分な重い沈黙が流れた。

「でも、まあ」

　光こう太たはわざとらしいぐらい明るい声を出し、暗いムードを払ふつ拭しよくする。

「謎だらけってことは、それだけ解明の余地があるってことですし、今日がダメでも明日には状況が変わっているかもしれません。僕なんか、ある日突然、仮面バスターになっちゃいましたからね。まだまだこれからですよ」

「……そうね」

　静句は綿菓子のように甘く柔らかな微笑ほほえみを取り戻す。

　そのとき、テレビでサイファーと天沢リーゼのキスシーンが流れた。静句の笑顔が、見た目こそ変わらないが、瞬しゆん間かん冷れい凍とうされた。

「……それはそうと、このシーン、いくら流せば気がすむのかしら」

　部屋が急激に冷え込む。白い霧きりが漂う。

　大会後、キスシーンが流れるたびに、この有様だった。

　メイリーナが慌あわててサイバーダイブ、逃げる。

　光こう太たには逃げ場などなく、なんとかなだめようとする。

「ど、どうせ今だけですって。みんな、すぐ飽きますよ」

「そうね、飽きられるまで、毎日これが続くでしょうね」

　どんどん寒くなっていく。このままでは凍えてしまう。光太は焦った。

「そ、そんな、気にすることないですって。もっと気楽に──そう、リラックスですよ、リラックス。なんなら、この前やったやつ、試してみますか──なんちゃって。ハハハ」

　なんとか和なごませようと下手な冗談を言ってみたりする。

　静しず句くから笑みが引く。視線を伏せた。やっぱりダメか。むしろ失敗、逆効果か。

「……して」

「……え？」今なんと？

「リラックス、させてくれるんでしょ？　して」

「……え？」マジですか。

「早くして」

　拗すねたように言って、静句は目を閉じた。

　なんだなんだ、この展開は。想定外もいいところだ。本当にいいのか──いや、静句のほうから「して」と言ってきたからにはいいのだろう。ここで引いたら男がすたる。

　静句は目を閉じたまま、おとなしく待っている。無防備だ。

　光太は正面に回る。ごくりとのどを鳴らす。意を決して「いきます」と告げ、そっと手を伸ばした。さらさらと触り心地のいい前髪をずらし、額ひたいにキス。されるのもそうだが、するのはそれ以上にドキドキした。口から心臓が飛び出そうだ。胸の鼓こ動どうが鼓膜にまで響ひびく。

　唇を離す。静句が目を開ける。ふふっと微笑ほほえむ。

「うん、リラックス、できたかも」

「そ、そうですか」

「な、なんだか熱いね、この部屋」

「そ、そうですね」

　静句は少し顔が赤い。光太はそれ以上に赤かった。部屋の寒さはどこへやら。体中がカッカと火ほ照てっている。

　気恥ずかしくて、お互いに目を合わせられない。静句は「えーっと」と言いながら視線を泳がせ、リモコンを手に取った。「違うの見よっか」とチャンネルを変える。

　民放の番組。キング＆クイーンマッチの優勝者が出演するエナジードリンクのＣＭが、早くも完成し、流れていた。そしてコマーシャル明けに、いきなり仮面バスターと天あま沢さわリーゼのキスシーンが流れだした。途端に静しず句くが白い冷気をまとう。

　再び室温が急降下。また機嫌を損ねたみたいだ。

「……もう一回」

「えっ？」

「もう一回っ」

　まさかのアンコール。強めに要求。なんだかムキになっている。

　断れるはずもなく、断りたくもなく、光こう太たは二度目のでこちゅーに動く。

　かくして一連のバカ騒さわぎは幕を下ろしたものの、その余波を受けて秘密基地は妙な空騒ぎに突入。メディアの扱いが落ち着くまでしばらく、光太は嬉うれし恥ずかしくて幸せな、そわそわして落ち着かない日々を送ることになった──心臓が休まる暇ひまもないほどに。







　　　　　あとがき










『Ｂｕｓｔｅｒ︲Ｄｏ！』第二巻です。ありがとうございます。

　今回も真面目にバカ騒さわぎ、少年少女は戦ってばかりおりますが、考えてみると人間いつも何かと戦っているものです。自分はというと花粉と戦っています。このあとがきを書いているのが春、花粉シーズン中でして、無防備に外へ出た日には地獄です。目はかゆいわ、くしゃみは止まらないわ。鼻水が止まらなくて脱水症になりそうな勢いです。薬を飲まないとやってられないわけですが、副作用で眠くなって仕事の能率ガタ落ちなんですよね。執筆に関してはほとんどやることもない段階なので問題ありませんけど。

　これが春だけならまだしも、秋にも来るのですよ。春がスギ・ヒノキで秋はブタクサ。花見も紅葉も楽しむ余裕がありません。もっともそんな嗜し好こうは持ち合わせていませんが。

　そういうわけで、休日も一歩も外に出ずにパソコンに向かってばかり。徒然つれづれとあとがきを書いている今日この頃ごろです。それにしても、あとがきは何を書いたらいいのかわからなくて苦手です。花粉症の話をしましたが、考えてみたら刊行は七月、季節感ゼロでした。失礼。

　少しは内容に触れたほうがよいのでしょうか。しかし先にあとがきに目を通すという人も中にはいるでしょうから（かく言う自分がそういうタイプですので）、ネタバレにつながるようなことは書かないよう気をつけている次第です。

　率直に言うと、前回よりも面白く、楽しく書くことができました。今回は新ヒロインをメインに据えたお話になりますが、このヒロイン、自分でも予想外というか、話が進むにつれて思っていたのと違う感じになってしまいました。なかなか癖くせのある──その分、味のある子になりました。そんなヒロインにしてバスタードならでは、仮面物ならではのものに仕上がったと思うので、楽しんでいただけたら幸いです。次に向けての伏線も敷いており、原稿も順次書いておりますので、次巻でお会いできることを祈っております。

　以上、バスタードⅡでした。

　関係者各位へ謝意を。

　読者の皆様へ感謝を。





小こ林ばやし三み六ろ九く
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小こ林ばやし三み六ろ九く

北海道出身。東京都在住。

出不精。休日は外に出ない。出たくない。

趣味は読書とゲーム（オフライン）。

３Ｄ酔いが激しく、その手のジャンルは鬼門。
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TwinBox

双子姉妹で絵を描いてます！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「小林三六九先生」係

「TwinBox先生」係











本書は書き下ろしです。
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